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　第一章　札束とバトルを求める者達　一月、第三金曜日







　東京西部を切り開いて作られた学園都市を、一台のステーションワゴンが走り抜ける。乗っているのは三人の少年。駒こま場ば利り徳とく、半はん蔵ぞう、そして浜はま面づら仕し上あげ。彼らはスキルアウトと呼ばれる、一種の不良集団に所属している。

　ハンドルを握っている浜面は、どう考えても運転免許を採れる年齢とは思えない。しかし、そんな事を吹き飛ばすぐらいのルール違反が二つある。

　一つ、そもそもこのステーションワゴン自体が盗難車である事。

　二つ、ステーションワゴンの後部座席には、重機で拾ったＡＴＭが突っ込んである事。

　少年達たちを乗せたステーションワゴンは風力発電のプロペラが並ぶ道路を勢い良く走り抜け、青空を漂う飛行船の下を潜くぐり抜けていく。

「わおわお。これ一台で二千万ぐらい入ってんだって？」

　半蔵は画面が砕けてボディが潰つぶれたＡＴＭを見ながら目を輝かがやかせている。彼はすぐ前の運転席でハンドルを握っている浜面に、

「やっぱお前をスカウトして正解だったなあ。耐たい震しん補強具毟むしり取って機材盗むには、建設重機動かせるヤツがいないとどうにもならんし」

「っつーか、今までどうやって資金集めてた訳？」

「んー？　鉄板盗んでスタコラサ」

「ダセェ!!」

「ぶっちゃけ気弱そうなのを路地裏に引っ張り込んで二、三発殴なぐった方が早いんだけどさ。ほら駒場のリーダーはか弱い女子供には手を出さないヒトだからさー」

　でもこれで当面ウハウハだな!!　と、浜面と半蔵の二人は頭悪そうにバカ笑いしていたが、話題に出てきた駒場からの反応がない。浜面がルームミラーで確認すると、後部座席に収まっている大男は甲子園ベンチ控えのようにずーんと座り込んでいるだけだ。

「駒場さんどうしちゃった訳？」

「あーさっきの見たろ。三学期早々小学校に侵入しようとしたボウガン男を、駒場のリーダーがコブシで五メートルほど吹っ飛ばしたの。ガラにもない事して小っちゃな女の子から懐なつかれて激しく照れてんじゃね？」

　ぴく、と泣く子も黙だまるゴリラ駒場の肩が動く。

「え……？　でも駒場さんＰＤＡでネット通販のサイト見てるっぽいけど。ＸＬサイズのサンタ衣装と白ヒゲセット見たまま、かれこれ一〇分は固まってるよな」

　ぴくぴく、というのは震ふるえているのだろうか。

「あれだろー。言われちゃったもんなーリーダー。サンタクロースってホントにいるんだよね……？　とか何とか色々さー。だからよー、今年の年末には来るんじゃね？　暴れん坊のサンタクロースがさーっ!!」

　ぎゃははゲラゲラないわそれーっ!!　と馬ば鹿か二人が大笑いしていると、不意に駒こま場ばは手の中のＰＤＡを雑ぞう巾きんのように絞り上げて、

「ふがァァあああああああああああああああああああああああああッ!!」

「ひっ、ひいい!?　駒場のリーダーが羞しゆう恥ち心しんから御乱心!?」

　特にハンドル操作している訳ではないのに、ステーションワゴンが不自然に横よこ滑すべりする。







「なあ浜はま面づら。ＡＴＭってバラし方の作法とかある訳？」

　相変わらずステーションワゴンの中、アジトに向かう途中で半はん蔵ぞうが尋ねてきた。

「あー。そっちの分解も俺おれがやるわ。ほら、なんつーの。金庫の中にカプセル入ってるから不用意にこじ開けないようにな」

「カプセル？」

「蛍光塗料が入ったヤツ。ちゃんとした手順で開けないと札束全部使い物にならなくなる」

　だからアジトに着くまで触るなよー、と浜面は釘を刺しておいたのだが、

「……浜面。これは、何だと思う……？」

「おい駒場さん!!　触んなっつったでしょーよ五秒前に───って、ありゃ？」

　浜面はルームミラーを通して後部座席に目をやり、そこで動きが止まる。

　駒場利り徳とくの太い指に摘つままれているのは、ＵＳＢメモリのような細長いスティックだ。

　やっべ、と顔を青くする浜面に、駒場はボソッとした声でこう言った。

「……ＧＰＳ発信器のように、見えるのだが……」

　その途と端たん、真後ろから甲かん高だかいサイレンが鳴り響ひびいた。確認するまでもなく輝かがやくのは赤色灯。街の治安を司つかさどる警備員アンチスキルが運転している、スポーツカーをベースにした高速車両だ。

　しかも前方一〇〇メートル辺りの道路の真ん中には、前面に分厚い緩かん衝しよう材ざいを備えた巨大な円筒形の特殊なバリケードロボットが展開されていた。縦に起き上がった巨大な巻物のようなロボットが回転しながら解ほどけていくと、あっという間に分厚い緩衝材の壁が道を塞ふさぐ。

　トドメとばかりにバリケードのすぐ向こうに警備員アンチスキルの高速車両が二、三台滑り込み、さらに防壁の強度を高めていく。

　半蔵が思わず頭を抱えた。

「前も後ろも大ピンチ!?　おい浜面どうすんだこれ!!」

「どうするってお前」

　浜はま面づらはちょっと考え、

「突っ込みますか」







　アクセルを底まで踏ふんでいますと言わんばかりの猛加速に、バリケード近辺で待機していた警備員アンチスキル達たちが慌てて飛び退のく。念のために路上へ停とめていた高速車両の運転席から、女の警備員アンチスキルが転がり出た直後───全すべてを薙なぎ払うように、ステーションワゴンがバリケードを突き破った。

　学園都市の住人の八割は学生であり、この街で起こるのも、その大半は少年犯罪。当然ながら、治安を維持する側もそれに適した装備を開発・配備していく。

　バリケードロボットの緩かん衝しよう材ざいは『子供を安全に捕獲するため』のものであり、コンクリートブロックのように衝突＝即死というほどの強度はない。おまけにステーションワゴンは横向きに停められた高速車両の鼻先へぶつけるように激突したため、ちょうど高速車両と高速車両の隙すき間まをこじ開け、バンパーの金属パーツを撒まき散らしながらも一気にバリケードを突破したのだ。

　後方からステーションワゴンを追っていた高速車両は、バリケードの残ざん骸がいに激突する寸前で慌てて急ブレーキを踏む。

　そうこうしている内に、ステーションワゴンは急カーブを切って交差点の向こうへ消えていった。

「わおわお」

　バリケードを作っていた高速車両から転がり出て、アスファルトの路上に突っ伏していた女の警備員アンチスキルは、辺り一面の散々な様子を眺めて、楽しそうに笑った。

「こいつはまた、久しぶりに面おも白しろそうな馬ば鹿かを見つけた予感じゃんよー」







　半はん蔵ぞうは後ろへ首を回し、高速で消えていく風景を眺めながら口笛を吹いた。

「すっげ!!　あの手のバリケードって力技でブチ破れるものなんだな」

「まー、どういう種類の壁かを見極める必要もあるんだけどな。『車体潰つぶしてでも止める』とか『わざと通過させてタイヤをパンクさせる』とか、そういう場合は逆効果」

　駒こま場ばは駒場で、無表情なまま車の窓を開け、そこからＧＰＳ発信器のパーツを投げ捨てた。

「……とりあえず、新しい車に乗り換えるか……」

「もうちょっと走ったらな。後ろにゃ連中の影はなさそうだけど念のため───」

　言いかけた浜面の言葉が、途中でいきなり寸断された。

　バオ!!　と、真横の道からタンクローリーのような大型特殊車両が飛び出してきたからだ。見た目はタンクローリーっぽいのだが、何だかやけに車体が角ばっているし装甲みたいなものが取り付けてあるし、とにかくものすごくゴツい車だ。

「ッ!?」

　浜はま面づらが反応するより先に、大型特殊車両の先せん端たんがステーションワゴン後部の角に掠かするように激突した。車の速度そのままで、強引に角度だけが六〇度ほど急回転させられる。真横にあったはずガードレールが間近に見える。浜面は無理にハンドルを切って戻そうとせず、車体を滑すべらせ流すような挙動でどうにかスピンさせずに済んだ。

　タイヤの悲鳴がつんざき、路面にべったりと黒い帯がなすりつけられる。

　下手にブレーキを踏ふめば逆に制御が奪われる。浜面はアクセルを踏み込み挙動を安定させる。

「ちっくしょ、何だ!?」

　浜面は叫びながら後ろへ首を回す。

　そこで目が点になった。




　大型特殊車両のてっぺんに、小っこい赤色灯が乗っかっているのが見えたからだ。




「アホかおい!!　まさかあれで警備員アンチスキルの高速車両とかっつーんじゃねえだろうなーっ!?」

　浜面が思わず大声で突っ込んだ途端、向こうも向こうで後部のタンク部分を振り回すように急カーブを切り、こちらのステーションワゴンへロックオンするように向かってきた。

　半はん蔵ぞうが顔色を変える。

「ちっくしょう!!　やっぱ殺す気まんまんみたいだ!!」

　一方、いかにも手帳バツジ見せて強引にお借りしましたという感じで大型特殊車両の運転席にいる巨乳の女が、メガホンみたいな拡声器を片手になんか言う。

『あっ、あー。こちらは警備員アンチスキル第七三支部所属の黄よ泉み川かわ愛あい穂ほ。テメェら盗難と器物損そん壊かいと殺人未み遂すいと公務執行妨害その他もろもろで地獄送りだくそったれじゃんよー』

「チッ!!　一番最後クライマツクスに公務執行妨害を持ってきた辺り、ほとんど私し怨えんだぞあの巨乳!!」

　半蔵が叫んで拳けん銃じゆうを取り出した途端、呼応するように大型特殊車両は凄すさまじい馬力で迫ってくる。







　黄泉川愛穂は大型特殊車両の運転席で、フラフープのように巨大なハンドルを操り、ステーションワゴンの横を追い抜こうとする。車の窓から拳銃を持ったバンダナ男が身を乗り出そうとしていたが、その前に黄泉川はハンドルを切ってタンク部分の尻しりを振り、そのまま車体を横から激突させる。

　ゴッシャア!!　という面おも白しろい音が聞こえた。

　大型特殊車両の車体とガードレールの間に挟まれながら強引に前へ進んでいたステーションワゴンだが、その内ガードレールの方が耐えきれなくなったのだろう、金属板を引き千ち切ぎり、制御を失ったステーションワゴンが大型特殊車両もろとも脇わきにあった無人の倉庫へと突っ込んでいく。

　分厚い鋼鉄の扉を破は壊かいし、倉庫内の段ボールの山を蹴け散ちらした所で、ステーションワゴンと大型特殊車両の軌道が分かれた。ワゴンはさらに段ボールの山脈へ向かっていき、大型特殊車両は倉庫の内壁へ激突する。

　ばふん!!　という音と共にハンドルのエアバッグが作動し、黄よ泉み川かわの顔面に直ちよく撃げきした。

「うえっぷ！　……おのれあのクソガキども、こいつで世界の果てまで追いかけ回してやるじゃんよー」

　とりあえずバックで壁から抜け出すか、とシフトレバーを動かしてアクセルを踏ふみ込んだのだが、大型特殊車両はちっとも後ろへ進まない。

　どうも車体が潰つぶれたせいで何かが引っ掛かっているようだ、と気づいた時、倉庫の奥から拳けん銃じゆうを持った少年が二、三人出てくるのが見えた。

「やっべ」

　黄泉川は小さく呟つぶやくと、運転席のドアを開けて転がり出る。

　直後、パパパン!!　と助手席側から複数の弾丸が飛んできた。

（……三点バースト？）

　大型特殊車両のタンク部分の陰に身を隠していた黄泉川は眉まゆをひそめる。三点バーストとは、一回引き金を引くと自動的に三発の弾丸が発射される仕掛けだ。それによって破壊力が増す訳だが……。

「痛ってえ!?　馬ば鹿かこの半はん蔵ぞう、何でこんなデカいマグナムに三点バーストつけてんだ!?　しかもモードの切り替えもできねえし！」

「えーでもタマいっぱい出た方が強くて格好良くね？」

「……わざわざそのためにマガジンの長さまで調節したのか……」

（ようし、馬鹿ばっかりで何とかなりそうじゃんよ）

　どうせ改造された三点バースト拳銃なんて、反動に負けてまともに狙ねらいを定められる訳がない。こっそり勝利を確信していた黄泉川だが、ふと大型特殊車両の方から足元へコロコロと転がってくる物に気づいた。サッカーボールほどの塊かたまりに目をやった彼女は、

「げ」

　今度こそ全力で逃げ出す。







　半蔵製三点バースト付きマグナムはコンセプトは馬鹿丸出しだが威力はそこそこだった。警備員アンチスキルの遮しや蔽へい物ぶつとなっている大型特殊車両が邪じや魔まだと感じた浜はま面づらが運転席の下の方にある燃料タンクの辺りを集中砲火していく。

　と、わたわたと逃げていく女の影が見えた。

　このままでは燃料タンクが爆発すると警戒したのだろう。

「ようしとりあえずは追っ払ったか。あの巨乳め、ホントなら拉ら致ちってケジメつけさせたいトコだけどな」

「……性犯罪は、ノーだぞ……」

「わーったよ駒こま場ばさん。とにかくＡＴＭだ。応援呼ばれて囲まれちまったら面倒臭くさいし。車はまだ動くかなっと」

　と、段ボールの山へ突っ込んだステーションワゴンの方へ足を向けた浜面の爪つま先さきに、何かがぶつかった。

　そっちに目を向けると、サッカーボールぐらいの球体がコロコロと転がっている。

　浜面の顔が強こわ張ばり、半はん蔵ぞうは真っ青になり、駒場は相変わらず無表情だった。

「おい浜面、それって……」

「……ああ……」




　花火大会でしか見られない、巨大な打ち上げ花火だ。




　改めて大型特殊車両の側面を見れば、そこには『噴ふく丘おか火薬工業』の文字。そして倉庫のあちこちに、似たようなボール状のシルエットが。

　その時、チカッと何かが瞬またたいた。

　三点バースト付きマグナムで吹き飛ばした運転席下の燃料タンク付近には、何やら千ち切ぎれた電気コードらしきものが。青白い光を放つその先せん端たんが、床に広がるガソリンへポチャンと落ちる。

「「「ッ!?」」」

　馬ば鹿か三人の叫びが、冬の空に舞う大輪の花に搔かき消された。







　そんなこんなで、コントの爆破オチのように大空を飛んだ浜面、半蔵、駒場の三人は戻ってきた黄よ泉み川かわに捕ほ縛ばくされ、留置場にぶち込まれていた。部屋には他ほかにも柄の悪そうな不良少年が何人かいたが、全身煤すすだらけでボロボロの浜面達たちに何かを感じたのか、先ほどから少しも目を合わせてくれない。

　浜面は鉄格子を両手で摑つかみながら、ぐったりとうなだれ、

「……確かにＡＴＭ泥棒って悪い事だと思うんだけどさ。でも一番ヤバいのはあの巨乳なんじゃね!?　っつーか結局ＡＴＭの札束も全部燃えちゃったしな!!」

「……犯人を野放しにした方が平和とは、恐るべし警備員アンチスキル。いるんだな……ああいう刑事ドラマみたいな破天荒お祭り馬ば鹿かというのが……。やはり巨乳は侮れん……」

「だーちくしょう!!　なあ駒こま場ばさん、あれはか弱い女子供の範囲じゃねえだろ！　どうにかしてここから抜け出して、あの巨乳だけはきっちりケジメつけさせてやろうぜなーなーこう揉もんで挟んで!!」

　浜はま面づらだけでなく、無口な駒場も珍めずらしくぶーぶー文句を垂れているのだが、どうも先ほどから半はん蔵ぞうが何も言わない。例の打ち上げ花火大爆発がよほどショックだったのか、留置場の片隅で体育座りをしたままちっとも動かない。

　やがて彼は、意を決したように、重たい口を開いた。

「悪い。浜面、それに駒場のリーダーも。本当にすまない」

「あん？　お前どうした訳？」

　二人がそっちを見ると、半蔵は視線に耐えられないように顔を逸そらしたまま、

　ポツリと一言。

「……恋したかも」

「「うげえ!?」」







　第二章　北欧神話圏の戦士と踊り子　二月、第一金曜日







　ロンドンにある小さなジーンズショップにて。

「もうヤダ。オメーには何も売ってやんない」

「なっ、何な故ぜですか!?」

　神かん裂ざき火か織おりは小さなカウンターにバムと両手を叩たたきつけ、

「こうして代金はちゃんと持って来ているでしょう！　そもそもヴィンテージなんて相場のハッキリしないものを、ふっかけられた分＋店主へのチップまで含めてお金を揃そろえてきたというのに何故そっぽを向いているんです!?」

「だってオメーさあ!!」

　店主は神裂の太ふと股ももの辺りをズビシと差す。

　彼女の穿はいているジーンズは、片足だけが太股の根元からバッサリ切られている。おかげで左右非対称的な美しさ＆ストレートなエロさが醸かもし出されている訳だが、

「せっかく世界各地を回って手に入れたヴィンテージをジョキジョキ切られちゃうとさあ!!　オメー価値分かってねーようだから説明するけど、そいつはゴールドラッシュ時代に鉱山で働く男達たちのために様々な創意工夫があったヤツをだなぁ……ッ!!」

「分かっていますよ。ですからちゃんと切り取った部分もこう巾きん着ちやくにして───」

「もォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおう!!」

　店主は両手で頭を搔かき毟むしると猛牛のように叫んだ。

「とにかくオメーには何も売ってやんないし、一いつ緒しよに『仕事』もしてやんない！　悔しかったらジーンズとプレミアの神様を拝み泣いて謝れ!!」

「……そう、ですか。まだ内容の方も詳しく説明していないのですが……。『仕事』の方も協力してくれないと。それは残念です……」

　神裂はシュンと肩を落とすと、

「となると、巷ちまたでウワサの謎なぞの怪人、ジーンズちょきちょき切り裂き魔まは私一人でどうにかしないと」

「それを早く言え」







　神裂火織の仕事は悪い魔ま術じゆつ師しをやっつける事だ。

　まるで絵本に出てくるようなアバウトな職業だが、実在するものは仕方がない。しかも国家宗教の関係組織に所属しているため、こっそり公務員級に安定した収入ももらえる。こうしてイギリス国民の血税は何だか良く分からないものに支払われていく訳である。

（絵本のような……ですか）

　神かん裂ざきはわずかに自じ嘲ちようしてしまう。

　現在、彼女の心はとある事情によって深く閉ざされている。……のだが、人間というのは、自分の心を一つの感情だけで固めておく事のできない生き物である。根本的な人格そのものが修復不可能なレベルでねじ曲がらない限り、生来の義理や情はひょっこり顔を出してしまうものだ。

「そういえば、ステイルの野郎はどうしてんだ」

　ステイルというのは神裂の同どう僚りようだ。

「『あの子』を追っていますよ」

「相変わらずそんな事を続けてんのかよ」

「……、」

「ま、俺おれにどうこう言えた義理じゃねえけどな。どっかの馬ば鹿かが颯さつ爽そうと駆けつけてきてくれんのを祈るだけだ」

　そこまで言って、店主は話題を変えた。

「……つーか神裂。オメー二月の寒空でその格好は寒くない訳？」

　店主が自分の肩を両手で抱きながらガタガタと震ふるえる。二月のロンドンは雪の季節だ。しかも今年はこりゃマッチ売りの少女は死ぬよねと言わんばかりの大寒波がイギリス全土を覆おおってしまっている。ちょっとした湖ならガチガチに凍って歩いて渡れるぐらいの状況である。

　しかし片方だけとはいえ、太ふと股ももをバッチリ露ろ出しゆつしている神裂は、

「いえ特に」

「信じらんねー……」

　唇くちびるを青くして白い息を吐はく店主は、エベレストを目指す人ぐらいの重装備だ。

「で、例のジーンズちょきちょき切り裂き魔まってのは何なんだ？」

「その名の通りですよ。道行く人に対し、すれ違いざまにジーンズだけを切断していくという正体不明の怪人です。今の所、主立った被害はジーンズだけで負傷者は出ていないようですが」

「殺して良いな？」

「その結論は音速すぎます」

「しっかしジーンズ切り裂き魔か……。お前、よく疑われなかったな」

「？？？　何な故ぜこの私が疑われなければならないのですか？」

　首を傾かしげる太股露出女神裂に、店主はため息をつく。

「そういや、犯人の居場所に目星はついているのか」

「一応は。犯人の行動に北欧神話的な『匂におい』があるようでして」

「……根拠あんの？　調べたの誰だれ？」

「テオドシアです」

「あいつねえ。あてになるのかよ。───と」

　店主と神かん裂ざきの視線の先に、ガクゥ!!　と全身の力を失い崩れ落ちている初老のヒゲが。彼の穿はいているジーンズは両足とも付け根の部分からスッパリやられていて、『カットジーンズっていうか、もうそれブリーフだよね？』級の大だい惨さん事じと化していた。

　店主は思わず両手で顔を覆おおった。

「こいつはひでぇ……。誇り高き英国紳士が全すべてのプライドをなくしてヒゲを整える気力すら奪われてやがる!!」

「そうですね。どうせ切るならもっとこうエレガンスに」

「やっぱりもうオメーには何も売ってやんない」

　その時、神裂の耳に、シャキンという金属板を擦こするような音が聞こえた。

　まるでハサミを動かすような音。

「ッ!?」

　間一髪。

　とっさに神裂が振り返り、装備していた長刀の鞘さやを振るうのと、刃物を持った何者かが高速で迫るのはほぼ同時だった。交差する影と影。ドッパァ!!　という無意味な効果音が炸さく裂れつするが、とりあえず神裂のジーンズはデニムのブリーフにはなっていない。

「何なに奴やつ!!」

　神裂が叫び、相手を強く睨にらむ。

　件くだんのジーンズちょきちょき切り裂き魔まと思おぼしき襲しゆう撃げき者しやの正体は神裂と同年代の女性だった。金というよりほとんど銀に近い髪の、スラリとした美女。着ているものは布の上から複数の鋼はがねを配置して形を整えたであろう特殊な胸当てと同じく鋼の腰部装甲に両手は肘ひじの上辺りまである長い手袋両足は太ふと股ももまである長いブーツ何な故ぜか白と黒の牛柄ってちょっと待て。

　神裂火か織おりの目が点になってしまう。

　ジーンズショップの店主も驚きよう愕がくしていた。彼は体を震ふるわせながらこう言った。




「こりゃあ……伝説のビキニ甲冑アーマーだ」
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　目の前のあんまりな格好に対し、神裂火織はオロオロしながら、

「ええとその、どこからどう対処して良いのやら……ッ!!　とりあえず上着が足りていないと思うのですがその辺はどうなんですか!!」

　すると謎なぞの露ろ出しゆつ狂きようは何な故ぜか無む駄だにでかい胸を張ると、

「上着が足りないのはそちらも同じにつき。そこまでエロいとはこの私も感心感心」

「……ッ!!」

「ちょっと待て神かん裂ざき!!　抜刀するにはまだ早い!!　そして言わせてもらうが客観的に見てもお前はエロすぎる!!」

「なっ、何を羽は交がい絞じめしながら同意しているんですか!!　というかあの露ろ出しゆつ狂きようのジーンズちょきちょき切り裂き魔まとこれから戦うんだという事を忘れていませんか!?」

「いいや、まだ話は通じるかもしれない!!　俺おれ達たちはここで頑張ってみるべきだ!!」

「そ、そうですか!?　実を言うと私はもう半分ぐらい諦あきらめ始めているんですが!!　さっさとあの変態を仕留めませんか!?」

「あと少しだけ頑張ろう!!　確かに服飾関連のプロから言わせてもらうと、あの格好は終わっている。もう牛柄なんて何の意味もない！　ただ単におっぱい属性を強調させたいだけじゃん!!　何な故ぜならオメー、先ほどから俺の視線は釘付けに───ッ!!」

「単に思いっきりハマってるだけじゃねえか!!」

　神裂のゲンコツが放たれ店主が香港ホンコン映画のように五メートルほど飛んでいく。

　それを見た例のビキニがくすりと笑う。格好に反して静かで艶つやのある笑みだ。

「その殿方が興こう奮ふんするのも無理なき事。何故ならば、それこそがこのヴァルキリーに込められた存在意義である事につき」

（ヴァルキリー？）

　北欧神話に出てくる天てん女によ、または戦いくさ乙女おとめとも呼ばれる『人間』だ。来たるべき最終戦争ラグナロクに備えて戦士の魂たましいを神の住むヴァルハラへ送る役割を持つと言われているが、実はその正体は天使や精せい霊れいといった『元から人間と違うもの』ではない、という学派もある。人間の娘として生まれた乙女が何よりも戦を望み、主神オーディンに力を与えてもらう法則に合致することで、人の子はヴァルキリーとなるらしい。有あり体ていに言ってしまえば、勇猛果敢な女の子が特殊な道に走ると神格化される訳だ。

　人はヴァルキリーになれる。

　となれば、そいつを人為的に目指す宗派が現れるのは、魔ま術じゆつ業界的には珍めずらしくもない。魔術とは人工のダイヤだ。偶発的に起こる奇跡的な現象を必然的に起こす事だ。『ヴァルキリーになるためのお手軽簡単レシピ』みたいなものを作りたがるのは、まぁ間違いではないのだが。

「……そのヴァルキリー見習いが何でまたこんな所業を……？　マッチョの魂が欲しいならここにはありませんよ」

「チッチッチィ。ヴァルキリーの役割は戦士の魂の運うん搬ぱんだけではありませんの事。より重要なのはヴァルハラへ招待した殿方へ酒を振る舞い踊りを魅みせ、その心をヴァルハラのために縛しばり付けて『教育』する事にあり。色香を使い優れた部下エインヘリヤルを増やし、たった一人で魔術結社級の力を蓄える事こそ我が目的」

　つまりぃ!!　と戦乙女はさらに胸を張ると、

「時に戦い時に舞い、勇猛と美を兼ね備えるべきヴァルキリーの辿たどり着いた結論はこれこの事!!　エロい鎧よろいの踊り子さんにつきィィいいいいいいいいいいいっ!!」




　……格好じゃなくて、思考回路が馬ば鹿かなのかな？




　一いつ瞬しゆん、本当に一瞬、珍しく全すべてを諦あきらめかけた神かん裂ざき火か織おりだったが、ぶんぶんと首を振って何とか否定する。神裂の魔法名は『救Sわaれlぬv者eにr救eい0の0手を0』。こんな所で諦める訳にはいかない。

　しかしどうにも錯さく乱らんしているのは否いなめないらしく、

「分かりましたっ！　今がっかりしましたからよく話し合って戦いましょう!!」

「ハッハァ!!　こちとらわざわざ恥ずかしい格好をしてまで人間捨てた身である事につき！　このヴァルキリーをそこらの魔術師で止められる訳がないとの事ォォォォっ!!」

「一応羞しゆう恥ち心しんはあったのですね！　それならまだ助かる……ッ!!」

　割と感極まった神裂だが、エロいヴァルキリーの攻こう撃げきはヴァルキリーを自称するだけあって結構速くて重くて強い。しかもバッキンバッキンと刃物をぶつけ合いつつヴァルキリーは、

「これぞ戦乙女の真骨頂との事。───イッツ・ア『九人祝いナインサポート』!!」

　なんか大声で唱えると、唐突にヴァルキリーの足元にあった影が九つに分かれた。まるで円形の魔ま法ほう陣じんのようになった謎なぞの影に、神かん裂ざきは警戒する。

「ッ!?」

　だが、九人の影は特に何も起こさず、ヴァルキリーを中心にくるりと回ると、そのままあっさり消滅してしまった。『？』と訝いぶかしむ神裂の耳に、

「むっほおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおう!?」

　唐突に炸さく裂れつする、ジーンズショップ店主の絶叫。

　何だ何だ何が起きた？　と神裂が思わずそっちを見ると、今まで倒れていた店主の体がカクカクと変な動きで起き上がった所だった。いや違う。何やら九人の乙女おとめが店主の手や足や腰や首を摑つかみ、結構強引に動かしている。

「うっふっふー。戦士を魔ま術じゆつ的てきに応援する際、ヴァルキリーは九人で実行する事につき。我が術式は九人の乙女で殿方を操り手て駒ごまとする!!」

「してその心は？」

「ぶっちゃけ、この私の肢し体たいが『他の何者とも比べられない最高の女性美だ！　あなた様はまことに美しすぎる!!　もう仲間（女）も人生も全部投げ売ってあなた様にお仕えしたい!!　つーかこの美しさがあれば割と神様とかどうでもいんじゃね？』と思えば思うほど術中にはまりやすいの事よ」

　つまりあのエロいビキニを見て欲情した男はそのまま操られるという訳か、と状況を理解した神裂火か織おりは白い眼で店主の顔を見る。

　彼は神裂から何だか居心地悪そうに目を逸そらすと『……すまん』と一言。

　神裂は簡単に頷うなずくと、

「首を斬きります」

「待て待て神裂!!　俺おれの正義は今まさに精神内部で葛かつ藤とう中ちゆう!!　ここから愛と勇気で卑ひ怯きよう魔術の支配を打ち破ってやるから見てろよオトコの意地をーっ!!」

　するとヴァルキリーは分かりやすく中腰になり、両手の掌てのひらを膝ひざに押し当てつつ二の腕でおっぱいを強調するようにギュッと挟み、片目だけをパチッと閉じてウィンクしながらこう言った。

「そいつ斬ったら色々見せちゃうの事よ？　するのとされるのどっちが好き？」

「───すまん神裂。何だか今もう巻き返しができないぐらい俺の心は大きく動い」

「やっぱり斬ります」

　それでも一応優しさは残っていたのか、峰打ちに留とどめた神裂の斬ざん撃げきを思いっきり喰くらってロンドンの空を舞うジーンズショップのむっつり店主。

　裏切り者を粛しゆく清せいした神裂はバトルを再開しつつふと今回の核心を尋ねた。

「ところで何な故ぜ殿方のジーンズばかりを切断していたんですか？」

「ああ。私の戦士接待の得意分野は羞しゆう恥ちプレイ（攻め）である事につき」

　ハタ迷惑なのでこいつもぶん殴なぐっておこう。二割増しで。







　第三章　父親の願いは接点と交流を　二月、第四金曜日







　バレンタインの終わった二月など残りカスだ。

　と、しょぼくれた中年親父おやじの上かみ条じよう刀とう夜やは思っていたのだが……。

「そうか。欧州こつちはカーニバルがあったんだっけ」

　カーニバルと言うと刀夜が思い浮かべるのはブラジル辺りで孔く雀じやくの羽みたいなのをつけた姉ちゃんがものすごい速度で腰を左右に振りまくるアレだが、イタリアには孔雀の姉ちゃんはいないらしい。残念。なんかガラスでできた仮面を被かぶった男女があっちこっちを行き来していてとてもシュールと言うか、その格好でデパート入ったら通報されるよね的な光景である。

　と、ここまで彼の内面を覗のぞいた方ならお分かりの通り、上条刀夜は特定の宗教に属しておらず、そもそも世界的な宗教と新興宗教とカルト教団の区別もついておらず、このカーニバルって何のお祭りだったっけ？　と首を傾かしげる程度の典型的日本人である。

　なので、石いし畳だたみの端はしっこでテントを広げていた現地のお土産みやげ屋やさんのバイト少女に尋ねてみると、

「えーえーはいはい。もうすぐ四し旬じゆん節せつっていう断だん食じきイベントがあるんですよ。今はその断食前の食い溜だめ期間のお祭りって事なんだけど、なんつーかもういろんなモンが混ざってるね。リオのカーニバルのサンバとかは、元々アフリカの宗教的な音楽だったものをブラジルで成長させたもんだし」

「またアバウトな……。じゃああの仮面の方が正式なのかな？」

「どーかねえ。ありゃヴェネツィア辺りの風習を面おも白しろそうだからって引っ張って来てるだけだよ。ここミラノの伝統工芸にガラス製の仮面は存在しません。そうだ、仮面買ってく？」

　地元土産でもないものを笑顔で勧めてくる金髪碧へき眼がんのバイト少女。

　刀夜は半分呆あきれながら、

「はは、商売の基本を分かっていないな」

「ありゃ？　おっさんカーニバルの時期ネタに釣られた旅行者じゃないの？」

「これでも一応一仕事終えた所だよ。ちょっとした商談をまとめてきたって所か」

　刀夜は外資系企業の営業担当だ。

　……と言ってしまうと平凡なサラリーマンに聞こえるかもしれないが、実際の彼の業務内容はかなり特殊で、厳密には『証券取引対策室』という部署に所属している。

　彼の役割は『本社にとって有害となる株式売買や吸収合併などを、あらゆる手段をもって全力で阻そ止しする事』。誰だれもがコンピュータを使って株を売買し、数時間単位で売り買いできる世の中になったからこそ重要視され始めたポストだ。

　この手の証券取引は原則として自由に行われるべき事であり、なおかつ国境をまたいでしまうため一国による法的な規制は難しい……のだが、そこはそれ。『証券取引対策室』に所属するわずか一一人の精鋭は経済学や心理学などの知識技術をフル稼か働どうさせ、グレーゾーンのラインを駆使して職務を遂すい行こうする訳だ。

（まぁ、平たく言えば『この証券を買うのをやめろ』ではなく、『この証券を買い占めても損をするかも』と思ってもらうのはオーケーという事なんだがな）

「ショーバイがどうのと言われてもね。私は見ての通りのアルバイト。マッチ売りの少女ばりに経営に疎うとくて道みち端ばたでポツンよ」

「まずはそれだな。とにかく取り扱っている商品に自信を持つと良い。縁日の焼きそばが美お味いしそうに見えるのは、別に祭りって雰ふん囲い気きに当てられているからじゃない。屋台のオヤジがいかにも美う味まそうに作っているからだよ」

「エンニチって何？」

「チェーン店なんかの接客がマニュアル化されているのも同じ理由。一つの店の中で店員によって自信があったりなかったりとバラつきがあると、それだけで客の見る目は変わる。だから一律平均的に自信たっぷりなマニュアルを作っているという事だ」

「そういや買うの、買わないの？　ひやかしでも暇ひま潰つぶしになりゃ構わないけど」

　本格的にやる気がないな、と刀とう夜やはため息をつく。

「イタリア土産みやげを探してる。こう、一発でイタリアに行ってきましたっていうのがアピールできて、誰だれに渡しても引かれなくて、それとなくカミサマの御ご利り益やくっぽいものまでプラスしているとありがたい」

「あーあーあーご当地開運グッズね。日本人はそーゆーアバウトなの好きだよねぇ」

　バイト少女は適当に相あい槌づちを打つと、その辺の荷物の山をゴソゴソと漁あさり、

「じゃあこれだ。幸運を呼ぶ一ドル紙幣。今なら一〇〇ユーロでどうでしょう？」

「そもそもイタリアでドルはねえだろ」

「ちゃんとレシートは出すよー。じゃないとこの国じゃ脱税扱いされるからね」

「おいまだ買ってないのに勝手にレシートを出力するな。なんていう押し売りなんだ」

「……おっかしいな。日本人は幸運ってつけりゃ何でも買ってくって話だったんだけど」

　ブツブツ言っていたバイト少女は、そこで何かを発見したのか、ハッと顔を青くした。慌てて荷物をまとめると紐ひもを引っ張るだけでテントを畳たたみ、わずか一五秒で逃走準備を完了させる。その早はや業わざに目を白黒させる刀夜に対してバイト少女はこう言った。

「ヤバい、変なのが来た！　悪いねお客さん、また縁があったら!!」

「は、ええと、何が？」

「こういうアバウトなお土産売ってるのが許せないってヤツが猛接近中!!　あいつは特にこう日本人観光客相手にぼったくるのに厳しいんだ！　最後に私の嫌きらいなものを三つ教えてあげる。親と先生と宣教師よ!!」

　まくしたてるように言うと、商品の山を背負い、丸めたテントを登山家の寝袋のようにバックパック上部へジョイントさせたバイト少女が高速で走り去る。

（縁日は知らなくても、エンって言葉は分かってたんだな）

　取り残された刀とう夜やはズレた感想を抱きつつ、しばらく呆ぼう然ぜんとしていたが、

「……む。確かにこの辺りからバルビナ特有の魔ま力りよくが放出されていたはずなのですが」

　いきなり怪しげなイタリア系独り言と共に、何者かがぬっと現れた。

　擦すり切れたように古ふる臭くさい、白系統の修道服を着た女性だ。歳としは二〇代後半から三〇代。元は美人であったであろう事は窺うかがえるのだが、何分何もかもが色いろ褪あせていて、彼女だけが傷いたんだフィルムの中の住人のようだった。

　その修道女は、つい先ほどまでバイト少女が露ろ店てんを広げていたスペースにしゃがみ込むと、ゆっくりと掌てのひらをかざし、

「やはり温ぬくもりは残されていますが。となると、また逃げたのかあの野郎。もしそこの方、ここにいかにも頭悪そうな反抗期真っ最中の子羊がいませんでしたか？」

　いきなり言葉を投げられ刀夜は面食らったが、やがて彼はこう言った。

「いいえ。ここにいたのはそばかすがチャーミングなお嬢じようさんでしたよ」

「その歯の浮くような台詞せりふと笑顔は果てしなく減点ですが。そもそもあなたはここで何をしていたのですか？」

「イタリア土産みやげを見ていたんですけどね。ところであなたは？　あの子の保護者か先生ですか？」

　刀夜がそう尋ねたのは、例の少女が嫌いなものとして挙げていたからだ。

「いいえ」

　しかしそのどちらでもなかったらしい。となると答えは一つである。

「私はローマ正教の宣教師ですが。名前はリドヴィア＝ロレンツェッティ。神に興味があるか、朝の説教を途中で抜け出して小遣い稼かせぎをしていたバルビナに心当たりがあればご連絡を」







　……という話だったのだが、上かみ条じよう刀夜はその日だけで五回も宣教師リドヴィアと鉢合わせする事になった。

「何な故ぜあなたはバルビナの行きそうな場所ばかりに立っているので？」

「だからイタリア土産を探しているだけですって。たまたま行く先々にあの子がいるだけですよ。というか、何故あなたが出てくるたびにあの露店商は高速で逃げ出してしまうんですか？」

「？　お土産ならどこにでも売っていますが。ほらあそこにはミラノクッキーにミラノ饅まん頭じゆうが。適当に買い込んでさっさと帰れば良いので」

「……というか、イタリアに饅まん頭じゆう売ってたのか」

「日本にもナポリタンというパスタがあるはずですので。そもそも、バルビナが取り扱うような凝こった『商品』を手にする必要はないかと思われますが」

「まぁ、色々ありましてね」

　刀とう夜やは割と疲れたため息をついて、

「不幸っていうものを信じますか？」

「？」

「私は信じます。見た事があるから。実を言うと、一人息子がとんでもない不幸なヤツでしてね。特に何も悪い事をしていないはずなのに、いつでもあいつだけがトラブルに巻き込まれる。もうそれは『いつもの事』であって、あいつが理り不ふ尽じんな目に遭あっても周りの連中は指を差して笑う事しかないぐらいに」

　刀夜は別の露ろ店てんに並べられていた小さな人形を指先でつつきながら、こう言った。

「……惨みじめですよね。周りに対してはいくらでも文句を言えるのに、結局私は何もしてやれていない。開運グッズでも買い込めば何かの足しになるかもとは思うのですが、これだって自分に対する慰なぐさめかもしれません。自分はちゃんと頑張ってるぞ、お前達たちとは違うんだぞ。そう言いたいだけなのかも」

　リドヴィアは何も言わない。

　いきなりこんな愚ぐ痴ちを聞かされても迷惑か、と思いながらも、どうしても刀夜は黙だまれない。

「本当なら、自分の手であいつの抱えている問題を取り除いてやりたい。私は父親なんだから。でも、不幸なんて見えないものを相手にどうすれば良いのか。本当に、情けないんです。馬ば鹿かですよね。こんなものにすがって」

「……ふ……」

　と、気がつくと何な故ぜかリドヴィアは俯うつむいている。

　どうしたんだろう？　と首をひねる刀夜だったが、

「ふふ。素す敵てきです、これはまことに素晴らしい。このような困難、まるでお前には絶対にできないだろうと突きつけられたような状況、何もかも……何もかもが……」

「え、ええと、ひっ!?」

　刀夜は、思わず息を吞のんでしまう。

　何だか、リドヴィアが笑顔だ。それも人を安心させるとかそういう笑顔ではなく、注意しないと涎よだれがだらだらと溢あふれ出てきそうな感じの、自分オンリーの大笑顔だ。

「すっばらしい!!　なんという不可能！　なんという不条理!!　状況が困難ならば困難なほど、俄が然ぜんやる気が出てくるものですから!!　うふふ、要件は息子さんのまとう不幸の除去ですね。そうと分かれば話は早い。バルビナ！　魔ま草そう調合師のバァルビナァぁぁああああああああああああ!!」

　叫びながらリドヴィアはマッハで小さな路地に飛び込んでいくと、たった十数秒でバイト少女の首根っこを摑つかんで戻ってきた。ズルズルと引きずられるバイト少女バルビナは口を尖とがらせながら、

「いていて痛てててて!!　なに、何なのもう良いじゃんアルバイトぐらいしたって!!」

「それどころではありませんので！　かくかくしかじか事情がありまして!!」

「げぇーっ!!　この馬ば鹿か！　人助けとかそういう話は早く教えろよーっ!!」

　何だかイタリア人の異様なテンションについていけない刀とう夜や。そんな中年男性を放ったらかしで、リドヴィアとバルビナはさらにボルテージを上げていく。何が何だかサッパリな刀夜に向けて、バルビナは荷物の中から得え体たいの知れない人形や枯れ草のようなものなどをゴロゴロ取り出すと、それらに小さなメモをつけつつも片っ端ぱしから押し付けてくる。

「とりあえず詠唱や儀ぎ式しきのいらない『置くだけで効果アリ』ってもんだけ集めてみた！　保管に関してこっちの注意書きさえ守りゃ何とかなるから!!」

「その辺の対魔ま術じゆつ師し機関に目をつけられると厄やつ介かいですので。そちらの隠いん蔽ぺいはどうなので？」

「心配すんな問題ねえ!!　一個一個は『霊れい装そうと呼べなくもないけどそれ専用じゃないから裁きの対象にはならないレベル』だ。これなら『変なお土産みやげ』で何とかなる。ホワイトに近い辺りのグレーだからプロの魔術師でも見分けんのは難しいさ!!」

　とにかく大だい丈じよう夫ぶっ!!　と二人揃そろって変な太鼓判を押した挙げ句、とどめとばかりにリドヴィアが一冊の聖書を取り出して刀夜の懐ふところへと半ば強引にねじ込んだ。

「どうしても駄だ目めなら最も寄よりの教会へ。我々は理由なき災さい禍かに苦しむ子羊を守るための屋根を作っていますから!!」

「は、はは。そうですね」

　刀夜は小さく笑いながらこう言った。

「正直、いきなり神様とか言われても信じられませんけど。あなた達たちのように親切な方が信じているものなら、私も信じられるかもしれません」







　同市内。いつもリドヴィアと一いつ緒しよに行動している爆乳女運び屋オリアナ＝トムソンが艶なまめかしい舌を出してアイスクリームと格かく闘とうしていると、件くだんのリドヴィアがどこからともなくものすごい速度でオリアナへタックルしてきた。

「オッリアナァァああああああああああああああああああああああああああああん!!」

「ごぶへぇあっ!?」

　割と体は鍛きたえているつもりだったオリアナの体が一いち撃げきでくの字に折れ曲がり、アイスは吹っ飛び路上にべちゃり。わなわなと震ふるえる運び屋など露つゆ知しらず、リドヴィアは両手をほっぺたに当てたまま何やら高速で腰を左右にくねくねさせて、

「きっ、今日は!!　今日はなんという良い日なのでしょう!!　私は日本人に対して誤解をしていたのかもしれません！　学園都市などという野や蛮ばんなものがあるから社会の敵だと思っていましたが、まさかあんな子供思いの父親がいようとは!!　これは学園都市の攻略方法をもっと穏おん便びんかつ平和的に変更する必要が出てきたかもしれませんので!!」

「どっ……どうした訳……このハイテンションぶり……？」

　やや呼吸困難のまま、オリアナはリドヴィアに引きずり回されたであろうバルビナへ尋ねる。かくかくしかじか。話を聞いたオリアナは少しだけ悩むような仕草をすると、

「な、なるほど。いや、というか……はぁー。また面倒臭くさいアッパーぶりを発揮して───」

「よォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおうし!!」

　言い終える前にリドヴィアは突然絶叫した。超高速にくねくねさせていたリドヴィアの腰がぶつかり、オリアナの体が横方向へスライドして吹っ飛んでいく。メッキョオ!!　という嫌いやな音を聞いてバルビナの顔が真っ青になる。
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　気にせずリドヴィアは言った。

「この調子で行きましょう!!　困難とは、そう簡単には解けないからこそ困難ですから！　その楽しみが分からぬ輩やからのために、我らが片っ端ぱしから解いてしまうとしましょう!!　まずは霊れい装そうの準備です。あれは星の配置に大きく影えい響きようされますから、該当座標で使用するために、今一度現地での計測を行う必要がありますので!!」

　やたらとノリノリになっちゃってるリドヴィアに、バルビナは再び逃走を開始。脇わきに吹っ飛ばされたオリアナも走ろうとするが、それより前にリドヴィアが運び屋を捕獲する。







　第四章　七人の内の七番目の実力は　三月、第三金曜日







　三月一五日、午後八時一〇分。

　特に大きな事もなかったホワイトデーの翌日、何の気なしに繁はん華か街がいをブラブラしていた原はら谷たに矢や文ぶみは、ガラの悪い兄ちゃんスキルアウト達たちに襟えり首くびを摑つかまれて真っ暗でジメジメした裏路地へ引きずりこまれていた。まさに少年漫画的大ピンチ。とりあえず二、三発殴なぐられた上、財布は没収されるし携帯電話もお財布機能がついていたから取り上げられた。早い所サービスセンターに連絡しないとクレジットカード盗難級の大災難に見舞われてしまう訳だが……、

「うっし。ケータイ止められると面倒臭くせぇから、とりあえずここらにこいつ縛しばって時間稼かせぎしね？」

「あっれ？　良いの、都会の鳥は凶暴よ？　無抵抗なお肉が落ちてたらついばまれちゃうんじゃね？」

「お財布ケータイって便利だよなぁ。番号さえ聞き出しゃ限度額とかねえし」

（ぴゃっあああああああああああああああああああああああああああ!?　サービスセンターのお姉さんに勧められるままに、使いもしない新機能ケータイなんて機種変するんじゃなかったァああああああああああああああああああああああ!!）

　そう、これが昔ながらのカツアゲさんなら、単にお財布盗とられて解放されるだけで済んだはずなのだ。恐るべし文明の利器。持っているだけでユーザーの危機も大進化ときたもんだ。

　五、六人の兄ちゃん達に取り囲まれ、さてどう切り抜けるこのピンチ、と地味に追い詰められていた原谷矢文だったが、




「根性ってモンが足りてねえな、兄ちゃん。そんなんじゃ誰だれも満足しねえぞ!!」




　唐突に響ひびく大きな声。

　そっちを見ると、路地の出入り口辺りに仁に王おう立だちする一つの影。

　五、六人の少年達はほんのわずかな間、黙だまって人影の方へ首を向けていたが、




　ドパン!!　と。

　人影の正体が分かる前に、いきなり不良少年が拳けん銃じゆうを取り出して発砲した。




　ばったり倒れる謎なぞの影。つまらなさそうに舌打ちする不良少年。ナニこのムチャクチャ大おお雑ざつ把ぱな展開!?　と心の中で神様に不平を洩もらす原はら谷たにだったが、

「ふるわァァあああああああああああああああ!!」

　さらに、むくぅ!!　と起き上がる謎なぞの影。ここまでの所要経過時間、わずか三秒。ほとんど起き上がりこぼし状態の人影に対し、流石さすがに少年達たちもペースを乱されてしまう。

　明らかに心臓に一発もらったはずの謎の影は、まるで徹てつ夜や明けのおかしなテンションみたいな足取りでズンズンこちらへ近づいてくると、

「何の前触れもなく一発くれるとは、やっぱ根性が足りてねえな。あるいは我が慢まんか？　我慢が足りねえのか？　総合的に判断するに、さてはお前、近ちか頃ごろのキレやすい子供達だろう!!　マスコミから好き勝手言われるような立場になって哀かなしいと思った事はねえのか!?」

　訳が分からないのでとりあえずもう一回撃うってみようと思ったのだろう、さらに不良少年はバンバン引き金を引くが、もはや人影はビクンビクン震ふるえるだけで倒れもしない。

　流石に嫌いやそうになった少年は、一度だけ手の中の銃に視線を落とすと、

「……お前、何で死なねえんだよ……？」

「根性だよ、根性!!」

「それ以外にもなんかあんだろ!!」

「強しいて挙げれば学園都市の超レ能ベ力ル者５の一人、七人の内の七番目、ナンバーセブンの削そぎ板いた軍ぐん覇はという事もある訳だが、そんなのは些さ細さいな事だ。───今ここで論じるべきは、このオレの中には怒ど涛とうの如ごとく煮えたぎる根性が満ち溢あふれているという事だーっ!!」

　両手を大きく広げ、背中を弓のように反らし、天に向かって吠ほえるように宣言する削板もしくは謎の根性さん。どういう理論か知らないが、彼の背後がドバーン!!　と爆発して赤青黄色のカラフルな煙がもくもく出てくる。

　原谷は呆ぼう然ぜんとそれを眺めていた。

　不良少年達はちょっと互いの距きよ離りを縮めると、コソコソとこんな内ない緒しよ話ばなしをする。

「七人の内の七番目って事は、一番弱い超レ能ベ力ル者５って事だろ？」

「それなら無お能れ力た者ちにも何とかなりそうだな」

　その言葉に黙だまっていなかったのは、例のナンバーセブンだ。

「のんのん!!　だから超レ能ベ力ル者５だとか七番目だとか、そんなのはつまんねえ脇わき道みちだっつってんだろ!!　今ここで重要なのはオレの根性の話!!　今からでも遅くはない！　だからお前達もっとオレの話を───痛っ!?　自転車のチェーンロックで殴なぐるなアイスピックで刺すな痛たたたたこの根性無しども!!」

　まるで冗談のような光景だが、二時間もののサスペンスドラマなら一〇本ぐらい撮れそうな暴力の嵐あらしだ。

　そして、いつまで経たっても死なない削板軍覇に、むしろ加害者である不良少年達の方が不気味に思った（しかし手は緩ゆるめられない）時だった。

「だァァァらっしゃァァあああああああああああああああああああああああああ!!」

　ぶちキレたナンバーセブンが叫んだ瞬しゆん間かん、彼を中心に変な爆発が巻き起こった。バウーン!!　というトクサツ的な効果音と共に薙なぎ倒される悪党達たち。

「さっきっから自分達だけ好き勝手しやがって!!　もう許さん！　本物の根性というものを今から思う存分見せつけてくれるわーっ!!」

　……勝手にテンション高くなっている所申し訳ないのだが、すでにさっきの一発で不良達は軒並みノックアウト状態。この有り様で追加攻こう撃げきを加えると、どっちが悪党か分からなくなってしまう事必至である。あと、これから根性見せる羽目になるのは不良達の方になるんじゃないのか、と原はら谷たには少々冷静に感想を思い浮かべる。

　その時だった。

「ふっ。やはり雑ざ魚こどもではこの程度が限界か」

　暗くら闇やみの向こうから新たな気配。ザリ、という足音。そして近づいてくる学園都市の闇が生んだ都市型モンスター。明らかに外国人傭よう兵へい部隊とかで三ヶ国以上は渡り歩いてきただろお前と言わんばかりの巨漢むきむき人間兵器が、ついにその威容を露あらわにする。

「俺おれは内臓潰つぶしの横よこ須す賀か。あいつらを可愛かわいがってくれたようだな」

　……そんなに偉そうなら路地裏でカツアゲとかやってないで、もっと自分の知らない所で世界を根底から覆くつがえす大それた計画とか練っていなさいよ、と小市民・原谷矢や文ぶみは思わなくもないのだが、ラスボスむきむき男に心の声は届かない。

「だがしかし、まずい所へ首を突っ込んでしまったようだな。ここは後悔の通じない場所。対能力者戦せん闘とうのエキスパート、この内臓潰しの横須賀サマの前に立っちまった以上、貴様はここで」

「すみませんオナラが出ました!!」

「ちょ、もーっ！　人の話は黙だまって最後まで聞けって!!　だから、あの、何だ。どこまで話したっけ？　そうそう、こほん。内臓潰しの横須賀サマの前に立っちまった以上、貴様はここで」

「すごいパーンチ」

「だから人の話を聞けっつってんブギュルワ!?」

　何か言いかけたモツ鍋なべナントカの横須賀さんが、突如竹トンボのように高速回転した。ナンバーセブンとモツ鍋さんの間は一〇メートル以上の距きよ離りがあったはずなのだが、なんか変な衝しよう撃げき波はか念動力でも出たのか、お構いなしのクリーンヒットだった。

「……ちょ、げぶっ。なに……今のナニ……？」

「んっふっふーん。これぞ学園都市第七位の真骨頂。体の前に敢あえて不安定な念動力の壁を作り、それを自らの拳こぶしで刺激を与えて壊こわす事によって、爆発の余波を遠えん距きよ離りまで飛ばす必殺技。念動砲弾アタツククラツシユとはこの事だァァああああああああああああああああああああああああ!!」

　ドバーン!!　と一般公開される新事実。

　しかし原はら谷たには冷静にこう言った。

「いや、それは無理でしょ」

「？」

「不安定な念動力の力場に刺激を与えるだけじゃ、そういう反応はしないと思うし。俺おれ、能力開発の時間割りカリキユラムの選択授業がそっちの方なんで、ちょっとだけ詳しいし」

「……、」

「……、」

　ぶん殴なぐった方とぶん殴られた方、双方に気まずい沈ちん黙もくが訪れる。

　削そぎ板いた軍ぐん覇ははしばし自分の握り拳こぶしに視線を落とした後、

「じゃあ、どういう理論で何が出たんだ？」

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぅい!!　アバウト!!　必殺技の取り扱いがものすごく大おお雑ざつ把ぱ!!　そんなんで倒される方の身にもなってみろテメェちくしょう!!」

「すごいパーンチ」

「一発目と何も変わらブルゥへ!?」

　ぐるぐるぐるぐるーっ、と回転しながら吹っ飛ぶモツ鍋なべの横よこ須す賀かさん。

　何だか助けてもらっているのにちっとも喜べねーなー、と原谷は肩を落とす。

　モツ鍋さんはこんなお祭り野郎に負かされるのだけは死んでも嫌いやなようだが、物理的なダメージはどうしようもない。立ち上がろうとするのだが、両足がガクガクと震ふるえるだけで、それも適かなわないようだ。

「くっ。さ、流石さすがはナンバーセブンだ」

　戦う事はおろか、逃げるだけの体力も残されていないモツ鍋さん。

　彼は己の末路を理解したのか、やがて削板の顔を見上げてこう言った。

「……一つだけ良いか」

　ふっ、と。悪党とは思えないほど純粋な笑みを浮かべた男は、

「せめて、最後はとびっきりの一発で決めてくれ。すごいパンチとか超おざなりなヤツじゃなくて、ぶっ飛ばされるなりに意義があったと感じられるような、正真正銘の一いち撃げきをな」

　その言葉を聞いて、ナンバーセブンは静かに頷うなずいた。

　彼はゆっくりと拳を握り、

「すごいパーンチ」

「だからそれやめろっつっただろうがビブルチ!?」
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　ブラジル。

　中国やインドに続き、世界でも経済成長の著しい期待国とされているが、まだまだその恩恵は国の全すべてを照らせない。大都市リオデジャネイロの中にあっても、貧と富の差は歴然で、まるで見えないラインで人生がキッチリと分けられているかのようだった。

　そんなブラジルの大都会の、とりわけ『影』の色が強い一角に、東洋人の男は佇たたずんでいた。歳としは三〇代の半ばから後半の間ぐらいで、そこそこの長身と整った顔立ち。生まれた国では目立ってしまう容姿だが、こちらの国では逆に埋没しそうな感じだった。

　ただ、近づきたいとは思わないかもしれない。

　そこそこ金は持っていそうだが、馬ば鹿かな観光客とは完全に毛色が違う。そもそもこんな裏通りが似合う種類の『身なりの良い男』だ。迂う闊かつに近づけばどんなトラブルに巻き込まれるか分かったものではない。

「おやまぁお嬢じようさん。良い物を持っているな」

　男は暗がりに声をかけた。返事はない。ただしそちらで身じろぎするような気配があった。陽ひの光のほとんど入らない一角だが、それでも人の輪郭ぐらいは浮かび上がる。そこに立っているのは小麦色の肌をした、ラテン系の顔立ちの少女だった。

　少女は割と余裕のない感じで、目をギョロつかせて男を見る。

「なに、あんた。その歳で子供の小遣いまで毟むしり取ろうって言うの？」

「銃が入っているだろう、そのハンドバッグ」

　男が簡単に指摘すると、今度こそ少女の肩が大きく震ふるえた。動いたというよりも、硬直した、という方が似合う。男は気にせず、鼻歌でも歌うように続けた。

「自殺じゃなくて心中狙ねらいか。それも相手は家族や恋人じゃない。対象は憎しみの相手。大方、借金取りでもぶっ殺して家族に楽させてあげようって所かな？」

「……、どうして知ってるの」

「これでも人を見る目はあるんでな」

　男は自分の右目を人差し指で差しながら、悪戯いたずら好きのような顔つきになる。

「お話をしよう。残念ながら君の殺意に気づいてしまった以上、止めないと殺人幇ほう助じよと言われかねない状況な訳だし。もしかしたら君にとってもプラスになる会話かもしれない」

「あんた、誰だれ？」

「んん。ミサカだよ。御み坂さか旅たび掛がけ」







　その東洋人が御み坂さかと名乗った後は、少女の名乗る番だった。彼女は自分の名前をイネスと呼んだ。偽名の可能性もあるのだが、御坂は直感でそれは低いと思った。はっきり言えば、今のイネスはそんな打算を働かせるだけの余裕がない。

「あんた、日本人？　どんな仕事してんの？　つか金持ってる？」

「仕事は……そうだな。統合コンサルタントといった所か。金ならない。俺おれの仕事は金を作る事であって、金を貯める事ではないからな。一応『報ほう酬しゆう』はもらっているはずなんだが、財布の管理は妻の仕事だし。実際に俺が使える金なんて、酒をやめるかどうか真剣に悩むレベルでしかない」

「役立たず」

「一言で切り捨てたな。だが諦あきらめるのは早いぞ。俺との会話をヒントに泥沼から脱するチャンスが得られるかもしれない。実際そういう風に人生を切り抜けた人間を、俺は何人も知っているからな」

「？」

「俺の仕事は世界に足りないものを示す事でな」

「何言っているの？」

「まぁ平たく言えば『新しいビジネスの可能性を提示する事』だ。俺が提示するアイディアを正しく形にできれば社長になれる。札束のベッドでウハウハだ」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　イネスはつまらなさそうに遮さえぎった。

　彼女は周囲をぐるりと見回し、家電ゴミばかりが山のように積み上げられた一角を指差しながら、

「この街にあるものなんてゴあミれだけよ。リオデジャネイロには色んな物があるけど、私達たちが触れられるのはあれだけ。分かる？　回収業者に払う金もないから、ゴミの収集さえ滞とどこおる。目の前にチャンスがあっても指を咥くわえるしかないの。貧富っていうのはそういうもの。今、裕福な連中は逆転なんてされたくない。だからチャンスまで奪っていく」

「言い訳か。言い訳は気持ちが良いな。おそらく極上のエンターテイメントだ。ネタはやっぱり政府か社会か生まれた境遇か？」

「あんたに何が分かる」

　イネスは激げつ昂こうすらしなかった。ただ静かな怒りがあった。

「歳としも若い、学歴もない。こんな人間にできるのは車の窓を拭ふくぐらい。そんな小銭でどうしろって。借金の利子にもならない。せいぜい取り立てにやってきた男達へのチップに消えるぐらいよ」

「そうでもない」

　そんな諦あきらめの表情を見ても、御み坂さかはあっさりと答えた。

「チャンスなんて案外その辺に転がってるもんだ。見えないだけでな。……なぁなぁ。一個だけ質問なんだが、まさか俺おれが善意のボランティア精神に溢あふれた聖人君子とは思っていないよな。俺にも俺の目的がある。だから安心しろ。ちゃんと考えてる。適当な事を言ってお茶を濁にごして自己満足しようって訳じゃない。俺は、自分が利用する者の面倒ぐらいは自分で見る人間だ」

「目的？　ガキでも抱いて稼かせがせてくれるって言うの？」

「それは素す敵てきなお誘さそいだが、生憎あいにくと妻に悪いし君ぐらいの歳としだと娘を思い出す」

「じゃあ他ほかにどうしろって？　こんな自分達たちで不法投とう棄きした粗大ゴミだらけの場所にどんなチャンスが転がっているって？　ふざけるんじゃないわよ」

「そう、それだ」

「？」

「種を明かすと、俺はある人物から依い頼らいを受けていてね。ブラジル国内の不法投棄をどうにかしてくれと言われている。だから何とかしないといけない訳だ。面倒臭くさいが仕事でね」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。できる訳がない。『ゴミのポイ捨てはやめましょう』って看板でも立てる気？　誰だれも従わないわよ。捨てる方だって好きでやってる訳じゃない。良くない事だって分かってる。でも不法投棄は減らない。ゴミのために金を払うほど余裕がないからよ」

「本当にそうかね」

　御み坂さかはニヤリと笑った。

「俺は言ったはずだぞ。世界に足りないものを示すのが仕事だってな。家電ゴミの不法投棄と、君達の貧困と、それらが取り巻くこのスラムの小さな世界に足りないものはなーんだ。はいイネス君、分かったら手を挙げて」

「決まっているじゃない」

　イネスはつまらなさそうに息を吐はいて、一秒もかからず即答した。

「金よ」

「ピンポーン」







「……それが、コンサルタントと呼ばれる東洋人との出会いだったのですか？」

「ええ、まぁ。私も最初は半信半疑だったんだけど。でも、可能性に賭かけても良いとは思った。マフィア紛まがいの借金取りの所へ拳けん銃じゆう持って飛び込むよりはね」

　イネスがいるのはリオデジャネイロでも一、二を争う高級ホテルのラウンジだ。録音機材を持ったライターはブランドもののスーツで固めているが、イネスの方は相変わらずの格好だった。とはいえ、文句を言う者はいない。

　ライターは言う。

「それにしても、家電ゴミの基盤の中にあるレアメタルの回収業務とは、随ずい分ぶんと思い切った事業を立ち上げましたね」

「元々、ＩＣやＬＳＩの内部には微量の純金ゴールドが入っている事は、誰だれでも知ってた。いちいち回収するのが面倒だったから誰もやらなかったけど、私にそんな余裕はなかったわ。だからやった。特別な決意なんてものじゃない」

　そう、最初の頃ころは機械も作業場もなかった。本当に手作業でＩＣのプラスチックをこじ開けて、糸くずのような純金を根気良く集めた。それが弁当箱ぐらいの大きさに膨ふくらんだ時、ようやく紙幣に換金した。それを元手に工作機械を開発し、もっと効率良くレアメタルを回収し、さらに大きな金を得て……それが『企業』と呼ばれるまでに肥大化するのに、そう時間はかからなかった。あれからまだ一年も経たっていないのだ。

「サイズの違う各おの々おのの集積回路の蓋ふたを正確にこじ開けるためのアームマシンを準備するのに多少手間取ったけど、超音波を利用してサイズを算出する事を思いついてからは簡単だったわね」

「超音波……ですか？」

「学校にも通っていないガキにはできない発想だとでも？　本気で学ぶ気さえあれば、それぐらい何とかなるものよ」

　リオデジャネイロは貧富の差の激しい場所だが、逆に言えば一度土台さえ作ってしまえば安定した『伸び』が期待できる事を意味している。イネスはそのシステムに上う手まく乗った訳だ。

「今ではリオデジャネイロはおろか、ブラジル全域の不法投とう棄きが七割以上減ったそうですね。政府の方から近く表彰されるとか」

「ゴミを捨てるのは、そうしないと給料をもらえないからよ。そこまで追い詰められた人達たちに、性善説のモラルを説いても話を聞くだけの余裕はないわ。彼らを止めたければ、彼らを稼かせがせる方法を提示するのが一番だった」

「ゴミは金になる、という情報を伝える事で、世界の流れをも変えてしまった訳ですね」

「……、」

　そのコメントに、イネスは少しだけ黙だまった。

　御み坂さかと名乗ったあの男。彼が行っていたのは、つまりそういう事か。

　世界は変わる。

　変えようという意思を持つ者が立ち上がれば、必ず。

　重要なのは、動き出す事。

　そのための力を与えるのが、彼の仕事だったのか。

「次はこの元手を使って、プラスチックや鉄、銅などの金属の効率的な再利用方法を模索してやる。これに成功すれば、家電ゴミはほぼ一〇〇％の割合で『使える資源』に生まれ変わるでしょうね」

　それは楽しみですね、明るい未来の話題も欲しい所でしたし、とご機き嫌げんを取ろうとするライターの言葉を軽く聞き流しながら、ふとイネスは御み坂さか旅たび掛がけの言葉を思い出した。




　───世界に足りないものはなーんだ？




　彼は多分、今でも世界と戦っているだろう。

　それが仕事だと言っていたのだから。







　第六章　美容院にて世間話と核心を　四月、第四金曜日







　ピヨピヨ、という電子音が聞こえた。

　自動ドアに連動したチャイムの音だ。

「ん？　ああ、客が来た」

「……良いから携帯ゲーム機から顔を上げなさいなこの馬ば鹿か店主。客商売という単語をトラウマにして胸へ刻みつけますわよ」

　茶髪ツインテールのお嬢じよう様さま、白しら井い黒くろ子こは入店早々やる気ゼロの美容師を睨にらみつけて低い声を出す。すぐに店の奥から若い男のスタッフが数人出てきて、白井にペコペコと頭を下げ始める。

　採用三ヶ月の新人達たちの方がお店の心配をするとはどういう事だ、と白井は呆あきれ返るが、店主の腕は良いのだから仕方がない。白井は保健室のベッドみたいに布の衝つい立たてで分割されたスペースに入ると、これまた歯医者さんの椅い子すみたいなのに案内されて、そこに腰掛ける。

　やる気のない店主は白井の背後に回ると、男のくせに異様に細く滑なめらかな指先で、彼女の髪をまとめているリボンをほどいていく。

　店主こと坂さか島しま道みち端ばたは顎あごヒゲを片手でジョリジョリ擦こすりながら、

「最近アイロンの使い方に凝こっちゃってさー。ウルトラ一四連ドリルとか試してんだけど、どうする？　試しにクロワッサンやっちゃう？　白井ちゃんは高たか飛び車しやだから似合うと思うなぁお嬢様系縦ロール」

「わたくしは元々クセッ毛ですの。寝言は良いから毛先を整えてストレートパーマをかけなさいな」

「えーと……アフロだっけ？」

「ストパだっつってんだろ!!」

　半球型ボウル状の機械を頭に乗せようとする坂島に、白井は目を剝むいて叫ぶ。はいはいだーつまんねーとボソボソ言う坂島は、『まずは毛先を整えてからな』と薄うす刃ばのハサミを取り出しながら、

「しっかし白井ちゃんも大変だねぇ」

「何がですの？」

「超能力開発の名門常盤ときわ台だい中学は、髪を切る店を選ぶのも先生の許可がいるんだろ。まぁ学校指定に選んでもらってるこっちとしちゃあ、ぼろ儲もうけだからありがたい話だけど。学生としちゃ窮きゆう屈くつで仕方ないでしょ」

「まぁ、その辺は文句を言っても始まりませんわよ。髪と血液は典型的な遺伝子サンプル組織ですもの。こっそり回収されてＤＮＡマップでも解析されたらたまったもんじゃありませんわ」

「ふうん」

　店主は歯の間隔の違う金属製の櫛くしを何本か左手で挟みながら、頭上を見上げる。そこにあるのは大小無数のカメラ群。過か剰じよう設置されたそれらは、警備会社ではなく常盤ときわ台だい中学によるものだ。

　坂さか島しま道みち端ばたは白しら井いの髪を一房ほど指先で摘つまみ、

「そういやぁ、空間移動テレポート系の能力開発研究に新しい助成金がテコ入れされるって話があるんだってねぇ。やっぱ一一次元座標関係は難しくって学者さんにも人気がないのかね」

「……シュレディンガー絡がらみの量子系理論には大抵出てきますわよ、一一次元。そうじゃなくて、単に空間移動テレポート系の能力者の数が少ないから、上の連中が変な危機感に見舞われているんですわ。まったく、一口に能力者と言っても、発現しやすい才能としにくい才能があるというだけの話ですのに」

「それも謎なぞの一つだっけ。確か小学一年生なんて選択授業もなくて、みんな同じ時間割りカリキユラムを受けるのに、それでも炎が出たり風が出たり、いろんな能力に分かれるとかってヤツ」

　ペチャクチャとおしゃべりしながら、坂島は白井の髪の先を五ミリほど切る。最適の角度で整えられた刃先が、細胞を潰つぶさず綺き麗れいに切断していく。

「しかしまぁ、超能力なんて開発してどうするのかね」

「……学園都市の存在意義を根底から否定しないでくださいな」

「いやぁ、惹ひかれるものがあるのは理解できるけどね。ありゃあ不老不死とか世界征服とか、権力者が夢見るようなものに思えちゃうんだよなぁ」

　ハサミを動かす道端は首をコキコキ鳴らしながら、

「白井ちゃんぐらいの学生さんだと能力関連テキストにも載ってないかな。昔、冷戦ってのがあったんだけどね。その時も騒さわがれたんだ、超能力開発。アメリカとソビエトが子供みたいな対抗心剝むき出しでバカスカ予算を注つぎ込んで……まぁぶっちゃけ、失敗に終わったんだけどさ」

「スターゲート計画とかいうヤツでしょう？」

　おっ、知ってるんだ、という間の抜けた声に、白井はため息をついて、

「歴史の授業で習いましたわよ。的外れな理論に従って大規模な実験を繰くり返し、『どういう数値が出たら成功なのか、失敗なのか』すら分からないまま、手探りで国家予算を食い物にした、科学者達たちのブルジョワ遊びだとか何とか」

「ふうん。表向き、あれは超能力者を軍事利用しようってプロジェクトだったんだけどさ、ホントの所はどうだったのかね。俺おれにはどうも、もっと私的で感情的で主観的な動機があったんじゃないかなぁと思う訳。そう、なんていうか、『特別な人間』とか『選ばれた人間』とか、そういうものに憧あこがれる、すんごくチープな願望がさ」

　坂島は白井の髪に櫛を通し、次の一房を摘みながら言う。

　悔しいが、その感触は悪くない、と白しら井いは思う。

「……しかし、あれって何だったんだろうな？」

「何がですの？」

「いやだから、冷戦当時の超能力開発。実用段階の超能力研究に成功したのは、結局日本の学園都市だけだっただろ。なら、当時のアメリカやソビエトはどこから『超能力者のサンプル』を手に入れてきたんだろうな、って」

「成功ゼロじゃ税金を納めている国民に示しがつかないから、ハッタリかましていただけじゃありませんの？」

「でも、今でもたまに見るだろ。テレビとかで。未解決事件に挑む元エリート捜査官とか、そういうヤツ。全部が全部ハッタリとは思えないんだよ。少なくとも、『こういうものを目もく撃げきした』って証言がない限り、『じゃあそれを作ってみよう』って願望は持たないと思うからさ」

「……貴方あなた、中世の錬れん金きん術じゆつ詐さ欺ぎって知っています？　王侯貴族はみんな本物の錬金術を目撃したから錬金術はあるんだって信じたと思うんですの？」

「だー。残念ながら、俺は錬金術もＵＦＯもニュージャージーデビルも信じている人だ」

「……、」

　白井は呆あきれた顔になる。まさか、チェーン店のハンバーガーにはミミズの肉が使われているとか言い出したりしないだろうか。

「じゃあ何ですの？　冷戦時にアメリカやロシアへ学園都市の技術情報の一部が漏ろう洩えいしたとでも言うんですの」

「当時はソビエトな。いやぁ、それは無理だろ。学園都市の中と外じゃ科学技術が二、三〇年はズレている。仮に情報が丸ごと外に出たとしても、進んだ暗号を解く技術がないから、どうしようもない。そこから辿たどるのは難しいな」

　当時の『外』のスーパーコンピュータじゃ、さっきの携帯ゲームのソフトも動かせないんだぜ、と坂さか島しまは笑う。暗号を解くどころか、学園都市のディスクが目の前にどんと置いてあっても、読み込む事ができないと。

「じゃあ何だって言うんですのよ？」

「いやぁ、白井ちゃん。聞いた事ない？　『原石』の話」

「……、」

「ありゃま。不ふ機き嫌げんになっちゃう？」

「そりゃそうですのよ。電極や薬物を使って脳に刺激を与え、催眠暗示まで使って日々能力を研けん磨まさせているっていうのに、そんな話をされましてもね」

「人工のダイヤと天然のダイヤの違いにすぎないと思うけど」

　坂島はハサミを前髪の方へ移しつつ、

「ある一つの現象を人工的に成立させられる以上、自然界で何らかの要因が重なって実験施設と全く同じ環境が整えられた場合、人の手を借りなくとも同じ現象が起こる。ダイヤの例が気に食わないなら、スタンガンと落雷みたいな感じかな？」

「仮説ですわね」

　白しら井いは退屈そうに切り返した。

「わたくしはそういう例は見た事がありませんし、仮に実在したとしても、サンプル数は極きよく端たんに稀き少しようでしょう。それこそ、データ上では『誤差』とみなされ、集計結果上でゼロと表記されてしまうほどに」

「ふうん」

　坂さか島しまは目を細め、愉快そうに笑う。

　彼はふとハサミを止め、まるで白井を挑発するようにこう言った。

「でもさ、雷って結構頻ひん繁ぱんに落ちるものだと思うけど？」

「自分の頭の上に落ちる事は、極めて珍めずらしいですけれどね」
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　ふらりと寄ったミラノの街で。

　人身売買組織を丸ごと一つぶっ潰つぶしてきた。

「いや、それは分かったんだけど……」

　玄関の扉を開いた背の高い女、シルビアは、胡う乱ろんな瞳ひとみでその男を見つめた。

　より正確には、彼、オッレルスの背後を。

「その後ろにいるの、ナニ？」

「い、いや。あれだよ、こっちとしても組織の本拠地をぶっ潰して大満足の予定だったんだけどね、なんか奥の方からわらわらと子供達たちが出てきちゃって。あのまま放っておいても別の人間にさらわれるだけって危険もあったしね、つまり何が言いたいかって言うと」

「連れてきたの？」

「うっ」

「ハーメルンの笛吹きよろしく、一〇〇人近い子供達をゾロゾロ連れて帰ってきたって訳？」

　シルビアの質問に、オッレルスは答えられない。

　しばしの無言。

　そして、シルビアは一度ため息をつくと、玄関の扉を閉めた。

「おおう!!　待って待って!!　これがまさにベストの解答!!　何も今からこのアパートメントを俺おれ達の学校（全ぜん寮りよう制せい）に改装しようとは言いません!!　里親が見つかるまででよいのです!!」

「捨ててきなさい」

「大おお雑ざつ把ぱすぎる!!　そんな事できる訳ねーだろこの冷血女!!　動物嫌ぎらいのお母さんかアンタは！　困った時は手を差し伸べる、これすなわち世界の基本法則なのですよ!!」

「こんの、埃ほこりまみれの没落貴族が……ホントにそうなら誰だれも苦労はしないっつぅぅんだよォォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!」

　ドバーン!!　と玄関のドアが再び大きく開き、そしてドアの直ちよく撃げきを受けて香港ホンコン映画のように吹っ飛ばされるオッレルス。

　対して、シルビアは両手を腰に当ててプンスカ怒りながら、

「偉そうな事を言うのは勝手だけどね、具体的にどう養っていくつもりなんだ、ええ!?　できもしない約束ばっか口にしやがって、ちょっとこっち来い!!　ロープで全身を縛しばった上で犬小屋の屋根にまたがらせてやる!!　ボンヌドダームのシルビア様を怒らせるとどういう事になるか、その体に刻みつけてくれるわーっ!!」

「ひぃぎゃあああああああああああッ!?　家庭でできるカンタン三角木馬ぁーっ!?」

　と、そんな感じでアパートメント前方にあるちょっとした芝生の上でグイグイ股またを割られるオッレルスだったが、なんだかんだで一〇〇人近い子供達たちを放ったらかしにする訳にもいかず、とりあえずアパートメントのビルの中へ招いてしまうシルビア。

　と、シルビアと大勢の子供達が建物の中へ去った所で、玄関の側そばにある犬小屋の上に乗せられたまんまのオッレルスの元へ、子供の内の一人がトコトコと接近してきた。

　女の子は言う。

「恩返しがしたい」

「ふ、ふふふ。何もそういう見返りが欲しくて人助けした訳ではないのだよ」

　すると女の子は、犬小屋にまたがったままのオッレルスをじっと眺め、

「……そのままの方が良いの？」

「そういう訳ではない」

　木馬の上でキッパリと言い放つオッレルス。

「結局、それでは意味がないというだけだ」

「？」

「慕したってくれるのはありがたいがね。違うんだ。束そく縛ばくし、労働を強しいては人身売買組織と大して変わらないだろう。俺おれは別にそういうのは求めていない」

「でも、恩返しがしたい」

「もしも本気でそう思っているなら、いっぱしの幸福を自力で手に入れてみると良い」

　オッレルスは犬小屋に股を割られながら、至し極ごく真ま面じ目めな表情でそう言った。

「わざわざシルビアにどつかれてまで助けたんだから、幸せになってもらいたいと願うのは当然の事だ。逆に言えば、それ以外のものを求めるのは筋違いだろう」







　しかしまぁ、そんな事を言われた所で恩返しがしたいのだ。

　借りを作ったままではモヤモヤが取れないのだ。

　オッレルスが喜ぶ事をしっかり返すためには、まずオッレルスという人となりを知る必要がある。

　次に女の子がやってきたのは、シルビアの方だった。アパートメントの大家に頭を下げまくったり、一〇〇人分の料理ってどうやって調理すんだ？　っつか毛布とか寝る場所はどうすんだ……？　などと首をひねったりしていたシルビアは、女の子の質問に対してこう答えた。

「あいつは魔ま神じんになるはずだった男だよ」

「？」

「魔ま界かいの神って意味じゃなくて、魔ま術じゆつを極めた結果、神様の領域にまで足を突っ込んだ人間。そういう意味での魔ま神じんだ」

　シルビアの口調はゆっくりだった。

「数多くの魔ま道どう書しよの『原典オリジン』を閲覧するだけでもまともな人間なら死にかねないけど、あいつの場合、それ以上に問題だったのは魔神として振るう力があまりにも特殊過ぎたって事かな。必要な知識があっても、それを実用化するためのエネルギーがなければ意味がないからな。結局その辺は『北欧王座フリズスキヤルヴ』の論文を利用して、生命力を魔力に精製する過程で『特殊な力』に変換させる事で、かろうじて事なきを得たって所か」

　仮にごく普通の魔力だけで魔神の力を行使する者がいたら、そいつは正真正銘の怪物だな、とシルビアは呟つぶやいた。

　嚙かみ砕いて説明されたような印象はあるものの、実質的には何が何やらサッパリな女の子。そんな彼女の顔を見て、シルビアは息を吐はく。

「ようは、誰だれもが夢見る素す敵てきな職業みたいなもん。メジャーリーガーとかワールドカップの代表選手とか、そういう感じ」

「……、なるはずだったっていうのは？」

「そうだ。あの馬ば鹿か野郎」

　シルビアは口汚く吐き捨てた。

「……一万年に一度あるかないかの稀き少しようなチャンスだったのに。これを逃せば次はいつ来るか誰にも予想できないような状態だったのに。あいつ、何やったと思う？　もう人助けとかじゃないんだ。傷ついた子猫を助けるために、動物病院を探して街を駆け回っている内に、そのチャンスを棒に振っちまったのさ」

「……、」

「さっさと魔神になっちまえば良かったのに。半はん端ぱにしくじったおかげで、あいつは色々と厄やつ介かいな事に巻き込まれ続けている。……しかも、馬鹿なんだな。あるいは、感情的とでも言うべきか。あいつ、完かん璧ぺきじゃないんだよ。今でもたまにあの時の事を思い出して、夜遅くに一人ぼっちでめそめそしくしく泣いている事がある」

　ふう、とシルビアは息を吐いた。

　それから、彼女は続けた。

「ただな、あいつはこう言うんだよ」

「何を？」

「今でもずっと後悔しているし、同じ場面に遭そう遇ぐうしたら、次も同じ事ができるなんて保証はない。だけど、あの時は、本当にこれが一番正しい事だと思ったんだ、って」

「……、」

「まぁ、そういう事だ。基本的に馬鹿なんだな。で、その馬鹿を見ている内に、私も馬鹿みたいな考えであいつを守る羽目になった。おかげでイギリスに帰りもしないで、こんな所で半端に留とどまっちまってる」







　なんとか確保した一〇〇人分の毛布にくるまって子供達たちが寝静まると、疲れという巨大な塊かたまりに押し潰つぶされるような格好で、シルビアはテーブルに突っ伏した。そのまま呪のろいの言葉を吐はく。

「……アンタ、後で体中に漆うるしの恐怖を味わわせてやる」

「ひぃひ!?　三角木馬で股またを割られるのもアレだけど、痒かゆい地獄もそれはそれでキツいですよ!?」

「ま、近所の教会に預けるまでの辛抱か。……せいぜい一週間ぐらい？　毎日痒いと思うが、心を鍛きたえる良い機会ね」

「うわお!!　もしやこれは塗りっ放し!?」

「それよりも、やっぱり『符号』した訳？」

「ああ、まぁ、『リスト』の方と一致した。ほんの数人だけだったけど。やっぱりあの人身売買組織、大小様々な個性を持った人間を取り扱っていたらしい」

「……となると、証明された訳だ」

「そうだな」

　オッレルスはポツリと呟つぶやくと、うーんと大きく伸びをした。

「また忙しくなりそうだ」







　恩返しがしたい、と女の子は言った。

　しかし時間は待たなかった。

　魔ま神じんになるはずだった男はその日の内に街を出て、それから帰ってこない。







　第八章　くノ一は突然出現するもの　五月、第四金曜日







（……それにしても、駒こま場ばの野郎。俺おれに何かあったらお前がスキルアウトのリーダーだ、なんて何をシリアスに語ってやがったんだろ？）

　学園都市の不良少年、浜はま面づら仕し上あげがいつものように数本の針金を駆使してスポーツカーのドアの鍵かぎ穴あなと格かく闘とうしている最中だった。

「……浜面氏し」

　？　と、唐突に聞こえた女性の声に、浜面は作業の手を止めてあちこちを見回した。しかし、路上駐車してあるスポーツカーの近辺に人はいない。

　空耳かな、と浜面は改めてカチャカチャと針金を動かし始めたのだが、

「……浜面氏」

　ナニ!?　なんか変な泉の精せい霊れいでもいんのか!?　その辺のマンホールからドバーッと水が溢あふれ返り、あなたが落としたのは金のスポーツカーですか、それとも銀のスポーツカーですか、そんな無む茶ちやな展開でも待ってんじゃねえだろうな!?　とわなわなしている浜面だったが、

「浜面氏!!」

　唐突に、スポーツカーの真下から、整備工のようにニュッと出てくる謎なぞの人影。

「ふっ、ふわぅ!?　俺が落としたのは普通のスポーツカーです!!　ハッ、しまった!?　そもそも何も落としてねえから結局正直者じゃねえ!!」

「？」

　首を傾かしげながら、それでもズルゥーっと這はい出て来る謎の影。

　女の子だ。

　一応浴衣ゆかたを着ている女の子なのだが、大和やまと撫子なでしこ的な雰ふん囲い気きはゼロ。とりあえず黒髪なのだが前髪の辺りにチョコチョコ茶色いものが加えられ、ビーズのついた色とりどりのかんざし付きで、両手の爪つめにはギラッギラのネイルアート。片方の腕にはレースの手袋もはめてあった。足は下げ駄たというよりは思いっきりサンダルの一種で、細いストラップが膝ひざの辺りまで伸びているヤツである。何だか、片足の足首だけ金属製の足あし枷かせみたいなものまでくっついている。

　……というか、そもそも着ている浴衣自体、その道の頑固オヤジ系職人が見たら泡を吹きそうな真っ黄色のミニ浴衣。眩まばゆいフトモモはバッチリ露ろ出しゆつ済み、何な故ぜか左腕だけがノースリーブのように肩まで肌が見えている。幅広の帯は何故か透明の素材で、浴衣のお腹なかの部分もそれに合わせてあるのか、浴衣のくせにおへそがバッチリ露出している。その帯の上から細い革ベルトが二本も巻きつけてあり、挙げ句の果てにやたら長い鎖くさりまでデコレーションに使われている。

　ただでさえちゃらちゃらしているワゴンセールの不良少年・浜はま面づら仕し上あげから見ても、もうちゃらちゃらしていてどうしようもない感じなのだが、こういうのに限って浴衣ゆかたに使われている反物たんものが意外に上質で、それが余計にもったいない。

（……この格好にムカついてるって事は、意外に残ってるもんだなー俺おれの和のココロ）

　オリンピックかワールドカップの時ぐらいにしか表に出てこないと思っていた例のアレが、こんなネガティブな所で発揮されて驚おどろく浜面。

　しかし今は変な郷土愛に目覚めている場合ではない。

「郭くるわちゃんだっけ？　半はん蔵ぞうのヤツなら俺も見てないけど」

「くう、先手を打たれた。しかし浜面氏でも知らないという事は、半蔵様はいずこへ……？」

「……、」

　格好どころか言動までおかしい少女だが、

（まぁ、胸がデカけりゃ何でも良いか）

　……そうではなく、実は浜面、この郭という少女の事をほとんど何も知らない。どうやら随ずい分ぶん前から悪友・半蔵の側そばをウロチョロしているらしく、つい最近、ほんの一週間ぐらい前に、隠れ家のガレージで半蔵と一いつ緒しよに盗んできた金庫の扉をこじ開けている所で、半蔵目当ての郭と偶然出会っただけなのだ。

　どうやら半蔵の方は郭を避けているらしく、半蔵が行方をくらませるたびに、郭はこうして浜面やもう一人の悪友、駒こま場ば利り徳とくの方へ訪ねてきたりする。

（半蔵のヤツめ。こんなに胸はデカいのになぁ）

　薄うすい夏物の浴衣の上からぐぐっと盛り上がっている部分を眺めて、ふむぅと唸うなっている浜面。しかし、郭のあまりにも改造されまくった浴衣を見ていると、もう着物の一種というよりくノ一かなんかの格好に思えなくもない。

　と、そこで浜面は『ん？』と思った。

　くノ一。

　女忍者。

　忍者に追われている半蔵。

　半蔵。

「あっはっは。服部はつとり半蔵、なんちゃってー」

　思わず呟つぶやいてから、ないない、バッカじゃねえのハットリハンゾーって、と浜面は改めてスポーツカーに再挑戦しようと考えたのだが、




「けっ、けけけけけっけけ消さっ、浜面氏を消さないとォォおおおおおっ!?」




「ぐえっぶ!?　極めて分かりやすい伏線である上に忍者と言うにはあまりにもドン臭くさそうなこの反応!!　そっ、そうなのか？　半はん蔵ぞうのヤツ、もしや現代まで生き残った近未来的SHINOBIソルジャーの末まつ裔えいだったりすんのか!?」

　あわわあわあわとうろたえている郭くるわを見ていると、どうもそういう方向らしい。……っていうか、何だ忍者の末裔って。良く分からんニンポーとか使ったりするんじゃねえだろうな、と浜はま面づらは得え体たいの知れないイメージを思い浮かべるが、

「あれ？　でも何で半蔵のヤツはくノ一に追われてるんだ？」

「うっ!?」

「半蔵がハットリ家の人間だとしたら、郭ちゃんってどこの所属なの？」

「ううっ!?」

「服部はつとり半蔵って、なんかワードだけ聞くとウルトラ重要人物って感じだもんなぁ。あれだ、忍びの一派を巡る陰いん謀ぼうとかなんとかあって、半蔵はこれからミラクルバトルに突入するって寸法だな!!」

　パチーン、と指を鳴らして、思いっきり他ひ人と事ごとライクに友人の危機を想像する浜面。

　ところが郭は全身からダラダラと汗を流しながら、どこかおぼつかない瞳ひとみで、

「……そこまで知られた以上は、やはり生きては帰さん……ッ!!」

「うそーっ!!　安いなアンタらの世界の陰謀!!」

　頭を抱える浜面だったが、郭は割と本気で切せつ羽ぱ詰つまっているようだ。スポーツカーは諦あきらめてダッシュで逃げるかな、と思っていると、郭は浴衣ゆかたの右腕───左と違って、指先だけがチョコンと出るほど長い袖そでの中から、何やら黒い金属の塊かたまりを取り出した。

　くノ一少女、郭が自信満々に語る所によると、

「じゃーん、拳けん銃じゆうだ!!　浜面氏、お覚悟をォおおおおおおおおおおおおおおお!!」

「ええー……？」

「なっ、何だそのやる気のない反応!?　今は真ま面じ目めな場面!!　ほらほら、心の扉を閉めていないで！　もっとこっち、こっち来る!!」

「だって、その、忍者なのに、良いのかよ……。拳銃とか、そういうの」

　途方もないガッカリ感に襲おそわれている浜面を見て、ちょっと罪悪感のようなものが芽生えてきたのか、現代のくノ一少女・郭は慌てて解説に入る。

「忍びというものは、常に最新の装備で身を固めていたんだ！　だからセーフ!!　戦国から江戸の世まで支えた歴戦の忍び達たちだって、杖つえや印いん篭ろうにカムフラージュした火ひ縄なわ銃じゆうを用意したりしたんだ!!　だからセェェェーッフ!!」

「そうじゃねえんだよ。聞きたくねえんだよ、歴史の上ではどうだったとか、そういうウンチクなんて。人の夢を壊こわすんじゃねえ!!　俺おれはボワンと煙が出ていっぱい分身したりするのが見たいんだ!!　もううんざりだよ！　そうだよ!!　勝手に変な思い込みしていた俺の方が間抜けだったんだ!!　ちょっと土手まで行って泣いてくる!!」

「まっ、待って！　待ってください!!　うああ、そんなに哀かなしそうな目で走り去ろうとしないで!!」

　離り婚こん直前の夫とすがりつく嫁みたいな感じになる浜はま面づらと郭くるわ。チッ、今のノリと勢いで立ち去ってしまおうと思っていたのに、と浜面は内心だけで舌打ちする。

　郭の方は、そういう黒い浜面に気づいていないらしく、もう当初の目的である半はん蔵ぞうの事などすっかり忘れているようで、

「わっ、わわわ分かった！　見せます！　おーっし、お姉さん今から見せちゃうぞー忍法!!」

「……ええー？　またテキトーな事ばっか言って」

「本当だってばっ!!　ガチです、ガチ忍術!!　い、いやぁ、浜面氏はラッキーだなぁ、こんなチャンスはなかなかやってくるものじゃないっていうのに!!」

　追い詰められた者特有の、半笑い＋ちょっと涙目という顔の郭。え、マジで見れるのニンポー？　とちょっと興味をそそられた浜面、ちょいちょいと手招きする郭に誘さそわれ、そのままふらふらと路地裏へ入っていく。

「む、やっぱ秘密の忍法。大っぴらにはいかねえのか？」

「それもあるけど、その、恥ずかしいし」

「は？」

　しゅりしゅり、という布の擦すれるような音。

　その先で展開されたのは……、

「え、ちょ、待っ!?　ナニ、何してんのお前!?」

「いえその、だって浜はま面づら氏しがくノ一の技を見せろって言うから」
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「そういう見せるじゃねえよ!!　でも、だって、見えちゃうよ？　馬ば鹿か、ホントに見えるって!?　ぐわぁもう!!　もうお父さんは許しません！　そんなに腰をひねったらお前、一体何をどうする気だ!?」

「どうすると言われれば、この辺を、こう、こういう風にして……」

「ふあああっ!?　だっ、これっ、これェェェ!!　その角度で来ちゃう!?　もう見えるとか見えないとか、げぶるっちゃ、ふわ、ふわぁぁぁぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああッ!?」

「えい、隙すきあり☆」

　ん？　と浜面が思った時には手遅れ。

　ゴスン!!　という鈍い音と共に、浜面仕し上あげが地面に倒れる。







　第九章　電子に現世の関係性は不要　六月、第二金曜日







（あそこには、『守護神ゴールキーパー』がいる。それが、ボクの戦う理由だ）

　工く山やま規き範はんはハッカーである。

　一時期フィクションの中で語られたハッカーとクラッカーの違いとか、そういうものをあんまり気にしないタイプのハッカーである。もっと簡単に言ってしまえばネット犯罪者だろうか。工山が初めてコンピュータに触れたのは小学校低学年の頃ころ。たまたま適当ランダムにキーを叩たたいていたら偶然に教職員用のパスワードロックを解いてしまい、それ以降システムの穴に興味を持つ。そこから色々調べていく内に、高校生になる頃には妙な肩書きを得ていたという訳だ。

（この辺かな）

　工山は無線ＬＡＮスポットを備えたごく一般的なオープンカフェの一角に腰を掛ける。『相手』に追跡されるようなヘマをする気はないし、されたとしても発信元を詐称しているので十じつ中ちゆう八はつ九く問題にはならないのだが、どうしても自宅で『戦う』気にはなれない。

　彼は笑顔で近づいてきたウェイトレスに適当な注文を出しながら、一台のノートパソコンを取り出す。これが工山の『武器』だ。外面はメーカー製の安物だが、中身は基盤から入れ替えた全くの別物。というのも、学園都市のコンピュータはＤからＳまでの端たん末まつ用セキュリティランクと製造番号のようなものが刻まれていて、どんなに発信元を詐称しても、ＬＳＩに直接埋め込まれたこの番号をどうにかしないと身元を特定される危険が跳ね上がるからだ。

（柄にもなく緊きん張ちようしているな）

　本体に内蔵されているものとは別に、通信用のカードをスロットに差し込みながら、工山は思う。

（無理もないか。ボクはこれから、あの『守護神ゴールキーパー』のシステムを破るんだから）

　それは情報というより、都市伝説のようなものだった。

　学園都市の治安を守る者の中に、凄すご腕うでのハッカーがいる。彼、あるいは彼女の実力は飛び抜けていて、その知識と技術をフルに駆使して作られたセキュリティの強度も学園都市十指に入るらしい。しかし統括理事会はその実力を信じておらず、公的なシステムに導入される事はなかった。おかげで、そのハッカーの所属する小さな詰め所だけが、学園都市全域の情報を管理する『書庫バンク』よりも数段強固な防壁を築いているという、奇妙な状況を作っているらしい。

　冗談だと思っていた。

　顔も名前も分からない連中が作るのがハッカーの世界だ。世間を煽あおったり、あるいは自分を大きく見せるために、根も葉もない情報が横行するのはいつもの事なのだから。

　しかし、曖あい昧まいな噂うわさは、確たる情報を持って来た。

　ここ一週間で知り合いのハッカーが数人逮捕されたのだ。そう、『とあるシステム』へ侵入を試みようとした連中ばかりが、きっちり揃そろって。

　実際に会った事はないヤツばかりだが、その実力ぐらいは認識している。一いつ緒しよにオンラインゲームのステータスの不正改造方法について論議チヤツトした事があったからだ。彼らの手て際ぎわから考えれば、単なる警備員アンチスキルや風紀委員ジヤツジメントの詰め所程度のシステムでヘマをするとも思えなかった。

　何かがある。

　いや、おそらくそこに『守護神ゴールキーパー』はいる。

（別に盗みたい情報があるって訳じゃない。その『守護神ゴールキーパー』とやらが気に入らないっていう訳でもない）

　学園都市の条例では、電子情報に対する不正行為は二〇年以下の懲ちよう役えきもしくは五千万円以下の罰ばつ金きん。何の意味もなく踏ふみ込むには、決して少なくないリスクだが、

（ただ、ボクのマスターキーは万能でなければならない。開かない扉が一つでもある時点で、マスターキーは単なるゴミになってしまうんだ）

　負けず嫌ぎらいというよりは、不当に張られたレッテルを剝はがすような行為。

　自由を求め、それが少しでも妨さまたげられる事は許さない。

　利益を求めぬハッカー、工く山やま規き範はんを動かすものは、それだ。







　工山が最初に行うのは、得え体たいの知れない方法でＩＤを詐称する事でも、ものすごい速さでキーを叩たたいてパスワードロックを解除する事でもない。

　いわゆる、ショートカットキーの割り当てだ。

（今日はコンディション３で行くかな。４とか１とかでも良いかもしれない）

　手持ちのハッキング用プログラムの一覧を参照して、自分の取り扱うプログラムを選択。後はキーボード上の余ったキーにそれらを一斉に配置し、キー一つで好みのプログラムを起動できる状態にしておく。

　工山がやっているのは、オンラインゲームで『回復して』とか『一度退ひくよ』とか、良く使う会話パターンをあらかじめ記録させておいて、対応したボタンを数回叩くだけで会話を成立させるようなものだ。一から一〇まで根気良く手打ちで頑張る、というのは労力の無む駄だだし、何より素早い対応ができなくなってしまう。

　欠点と言えば、あらかじめ配置しておいたコマンド以外は、手打ちにモードを切り替えて頑張るしかない事。これはほとんど『使えない』と認識しておくべきだ。なので、侵入先のレベル、侵入先でやるべき事などを考こう慮りよし、最も効率的なキー配置を組み立てる必要がある。

（何しろ相手は実力未知数の『守護神ゴールキーパー』。となると煙けむに巻く構図の方が無難か。慎重すぎるのはビビっているようにも見えるけど、それぐらい敬意を払うべき敵としておこうかな）

　敵を想おもい、限られた手札を配置するこの瞬しゆん間かんが、工く山やまは好きだ。あるいはシステムを突破した後よりも。何か、ネットの向こうにいる見えない何者かと繫つながった気になれるのだ。

　……と、そんな特殊な愉悦を払うように、近くのテーブルでガタンと音がした。工山がそちらを見ると、なんか緑色のジャージを着た胸のデカい女が腰を下ろした所だった。

「ぶひー。ああレポート書くの面倒臭くせぇ。ヘイそこのウェイトレスねーちやん、ここって無線ＬＡＮ使える？　いちいち学校まで戻って提出すんのヤダじゃんよー」

（……何だありゃ）

　無線ＬＡＮが使えるかどうかなんて、店の入り口に書いてあったはずだ。というか、どこで信号を拾われるか分からない無線ＬＡＮを使って公式の報告書を提出しようという事自体、ハッカーの工山には信じられない選択だ。工山のように、『拾われない対策』を講じているようにも見えない。

（素人しろうとが）

　コンピュータ好きに限らず、あらゆるジャンルの趣しゆ味み人じんにありがちな『分かっていない人』に対する侮ぶ蔑べつを込めて心の中で吐はき捨て、工山は己の行為に没頭していく。







　ショートカットキーをあらかた配置すると、工山はいよいよ犯罪行為に手を染める。

　と言っても、別にハッカーは超人ではない。彼がやっているのは、開発者用の少々特殊なプログラムを通して、普通に検索エンジンでインターネット上にあるホームページを探しているだけだ。

　ノートパソコンのモニタには中央に『普通のインターネット画面ブラウザ』が立ち上がっており、その周辺に複数の『変な数字や記号がいっぱいスクロールしているウィンドウ』がある。ようは、表面には見えない情報を表に持って来ているだけで、これ自体も実はコンピュータ上では普通に処理されている事柄にすぎない。

　ハッカーとそうでない人の有無は、知識の差だと工山は思う。

　表には出ていない情報を、いかに多く認識しているか。金魚すくいの得意な人は、コツを知っている。ハッカーなどそんなものだ。

　繰くり返すが、ハッカーは超人ではない。

　本来ならば、普通のパソコンの裏側で行われている処理を表に持って来ているだけだ。

（さてと。行きますか）

『守護神ゴールキーパー』が管理する目的のシステムは見つかった。

　当然ながら一般人が閲覧できるようには作られていないが、警備員アンチスキルや風紀委員ジヤツジメントが情報交換するための窓口は用意されている。工山はそこを伝ってシステム内部へ潜もぐり込む。

　アクセスした途と端たんに、数字や記号をスクロールさせていたウィンドウに変化があった。いくつかの文字列が赤く色分けされ、警告の記号が複数表示される。

（へえ、『リンク飛ばし』か!!）

　あるホームページに入った者を、問答無用で別のホームページへ移動させてしまうシステムだ。大抵の場合、移動先のページは『閲覧するとウィルスに感染する』とかいう極ごく悪あくなものが多い。

　おそらくこの場合、移動先は『個人情報を抜き取り特定する』ものだろう。警備員アンチスキルや風紀委員ジヤツジメントの規定上、過度の個人情報取得システムを組み込めないため、わざわざ一度『組織の外』に侵入者を飛ばしてから料理しようという魂こん胆たんだ。

　今回はこちらの感知が上回った。

『守護神ゴールキーパー』の地雷にかかる前に気づき、迂う回かいしながらも、工く山やまは笑う。

　こいつは守る者の構成じゃない。リンク飛ばしに極悪な移動先。使っている『武器』の本来の用途を考えれば分かる通り、明らかにハッカーとして攻こう撃げきする側の構成だ。

　システムを見れば人格が読める。

　少々穿うがった方法で芸術を楽しむように、工山規き範はんの気分は高揚していく。







　と、ここでまた水を差された。

「あったあった！　ここですここ!!」

　耳をつんざくような少女の声だった。工山が鬱うつ陶とうしそうにそちらを見れば、報告書を書いている途中で飽きてダウンした緑ジャージの向こうのテーブルに、中学生ぐらいの少女がいた。なんか、頭に大量の花飾りをつけているのが妙に視界をチラつかせる。どうやら携帯ゲーム機の通信モードで遊んでいるらしく、

「はぁあー。ようやく速度が安定しました。……って何か知らない内に大変な事に!?」

　ガチャガチャガチャ、とボタンを潰つぶしそうな勢いで押しまくる少女。外で『攻撃』している時には浸れないのが難点だな、と工山は適当に考えて、意識をパソコンのモニタへ向ける。







　その後もいろんなトラップがあった。

　システムを突破したと見せかけるもの、延々と同じコマンドをループさせるもの、絶対に読めない形式のファイルを強引に開かせてエラーを誘ゆう発はつさせるもの。工山の読み通り、どれもこれもハッカー側の攻撃方法だらけで、本職の彼ですら『そういう使い方もあったのか』と舌を巻くような事も多かった。

　だが、今の所は一発も引っ掛かっていない。それらを喰らう前に危険な文字列が色分けマーカーされ、工く山やまは迂う回かいしながらもさらに深く切り込んでいく。

（勝ったかな）

　そう思った時だった。

　唐突に画面の端はしに小さなウィンドウが現れた。『回線が切断されました』というそっけない文字。工山は訝いぶかしむが、無線ＬＡＮの電波状況に問題はない。『守護神ゴールキーパー』のシステム側が、何らかの理由で電源を落としたのだ。

（気づかれたか!?）

　工山はいくつかのウィンドウに目をやったが、幸い、こちらの情報が特定された様子はない。おそらく『何者かの侵入はあった』事は分かったが、それが『具体的に何者か』である所までは摑つかめなかったのだろう。それで、これ以上泳がせるのは危険だと判断して強制的に電源を落としたのだ。

　念のためにいくつかの『回り道』を施ほどこし、自分の痕こん跡せきを残さないように気を配りつつも、工山の表情に深刻な色はない。

（良いタイミングだった。とりあえず、ここは引き分けといった所かな）

　こちらがあくまでも電子的な方法に終始したのに対し、『守護神ゴールキーパー』は電源を切るなどという物理的で強引な手段に出るしかなかった。つまりハックの技術では勝っていたのだ。マスターキーの性能はほぼ証明されたも同然だ。

　その時だった。

　ふと彼は気づいたのだ。

　先ほどの『回線が切断されました』という簡単なメッセージ。これは工山のパソコンで起きるのと同時に、『守護神ゴールキーパー』のシステムでも表示されたはずだ。糸電話を結ぶ一本の糸を切れば、両方とも聞こえなくなるのだから。

　となると、同年同月同日同時同分同秒で全く同じ事が起こった訳だ。




　それは……『守護神ゴールキーパー』のシステムに残るメッセージ表示日時を参考にして調べられたら、一発でヒットしてしまうという事ではないか？




「……ッ!?」

　工山の顔一面に冷や汗が噴き出す。

（い、いや、発信元を詐称するプログラムは組み込み済みだ。すぐにここが分かるはず……ッ!!）

　そう思ったが、店の防犯カメラや路上を走る警備ロボットなど複数のレンズが、まるで狙そ撃げき銃じゆうのように工山へ正確に狙ねらいを定めていた。極めつけに、工山の肩に何者かの手が乗った。振り返るまでもない。この街の治安を守る警備員アンチスキルのものだ。

「電子情報不正操作防止条例違反だ。これは任意同行じゃない。分かっているな」

　その太い声を、しかし工く山やまは聞いていなかった。

　それどころではなかった。

（待てよ。通信が切れてから、まだ三分も経たっていない。いくら発信元を特定できたからと言って、すぐに警備員アンチスキルが駆けつけられる訳じゃない。という事は……）

　もっと早くから、この場所は気づかれていたという事か。

　だとすれば、いつ？　どこで？　何が原因で？

　と、そこでガタンという音が聞こえた。工山がそちらを見ると、携帯ゲーム機をいじっていた少女が立ち上がった所だった。頭に花飾りをつけた少女は伝票を持ってレジへ向かうと、こんな事を言った。

「うーんと、領収証をお願いします。ええ、風紀委員ジヤツジメントの初うい春はる飾かざ利りで」

　ゲームで遊んでいただけで領収証ときた。しかし工山の表情が苦痛を受けたように歪ゆがむ。彼女の手にしているものに気づいたからだ。

（ま、さか……）

　通信機能のついた携帯ゲーム機。

　無線ＬＡＮを利用できるのだから、ネット上でプログラムを走らせる事もできる。

　だが、

　実際問題。本当に、あんなもので、ハック専用に組んだ工山のシステムと戦えるのか。

（そういえば、あいつがここに来た時、ようやく速度が安定したとか、知らない間に大変な事にとか叫んでいたが、あれはもしかすると……）

「おい……おい、アンタ!!」

　思わず工山は少女の背中へ近づこうとしたが、逃亡すると勘違いされたのか、警備員アンチスキルに組み伏せられた。工山は地面に潰つぶされながら、それでも少女の背中を睨にらみつける。彼女は振り返らない。たった一度も。

　その花飾りの少女が『守護神ゴールキーパー』であるという確証はない。

　案外、本物は回線の向こうでほくそ笑んでいるのかもしれない。『守護神ゴールキーパー』は少女の知り合いで、単に陰ながら応援しているだけかもしれない。

　しかし、

　問題なのは、少女そのものではない。

　目の前にいながら実体が摑つかめず、揺らぐように垣かい間ま見える『守護神ゴールキーパー』の影。

　その限りなく黒に近いグレーのまま、尻尾しつぽを摑ませずに踊る背中そのものが───。

「ハッカーだ……」

　後ろ手に手て錠じようをはめられながら、工山規き範はんは呻うめくように呟つぶやいた。

「本物の、ハッカーだ」







　第一〇章　一夜の誘いは乗るか蹴るか　七月、第一金曜日







　夏のロンドンってばフェーンだかエルニーニョだかで熱気と湿気がすごくて蒸し暑くてぶっちゃけこの熱帯夜はマジ死にそう。

「……その言葉遣いは何とかならないものかな、田た中なか君」

「そうは言われても暑ちぃですよ鬼アツ」

　とりあえずピアスだけは外してきましたという感じの新入社員の言葉を聞いて、上かみ条じよう刀とう夜やはげんなりとした。

「大体、一仕事終わったから吞のみに行こうと言い出したのは君だろうが」

「だからさっきから色々回ってるじゃないすか女の子のいる店それを上条さんが片っ端ぱしからここはダメだそこもダメだと駄だ々だをこねるから」

「……私が既婚者である事を考こう慮りよしていないだろう？　もしくは仲を引き裂きたくてたまらないんだろうこの独身者め」

「けっ。ちゃっかり通りの角で金髪ウェーブの女学生とぶつかったり盲目のシスターさんと手を繫つないで道案内したり転んだ拍子に縦ロールの胸にダイブした男が何言ってんすか。ていうか昨日の女の子は何だったんすか？　七月っつってもあんな薄うす着ぎはねっすよ」

「いやあの子はなんか駅の近くをウロウロしていてね。迷子かと思って声をかけたんだが何だったんだろうなぁワケありなのかなぁ」

　刀夜はぶつぶつ言い始めたが、田中は聞いていない。基本的に刀夜の話は独身者が聞いてもイラつくだけである。どうしてこんなヤツがあんな若くて美人の嫁さんをもらったのだ。

「暑っちぃから吞まなきゃやってらんねーのに、店を探しているだけで暑っつくなるんじゃどうにもならねっすよ」

「もうどこでも良いから目についた店に入らないか」

「最低限、座って吞めるトコがいっすね」

　という極めてアバウトな方針を固めた二人だったが、夢遊病のように入ったお店には、意外に美お味いしい黒い色の地ビールが。小魚のフライと一いつ緒しよにぐびぐびもりもり飲んだり食べたりしていると、いつの間にか知らない酔っ払いが一人追加されていた。

「だからさー。地球のために木を切らないでくださいって言われたってさー、木を切らなきゃお給料もらえなくて家族を守れないのよ。そんな人達たちにいきなり性善説のエコトークした所で聞いてくれるかっての。人間を動かすのは欲！　欲なのよ！　つまりだね、環境を守るためには、木を切らなくても家族を守れる仕組みを作らなきゃなんないのよ馬ば鹿か野郎!!」

「……ええと、誰だれでしたっけ？」

「ん??　御み坂さかだよ、御坂旅たび掛がけ。やっぱりフライはアジだな。子供のアジをいっぱい獲とっちゃうのはちょっと気が引けるけど、でもやっぱりうめー」

　自己紹介しながら、人の頼たのんだ小魚のフライへ勝手にフォークを伸ばす御坂さん。見た目は黒塗りの高級車が似合いそうなダンディ紳士なのだが、どうも地ビールのアルコールにやられてべろんべろんになっているようだ。

「大体さ、木を切れ木を切れって大声で叫んでる木造住宅ラブの日本人がだよ、アマゾンの業者に対してアナタタチハマチガッテルＹＯ！　なーんてどの口で言ってやがんだバーカ！　何が地球温暖化への警けい鐘しようだ、テメェの家のエアコンを切らないどころか温度設定も変えないような奴やつ等らが善人ぶりやがって！　悔しかったら木を育てる事でみんなを守れる制度を作ってみろっていうんだちくしょーう!!」

「ちょ、ちょ、上かみ条じよう先輩、この酒臭くさいヒト一体何なんすか？」

「……ところでお宅ら、なんのお仕事してんの？」

「いやオレ達たちは親会社に対する買収なんかを防止する対策室に勤めていて」

「あ、ナニ？　シャチョーさん!?　おいおいちょっと待て、俺おれは世界に足りないものを示す人でな。今ちょっとアマゾンが熱いんだけど俺の話を聞いてかないかなぁなぁ？」

　そんな感じでぎゃーぎゃー騒さわいでいると、奥の方のテーブルからため息が聞こえてきた。騒ぎすぎたかな、と刀とう夜やがそっちを見ると、何やらぴっちりしたスーツを着た金髪碧へき眼がんのレディが。本人にそのつもりがあるのかどうかは不明だが、薄うす暗ぐらい照明の下で一人きりで吞のんでいる姿といい、物もの憂うげな表情といい、なんかそこはかとなく桃色なオーラが漂ってきそうな人だった。
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　と、今まで御み坂さかさんに絡からまれていた田た中なかが、バキーンと背筋を伸ばして反応。

　まずいいつもの癖くせだ、と刀夜が思う前に、田中がこう言った。

「ちょっと声をかけてきます！　かけてきますったらかけてきます!!」

「やめなよ二秒で玉砕するよ」

　はっはっは、と笑っていた刀夜だったが、ふと御坂さんがこんな事を言った。

「いや、あのねーちゃんなら大だい丈じよう夫ぶだよ」

「？」

　刀夜が不思議そうに御坂さんの顔を見ると、彼はつまらなさそうな表情で、




「だってあれ、娼婦っぽいし」




　ばぶーっ!!　というとんでもない効果音と共に刀夜と田中が同時に吹き出した。刀夜はポケットから取り出したハンカチで突然顔に出てきた変な汗を拭ぬぐいつつ、

「い、いや、それは大丈夫なのかね駄だ目めなんじゃないのかね法律とか全くけしからん！」

「だってここ日本じゃないし」

　言われてみればその通りだった。

　と、そこで田中が紳士的な顔つきになると、何やら胸の内で決意を固め、それからすっくと立ち上がった。

「勝った」

「何にだ!?」

「ふふ、上かみ条じようさん。既婚者のアンタはここで動けまい！　だが独身で彼女ナシの俺おれなら違う!!　ここは俺の完全勝利って事っすよ!!　ははは気持ち良いなぁいつも若くて美人な奥さん見せつけられている分は全部ここで取り返してやるーっ!!」

　そんな事を叫びながら店の奥のテーブルへとダッシュする新入社員の田中君。近づいてきた東洋人に胡う乱ろんな瞳ひとみを向けた妙齢の美女に対し、彼は前置きどころか挨あい拶さつもなしに、いきなり直球でこう尋ねた。




「今ハ夜ウいマくツらチ!?」




　その瞬しゆん間かん、金髪碧眼のナイスバディは椅い子すに座ったままグーを作ると、それを思い切り真横へ突き出した。ズドン!!　という鈍い音と共に、ちょうど田た中なかの股こ間かんにめり込む鉄てつ拳けん。今日の田中君はくの字のちダウンするでしょう。思わず顔を覆おおった刀とう夜やと御み坂さかさんの元へ、田中は歩く事もできず床を這はいずり戻ってきた。

　そして田中はこう叫んだ。

「たっ、ただのＯＬじゃねえかこの酔っ払い!!」

「あれー？　おっかしいなぁ、絶対に娼婦だと思ったんだけどなぁ」

　御坂さんが吞のん気きに言うと、妙齢の美女はこっちをキッと睨にらんできた。どうやら日本語が通じるらしい。何な故ぜか刀夜がペコペコ頭を下げる事に。

　肝を冷やした刀夜は、追加のビールを喉のどに通してごまかしながら、

「大体だね、私達たちみたいな平凡な企業戦士がそんな冒険をしようと思っちゃダメなんだよ」

「そんなモンすかねー」

「ロンドンなんて洒落しやれた街の片隅にある場末の酒場で娼婦に声をかけようなんてさ、もう見るからにキケンがいっぱいじゃないか。漫画に出てくるトラブル主人公だって、そんなロープ切れかけの吊つり橋には向かわないって」

「おっ、そーだ。あんた達は『原石』って知ってる？　なんか学園都市とは違う方式のさー」

　酔っ払った御坂さんが何か言っていたが、刀夜は取り合わない。

「だからどっかのトラブル体質みたいに変な事には首を突っ込まない事。慣れない事をやっても事件を招くだけだって。さもないと、あれだよ。なんか普通では考えられないようなトラブルに巻き込まれたりするんだよ。……ウチの息子を見てごらん。笑い話にならないのが怖いんだから」

「でもねーほら出会いがねー求めるとねーやっぱり冒険しないとねー」

「だからってギャンブルする必要ないって。若いんだろう。平凡な出会いにしときなさいって」

「平凡な出会いってなんすかもー美女と出会うのがすでに平凡じゃねっすよやっぱアンタはどうかしてんじゃないすかおのれ殴りたい」

　あははあははと笑っていると、不意に刀夜の袖そでがちょいちょいと引かれた。ん？　と刀夜がそちらを見ると、そこには妙に薄うす着ぎな、一〇代後半ぐらいの少女が立っていた。彼女は何も言わない。ただ刀夜の目をじっと見ている。

「誰だれすか？」

「ほら昨日会っただろう君いなかったっけ駅の辺りでウロウロしてて迷子になってるのかなって声を、かけたん、だけ、ど……」

　言いかけた刀夜の言葉が、途中で消える。

　彼はその少女の妙に色っぽい顔つきも、薄い布地からくっきりと浮かび上がる女性らしいボディラインも見ていない。彼の視線は、ただ謎なぞの女性の右手の辺りに向けられているだけだ。

　細い手首にはキラリと光るものがある。

　そこにあるのは腕時計でもブレスレットでもない。

　手て錠じよう。

　そしていかにも頑丈そうなアタッシュケース。手錠のもう片方はその取っ手に接続済み。

「おっ」

　しばらく置いてきぼりだった御み坂さかさんが、ふと指を差してこう言った。

　極めつけに。




「珍めずらしいな。『原石』じゃん」




　いきなり放たれた不ふ穏おんな謎なぞワード。

　嫌いやな予感がしたと同時に、ドバン!!　と店のドアが蹴け破やぶられた。

　そこから現れる謎の黒服集団。

　しかし最も危険だったのは彼らではない。




　キュガッ!!　と。

　何だかとんでもない音と共に、一いち撃げきで黒服集団を薙なぎ払った女の子の方だ。




「危険域に巻き込まれた者よ」

　一〇代後半の少女は振り返らず、静かに語る。

「厄やつ介かいな問題に関かかわってしまったようだが、もう大だい丈じよう夫ぶ。私がそなたの命を保証する」

　そんな事をいちいち聞いている上かみ条じよう刀とう夜やではない。

　マッハで店の裏口から消える刀夜。こちとら経営戦略一つで南米の紛争地域にも出張ひとっ飛びというグローバルな企業戦士。その生存本能をなめるでないわ。そしてきっちりちゃっかり彼と一いつ緒しよに逃げていた新入社員の田た中なか君と大声で罵ののしり合う。

「ほらなーっ!!　私の言った通りじゃないか！　私達たちみたいな平凡な企業戦士が変な背伸びとかしちゃダメなんだよ！　こういう普通じゃない事を呼び込むから!!　だからキケンがいっぱいだと言ったんだ!!」

「でも最終的にトラブル運んできたのは上条さんすよね!?　だからこの人ヤバいと思ったんだ！　行く先々で一体どれだけ美お味いしいトラブルに巻き込まれてんだ奥さん泣くぞ!!」

「実はあの女の子は無関係で、君が声をかけたＯＬが謎組織のボスの愛娘まなむすめだったとかいう説はどうだろうか？」

「だとすれば話の持っていき方次第では素す敵てきなラブコメになりそうすけど、ほら。きっちりあの子ついてきてますよ」

「ちくしょう元凶確定!?」

　後ろを見れば手て錠じよう＆アタッシュケースの謎なぞ少女。

　彼ら企業戦士はこれからとんでもないトラブルにさんざん翻ほん弄ろうされた挙げ句、最終的には無人で空を飛ぶセスナ機を爆破して死んだふりをする訳だが、それにあたって言っておく事がある。

「大だい丈じよう夫ぶだ!!　私達たちが力を合わせれば、きっと何とかなるさ!!」

「駄だ目めだ！　具体的な勝ち目が全くねえ!!」

「ハハハ母さんとくっついた時はこんなモンじゃなかったからなぁ!!」

「駄目だ！　この状況でのろけやがった!!」

　そんなこんなでロンドンの刺激的な夜が更ふけていく。







　第一一章　例外はどんな分野にでもある　七月、第二金曜日







　昼休みも終わって誰だれもいなくなったはずの食堂で、女の子がお昼寝をしている。

「おい。オイってば。目立ってるぞ、お前」

　たまたま通りかかった男の教師が思わずそんな事を言ったが、白系の半はん袖そでセーラー服を着た少女の方は答えない。食堂にある椅い子すを三つ四つ縦に並べて、その上でグダーッと寝転がっている。

　いつまで経たっても教師の方が立ち去らない事を確認すると、ようやく少女はいかにも眠そうな、とろんとした瞳ひとみをそちらへ向ける。

「……保健室のベッドが最高だったんだが、あそこはすぐに追い出されるから」

「お前、学校生活ってものをナメているだろう？」

「いやいや。断言すると、私は今の生活を愛してるけど」

「確かに楽しそうには見えるが、お前が満喫しているのは学校生活なんかじゃない。お前、そもそも何年何組に在ざい籍せきしているんだ。今から担任の先生を呼んでくるから───」

　と、言いかけたその時、唐突に携帯電話が着信音を鳴らした。男の教師は面倒臭くさそうに通話ボタンを押したが、第一声を聞くなり背筋がズビシ!!　と真まっ直すぐになる。

　はい、はい、すぐに伺います、と思いっきり敬語で電話を切った男の教師に、少女は眠そうな顔のまま、退屈そうな調子でこう尋ねた。

「急用みたいだけど」

「クソッたれ。すぐに代わりの先生を呼んでくるからな。すぐだぞ！」

　なんというか負け惜しみのような台詞せりふを吐はきつつ食堂から出ていく男の教師。廊下は走るなよ、と少女が口にした所、珍めずらしく怒鳴り声が返ってきた。

　切せつ羽ぱ詰つまっているな、と適当な感想を思い浮かべた少女は、食堂から誰もいなくなるのを確認すると、寝転がったままテーブルの上にあった携帯端たん末まつに手を伸ばす。

　回線はすでに繫つながっている。

　あふぁ……と小さく欠伸あくびをしながら、少女は端末に向かってこう告げた。

「そろそろ始めるけど。ご老体」

『何をだ？』

「不ふ穏おんな会話だけど」







　少女の名前は雲くも川かわ芹せり亜あという。

　そして携帯端たん末まつの向こうにいる老人は貝かい積づみ継つぐ敏とし。

「近ちか頃ごろ、『外』が騒さわがしいようだけど」

『相変わらず、どこから情報を拾ってくるのやら。……「原石」の話だな？』

「幸せを自覚しろ。お前のブレインはこんなに優秀だけど」

『少々会話が脱線するのが玉にキズだがな』

　貝積は普ふ段だん、秘書や部下の前では見せないようなため息をつきつつ、先を促す。

『どう思う？』

「放っておけ。ヤツらには何もできんよ」

『……その言葉を報告書に書いて、納得する馬ば鹿かがいるとでも思うのか？』

「はぁ。お前もよくよく小市民だけど」

　雲川は寝転がったまま、つんつんと細い人差し指の先で自分のこめかみをつつきつつ、

「仮にも学園都市の首脳陣、一二人しかいない統括理事会の正式メンバー様が、報告書に書いて納得してもらう？　ちょっと睨にらめば周囲の文句などまとめて封殺できるけど」

『お役所仕事はそんなに楽ではないよ』

「そのポストをお役所仕事と言う辺りは、なかなかの大物だけど」

　雲川は言いながら、テーブルの上にあるコンビニ袋へ手を伸ばす。中に入っているのは、ホイップクリームやフルーツなどが詰まったデザートみたいなサンドイッチだ。

「仕方がない。ちょっとは真ま面じ目めに考えるけど」

『しゃべるのは口の中の物を飲み込んでからだ』

「例の『原石』の話だけど」

　寝転がったままサンドイッチを頰ほお張ばり、雲川は適当に続ける。

「確かに、リストの作成は出遅れている。我々学園都市がリストを作っている事を、アメリカやロシアの連中が嗅かぎ付けたんだろうけど。ヤツらは協力を拒みつつ、独自に自国内のリストを作成し始めている。このままでは『作業』に支障をきたすかもしれんけど」

『……その内容をどうまとめると、「放っておけ。ヤツらには何もできんよ」に繫つながるんだ』

「まだ話は終わっていないんだけど」

　雲川はそっけない調子でこう言った。

「今回、我々が抱えている懸けん案あんは、世界各地に散らばっている『原石』の問題を効率良く『潰つぶす』事だと思っているけど？」

『そうだ』

「お前達たちが懸け念ねんしているのは、『原石』を他機関の手によって解析され、学園都市以外の超能力開発機関が生み出されてしまうかもしれない、という事だったけど」

『そうだ』

「なら、問題はないけど。今の所動いているのは、アメリカとロシアか。ふふん、冷戦当時に失敗して、未いまだに夢を捨てきれずにいるか。だが、ヤツらに研究は成じよう就じゆできんけど。いくらサンプルを揃そろえた所で、彼らはそのデータの意味する所を理解できんのだからな」

『何な故ぜ言い切れる？』

　貝かい積づみはわずかに怪け訝げんな調子になった。

「ロシアの研究所の話だけど。彼かの国の最さい先せん端たん技術の結晶として生み出された『実用化された超能力者』とやらは、マリアの名を呼び熱心に祈ると特殊な力が発動するんだそうだ。……まぁ、私は別段宗教を否定するつもりはないし、そういう精神集中法と言われればそれまでの話だけど……言いたい事は分かるか。ヤツら、何のために『科学的な』研究施設を建造した？　何が不思議で何が不思議じゃないか、自分達たちが追い求めている不思議はどういう種類の不思議なのか。その辺の区別もつかんまま『ひとまとめ』で取り扱っている内は、我々には追い着けん」

『……、』

「人間の技術など、いずれは誰だれでも追い着けるものだけど。ただし、どの道に進むか、そのレールすら見えていないヤツには何もできん」

　雲くも川かわ芹せり亜あはつまらなさそうな顔だった。

　不ま味ずい茶でも飲んだように、眠気も少しずつ取れてきたようだ。

「まだ納得できんか？」

『当たり前だ。君の意見には確証がない』

「それなら、お前が自分で確証を用意すれば良いだけだけど」

　雲川の口ぶりは、いつも通りそっけない。

「どうせ、自称開発機関なんぞいくらでも出現するけど、『原石』の数は世界でも稀き少しようだ。総数は五〇程度か。……奇怪な学者どもと違って、『原石』はポコポコ湧わいてくるという訳でもないけど。たかがクラス二つ分にも満たんイレギュラーと、虫のように湧く変人ども。どっちに重点を置いて対処すれば良いかは分かるな」

『……やはり、そういう結論になるか』

「私は必要のある行為とは思えんが、お前が納得せんと言うなら仕方がないけど。書類が増えるのは我が慢まんしろ。ブレインとしての私が言えるのはここまでだけど」

　しばし、沈ちん黙もくがあった。

　やがて、貝積はこう言った。

『「原石」とは……一体何だ？』

「その質問は、学園都市の科学かぶれにやられた人間の台詞せりふだけど。自分の手でしか超能力者は作れないものと、最初から決めてかかっているけど」

『いや、理屈の上では理解できる』

　貝かい積づみは慎重に言葉を選んでいるようだ。しかし、それを雲くも川かわに知られている時点で失敗だ。ブレインとして彼女を雇っているのなら、頭の良いふりなどしなくても良いのだ。

『学園都市が作っているものは人工のダイヤであり、それと全く同じ環境が自然界で整った場合、天然のダイヤが生み出される事はな。……その上で質問しよう。「原石」とは、何だ？』

「……、」

『学園都市にも、何人か素体がいるな。例えば、「吸血殺しデイープブラツド」や「幻想殺しイマジンブレイカー」。……とてもではないが、まともな能力とは思えん。発火や発電などといった「発現しやすい能力」とは、完全に方向性が違うように感じられる』

「馬ば鹿かが、馬鹿なりに悩んでいるようだけど」

　ふん、と雲川は鼻から息を吐はいて、それから答える。

「お前が原理の解明に躍やつ起きになっている学園都市第七位も含めて、それがヤツらの特性なんだろうけど。力が強いのではなく、とにかく稀き少しよう。そういう意味では、我々にとってもある程度の価値はある訳だけど」

　単に珍めずらしいだけで、現実に使い物になる能力者は少なそうなのがネックだがな、と雲川は心の中で付け加える。

「それから、曲がりなりにも学者であるお前に、ブレインとして助言しておくけど」

『何だ？』

「幻想殺しイマジンブレイカーについては、単に『原石』というカテゴリにまとめない方が良いけど。……詳細は分からんが、あれはきっと……我々が考えているよりも、もっともっと面おも白しろいものだろう」

『───、』

　貝積継つぐ敏としは、わずかに声を詰まらせた。

　このブレインが『分からん』と言った。その意味を、少しだけ考えたのだろう。

『……楽しそうだな』

「当然だけど。考える事が、私の仕事だから」







　ホームルームが終わると舞台は放課後へ。部活へ行ったり街で遊ぶために、わらわらと溢あふれる学生達たちに混じって、黒くてツンツンした頭の少年が歩いていた。

　しかしこの少年、どうにも不幸であるらしく、今日も何な故ぜだか何の前触れもなく彼の頭上にあるスプリンクラーだけがピンポイントで誤作動開始。まるで演劇のスポットライトのように一人雨祭りを満喫する少年が、『ふばぁーっ!?』と奇怪な叫び声を発する。

　そこへやってきたのは、白い半はん袖そでセーラー服をまとった一人の少女だ。

　彼女はびしょ濡ぬれのツンツン頭の少年の傍そばまで来ると、特にタオルやハンカチを貸そうともせず、ただ単純にその場でけらけらと笑いながら、

「相変わらず、お前は意味不明な事になってるけどなぁ」

「……うっさいな。どうせ俺おれは不幸なんですよ」

「どういう理屈なんだろうな、その不幸。詳しく調べてみると面おも白しろい法則でも見つかるかもしれんけどな」

「っつーか、楽しそうですね先輩」

「楽しいよ。これでなかなか、私は今の生活を愛してるけど」

　くすくすと笑みをこぼし、彼女は続けてこう言った。

「この学校は、いろんな刺激に溢あふれているから」
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　第一二章　狙撃手と爆弾魔による討論　七月、第四金曜日







　今から三日前の事だ。

　狙そ撃げきなんて古ふる臭くさい、と正面から言われた。

「……、」

　曲がりなりにも雇われのスナイパーとして日々の生活費を稼かせいでいる砂すな皿ざら緻ち密みつとしては閉口するしかない。しかし銃身の中に溜たまったわずかな煤すすを落としている彼の前で、その女はさらに話を続ける。

「っていうか狙撃って無む駄だが多くないですか？　五ミリとか七ミリとか、こーんな小っちゃな弾を使って頭とか胸とか狙ねらうなんて、無駄じゃないですか無駄。ちょっと風が吹いたら弾道は逸それるし、標的がくしゃみをしただけで失敗するし、防弾装備で身を固めていたら一命を取り留めるリスクがあるし、だから無駄じゃないですか無駄」

「……、」

　長身の女だった。ガッチリした体格の砂皿よりも、さらに高い。その上細い。モデル体型とでも言うべきかもしれないし、それなりに整った顔立ちの美女でもあるのだが、彼女はこの仕事とは相性が悪い。あまりにも華がありすぎて、身を隠す上で障害となりかねないのだ。

　身を隠す、とは何も迷彩服を着てジャングルの中で息を潜ひそめる事だけではない。

　例えば大都市圏での狙撃の場合、人混みに紛まぎれて高所へ向かい、狙撃完了後も人混みに紛れてこっそり離はなれる。そういった事に向いていないのだ、こいつは。

　ステファニー＝ゴージャスパレス。

　暗殺者なんてやっていないで、素直に舞台にでも立ってりゃ良いのに、と砂皿は思う。

「んー？　砂皿さん、もしかしてスネてませんか」

「……スネてなどいない」

　ボソッとした声で応じる砂皿。

「ただ、同業として尋ねておこう。狙撃以外の方法で、この状況をクリアできるか？」

　砂皿は綺き麗れいに汚れを拭ぬぐい取った銃身をカチャカチャと組み直しつつ、テーブルに広げられた図面を顎あごで指した。典型的な悪党と、それらを取り巻く護衛達たちの配置図だ。

「華か僑きよう系けいグループを相手に超能力詐さ欺ぎを行った馬ば鹿かどもだ。確か、出資さえしてくれれば学園都市とは違う方式の超能力開発機関を稼か働どうできるとかいう宣伝文句であちこちから金を集めていたな。貴様はこいつをどうやって仕留めるつもりだ」

　刃物を持って突進すればどうにかなる相手ではないし、車体に爆弾を取りつけられるほど間抜けな連中でもない。一番手っ取り早いのは、建物から防弾車に乗り込むまでの数十秒の間に、眉み間けんに鉛玉をブチ込んでしまう事だと砂すな皿ざらは思うのだが……。

「違いますからね？　別に私は、狙そ撃げき全般が時代遅れとか言っているんじゃないですからね？　私が言っているのは砂皿さんみたいな狙撃用のライフルを使うのが古ふる臭くさいと言っているだけで、何もあらゆる狙撃行為を全否定している訳じゃないですからね」

「……、」

「やっぱりスネてません？」

　スネてはいない、と砂皿は剝むき出しの機関部にカバーを取り付け、今度は照準装置の方へ手を伸ばす。

　ステファニーはそんな砂皿の様子を観察しながら、こう言った。

「別に狙撃をするからと言って、鉛弾を使わなくっちゃいけないというルールはないんじゃないですか。今の時代にはいろんな武器があるんだから、そっちを工夫したってよくないですか」

「つまり、何が言いたい？」

「ぶっちゃけ、ミサイルランチャーとかの方が簡単じゃないですか？」

「……、」

「なっ！　砂皿さんが邪道って顔をしてる!!　あのねあのね、でも簡単じゃないですか。狙撃だったらちょっと急所から外れただけで失敗しますけど、ミサイルなら大おお雑ざつ把ぱに着弾させれば、後は勝手に爆風が標的をぶっ殺してくれるじゃないですか!?　防弾装備で身を固めていようがお構いなしなんだから、絶対に楽だって!!」

「……、ふん」

「鼻で笑ったーっ!?　ライフルの狙撃は頑張っても一〇〇〇メートル程度でしょ。でも、ミサイルなら五倍以上の距きよ離りから狙ねらえなくないですか？　作戦の幅が大きく広がるってもんじゃないですか!?」

「まぁ、良い。貴様の仕事だ。自分で調達したモノでこなせば良いだろう」

　言われんでもそうします!!　とステファニーは鼻息を荒げながら、新製品らしき、肩で担かつぐ方式のミサイルをジャキーンと取り出す。どうやら精密性と飛距離のため、対戦車用ではなく地対空のランチャーを選んだらしい。……地上の目標を攻撃するくせに、だ。

「……とことん邪道だな」

「良いんですっ！　標的さえ確実にぶっ殺せれば!!」







　というのが、おおよそ三日前にあった会話の全ぜん貌ぼうで。

　今現在、ステファニー＝ゴージャスパレスは砂皿緻ち密みつの前でめそめそしている。

「……失敗したな」

「違いますから」

「……ニュース番組では、思いっきり奇跡の生還とか報道されているな」

「だから違いますから!!」

　ステファニーはテレビのリモコンを奪うべく、砂すな皿ざらに飛びかかりつつ、

「きちんとミサイルランチャーで吹っ飛ばしたんですよ！　護衛の男達たちごとまとめてドカンと!!　撤てつ退たいも含めて完かん璧ぺきだったんです!!　でも、あいつらは死体を隠して、標的が死亡したという事実を隠して、ああいう風に報道しているんですからねっ!!　アンフェアじゃないですか？　これで報ほう酬しゆうが出ないなんて契約違反じゃないですかーっ!?」

「……だから、ミサイルなんて大おお雑ざつ把ぱな方法はやめろと言ったんだ」

「言っていませんからね!?　砂皿さんはそんな優しい台詞せりふは一言たりとも!!」

　砂皿は襲おそいかかるステファニーをひらりひらりとかわしながら、リモコンを使ってチャンネルを変えていく。どこの放送局も、大体流している内容は似たようなものだ。

「全員まとめて吹き飛ばしたのが災わざわいしたな。手っ取り早く『死体』を提示してしまえばごまかしようがなかったものを」

　はぁ、と砂皿は疲れたような息を吐はいて、

「依い頼らい人にんからすれば、実際に標的が生きているか死んでいるかは関係ない。ヤツが『社会的に生き残っている』状態が維持されてしまうのではな。だから、あらゆる意味で『確実に殺す事』が、暗殺者に求められる技量なのだが」

「……、えへ」

「我々がわざわざ警備の厳重なパレードの中に潜もぐって、衆人環視の中で眉み間けんをブチ抜くのはそのためだ。言い訳をさせないためには、中途半はん端ぱな損そん壊かいの方が良い。特に頭を弾はじくのが一番分かりやすくて効果的だ。古ふる臭くさい方法が現代でも好まれているのは、それだけ有効な手段であるからだ。まったく、間抜けにも程があるぞ」

　砂皿はリモコンをその辺に投げた。密着してくるステファニーを、腕を使って遠ざけつつ、砂皿は言う。

「貴様、どうする気だ？」

「へ？　どうするとは？」

「……こうしてド派手に失敗したんだ。この状況で『社会的には生きている』標的を殺し直すのは極めて難しいだろう。ある意味、生存時よりも厄やつ介かいな状況を作り上げてしまった訳だ。依頼人から逆恨みされるには十分な理由だな」

「うげ」

「何も考えていなかったのか。もはや、間抜けを通り越して馬ば鹿かだな」

　ようやくオロオロあわあわし始めたステファニーを見て、砂皿はため息をついた。それから、テーブルの上に置いてあった狙そ撃げき銃じゆうのケースを摑つかむ。

「行くぞ」

「ハッ、もしやタカトビですか!?」

「依い頼らい人にんは華か僑きよう系けいだから国境は関係ない。生き残りたければ、やはり標的を殺し直すしかないだろう」

「？」

　首を傾かしげるステファニーに、砂すな皿ざらはテレビの画面を顎あごで指した。

「どこかのライターが原稿を作って演技しているものだと思っていたが、それにしては本人の個性に説得力がありすぎる。……やはり、生きているとしか思えん」

「えー、でも」

「きちんと死体が弾はじける瞬しゆん間かんを確認したか？　本当に爆破したのなら、影武者かもしれん。とにかく標的はこの騒さわぎに乗じて裏の世界の連中には死んだと推測させ、これ以上追っ手が来るのを防ごうとでも思ったのだろう」

「えーっと、もしかして……チャンスじゃないですか？」

　ステファニーの言葉に、砂皿は同意してから、

「良かったな。半はん端ぱ極まりない未熟な腕のおかげで生き残る機会を得て。自分の殺しに確証の持てん殺し屋など、浮気にキレて重たい灰皿を振り回す主婦より低俗だ。私なら、どんな状況であっても爆薬で死ぬ事だけは絶対にありえない」

「うおおーっ!!　砂皿さんがいつになく辛しん辣らつだーっ!?」

　当たり前だ、と砂皿は心の中で吐はき捨てる。

　何しろ、これから馬ば鹿かが撃うち漏もらした後始末をするために、報ほう酬しゆうゼロの狙そ撃げきに赴おもむかなくてはならないのだから。







　第一三章　彼女達の集団的占いの精度　八月、第四金曜日







　学園都市第七学区にある病院には、全く同じ顔をした少女達たちが一〇人ほど入院している。とある超レ能ベ力ル者５の体細胞を利用して作られた軍用クローン『妹達シスターズ』。薬品などを使い強引に成長速度を速めた結果、縮んでしまった寿命を克服するために、怪しげな医者の手によってあれこれ『調整』が施ほどこされている訳である。

　彼女達の具体的な格好は、白い肌、茶色い瞳ひとみ、同色の短い髪、常盤ときわ台だい中学の夏服である灰色のプリーツスカート、白いブラウス、ベージュのサマーセーター、といった所か。別にクローンだからと言って服装まで統一する必要はない訳だが、彼女達の精神を繫つなぐ脳波ネットワークの影えい響きようか、あるいはクローン作製時の人格設定を均一にされたせいか、彼女達は揃そろいも揃ってそんな感じになっている。

　現在、彼女達がいるのは病院内では臨床研究エリアなどと呼ばれている場所だ。特に立入禁止にされている訳ではないのだが、病棟と主要施設を繫ぐルートから大きく離はなれた所にあるため、自然と誰だれも近づかないようになっている、不可思議な場所である。

　ミサカ一〇〇三二号、一〇〇三九号、一三五七七号、一九〇九〇号の四人がぼけーっと突っ立っているのは、そんな臨床研究エリアの廊下の片隅に設置されている、小さな待合所だ。おざなりなソファとテーブルに、暇ひま潰つぶし用の雑誌だけが何冊か、マガジンラックに差し込んであるだけの場所。四人のクローン少女達はその中から一冊を抜き取り、とあるページを開いたまま、じ────────────っと凝ぎよう視ししている。

　占いコーナーである。

　本格的な（？）オカルト系のものではなく、どんな雑誌の片隅にでも載っていそうな、お寿す司しのガリみたいな占いコーナーだ。一ページを一二等分した上で、各星座の幸不幸、健康、金運、恋愛などの簡単なパラメータと、ラッキーカラーやアイテムなどが簡単に記されている。

「ミサカの製造年月日を、ギリシア系一二宮の分類に当てはめてみると……」

　一〇〇三二号……とあるツンツン頭の少年から『御み坂さか妹』などと呼ばれている少女が、自分の星座の辺りへ目を向けると、

『今月のアナタは、ザ・転職のチャンス！　日ひ頃ごろお世話になっている嫌いやな上司とおサラバするなら今!!』

「……、」

　軍用量産クローンの彼女にとっては転職もクソもない。一〇〇三二号はわずかに首を斜めに傾ける。

　他の『妹達シスターズ』も概おおむね似たような感想を抱いているらしく、各おの々おのの製造年月日に合致する星座の欄らんを読んだり指でなぞったりしながら、

「本当にこのような不確定情報でミサカ達たちが利益を得るのですか？　とミサカ一〇〇三九号は疑問を口にします」

「このラッキーアイテムというヤツは、具体的にどのような形でミサカに幸福を運んでくるのでしょう、とミサカ一三五七七号はとりあえず猫のキーホルダーを探してみます」

「こ、今月の恋愛運がマイナス五というのが納得いきません、とミサカ一九〇九〇号はやり直しを要求します」

　何やら一九〇九〇号だけが微妙にごにょごにょ声だが、そんなものを気にする少女達ではない。と、そこで一〇〇三二号が何かに気づいたように、ハッと顔を上げた。

「……そもそも、ミサカ達は一体いつから生まれたとするべきなのでしょう、とミサカ一〇〇三二号は根本的な定義設定の再確認を行います」

「？」

「確かに培養機材から取り出されたのはこの製造年月日で合っていますが、ミサカ達は満〇歳ジャストで容器から取り出されたのではなく、薬品などを使い肉体年齢一四歳まで成長してから出荷されたはずです、とミサカ一〇〇三二号は長ったらしい補足説明を加えてみます」

「となると、それは人間で言うお母さんのお腹なかの中で一四年ほど成長した後に、ようやく出てきたようなものなのですね、とミサカ一〇〇三九号は隣となりのミサカの話にノッてみます」

「……いえその、どれだけ成長しようが、お母さんのお腹の中から出てきた時がジャスト誕生日という事でオーケーなのでは？　とミサカ一三五七七号は反対意見を発信してみます」

「いえ、ミサカ達は成長段階に応じて複数の機材の間を行ったり来たりしていたはずなので、その場合はどういう分類になるのでしょう、とミサカ一九〇九〇号は頭の中を？だらけにしてみます」

　ごにょごにょぶつぶつひそひそ、と話し合いを続ける『妹達シスターズ』は、

「あるいは、ミサカ達の発生を記念するべき日時は、ミサカ達のＤＮＡマップを元に立案された製造計画に許可が下りた日かもしれません、とミサカ一〇〇三二号は別案を出してみます」

「それは人間で言うと、お父さんとお母さんが性交セツクスした日に相当するのでは？　とミサカ一〇〇三九号は反論してみます」

「というか、性交セツクス以前にお父さんの体の中で精子が作られた日に相当するのでは？　とミサカ一三五七七号はさらに時をさかのぼってみます」

「ぶふぃー、とミサカ一九〇九〇号は一連の会話に対してとりあえず驚きよう愕がくを露あらわにしてみます」

　ツッコミ機能まで自分達で処理してしまう『妹達シスターズ』。

　さらにミサカ一〇〇三二号はこめかみの辺りを指でコリコリ擦こすりながら、

「……というか、ミサカ達の製造計画は『量産能力者レデイオノイズ計画』と『絶対能力進化レベル６シフト計画』の二段階に分かれていたはず、とミサカ一〇〇三二号はさらに頭をこんがらがらせてみます。一体どちらの計画が受理された時を参考にするべきなのでしょう？」

「それはまぁ、何事も早い方を参考にすればよいのでは？　とミサカ一〇〇三九号はアバウトに自らの予測情報を述べてみます」

「厳密には超レ能ベ力ル者５の完全体を目指した前者と実験素体の量産を求めた後者では性質が異なるため、その辺の定義付けは少し面倒かもしれません、とミサカ一三五七七号は横からコソッと混乱を促します」

「そういえば、ネットワークから寸断された天あま井い亜あ雄お製〇〇〇〇〇号フルチユーニングは今どこで何をやっているんでしょうね、とミサカ一九〇九〇号は新たな伏線を投入してみます」

　えい、星座なんか分からん、という結論に達した四人の少女達たちは、自分の力で運命を切り開こうというポジティブな意見を手に入れかけたのだが、

「……ミサカはこんなものを発見してしまいました、とミサカ一〇〇三二号はさらなる火種を提示してみます」

「「「？」」」

　その他三人の少女達がそちらに顔を向けると、一〇〇三二号の手には今までとは違う別の雑誌が。ぺらっぺらの雑誌の後ろの方のページには、先ほどの星座占いよりもさらに小さな枠でこんなコーナーが載せられていた。

　血液型占い。







「……何やっているんですかね、あれ？」

　少し離はなれた所から四人の少女達を観察していた若い看護師が呆あきれたような声を放つ。その隣となりで紙コップのコーヒーを口に含んでいたカエル顔の医者は、

「口ゲンカのように見えるけど？」

「いや、そりゃそうなんですけど。ううん、もう一度言ってみよう。何やっているんですか？」

　そんな不可思議なやり取りをしている最中も、全く同じ顔をした四人の少女達は『むっ！　ＡＢ型の恋愛運がハンパではありません！　とミサカ一〇〇三二号は報告します!!』『そんな事を言ったらミサカだってＡＢ型でハンパではありません！　とミサカ一〇〇三九号も報告します!!』『いいえ！　あらゆるミサカの中でも超ＡＢ型であるこのミサカが超ハンパではないのです！　とミサカ超一三五七七号が全すべてをかっさらいます!!』『いえいえ、最後に笑うのはこのミサカです、とミサカ一九〇九〇号はＡＢ界の覇は者しやとなる事を宣言します!!』とか何とか言い合いながら、髪を摑つかんだり服を引っ張ったり雑誌を奪い合ったりパンツが見えたりとやりたい放題だ。

　若い看護師はキョトンとした顔で、

「あの子達たち、確か脳波を電気的信号に変換して巨大なネットワークを形成しているんですよね？」

「まぁ、ミサカネットワークというヤツだね？」

「個人の自我がある一方、巨大なネットワークそのものが一つの脳として機能しているから、全すべての個体が一つの大きな意志に干渉されている、という風にも受け取れる訳ですよね？」

「一応、そういう事になるね？」

「……その状況で、何な故ぜ口ゲンカ？」

　若い看護師にはその辺が理解できないらしい。

　カエル顔の医者は、ちょっと苦すぎるコーヒーを舐なめては舌を出しつつ、

「普通の人間なら、複数の選択肢の中から一つを選んで行動する。例えばダイエットをしている時、目の前のケーキを『太っても食べたい』『太るから食べたくない』と同時に二つの考えを持ったりする訳だ」

「は、はぁ」

「まぁ、普通の人間なら複数ある選択肢を頭の中で一つ一つ削り取って、最後に残った一つを『行動』として出力するしかない。体は一つしかない訳だから、複数の意見を持っていても、現実には一つの行動しか取れない訳だね？」

「……というと、あれは？」

「あれだよ。あの子達の場合、一つの巨大な意志が複数の肉体に干渉している以上、その辺の『考えを一つにまとめる』必要がない。とりあえず全部、が通用してしまうんだ。『太ってもケーキを食べる』か『太るからケーキは食べない』か、取捨選択する必要なく両方選べる。何しろ、実際に肉体が複数あるんだからね？」

「……、」

　若い看護師はもう一度、パンツ丸見えになっている少女達の方へ目を向ける。

　もしかして、自分は今、ものすごく貴重な光景を目にしてはいないか？

「結果として、彼女達は同一の巨大な意志から一方的に干渉されながら、各おの々おのの個体がそれぞれ異なる行動傾向を手に入れ始めている訳だね？　だから彼女達は同じミサカでありながら会話もするしケンカもする。良い事じゃないか、人間的で」

　カエル顔の医者の方は、特に気にしていないらしい。

　彼は苦いコーヒーの入った紙コップを軽く揺すりながら、ともすれば投げやりとも受け取れる声でこう言った。

「願わくば、それが個性とまで成長する事を祈っておこう」







　第一四章　門番と侵入者は踊り踊られ　九月、第三金曜日







　今一度確認しておこう。初うい春はる飾かざ利りは超人ではない。

「？」

　放課後、風紀委員ジヤツジメント活動第一七七支部でクッキーをもりもり食べていた少女は、ふと何かに気づいたように、スチール製の机の上に載ったノートパソコンへ目をやった。

（むぐっ!?　厄やつ介かいなのが来た!!）

　侵入者。

　それは初春のコンピュータ、そして風紀委員ジヤツジメント活動第一七七支部に対してではない。ここの所、学園都市のあらゆる情報を管理する『書庫バンク』への電子的な攻こう撃げきが相次いでいるため、初春はその対策に追われていた。『警備』の一環として、『書庫バンク』にアクセスする情報は一度全すべて風紀委員ジヤツジメントの大型サーバを経由して、回り道しながら『書庫バンク』へ向かうように設定が変更されている。

　その回り道を無視して、『書庫バンク』へ直行しているデータがある。

　普通に操作するだけでは絶対にありえないデータの流れ。

　ハッキングである。

　しかも、普通のハッキングではない。例えばセキュリティ上の穴を突いて、本来こちらが想定していない抜け道を通ってアクセスしている訳ではない。そういうつまらない穴は、事前に初春が全て埋めている。

　という事は……、







　超能力開発の名門・常盤ときわ台だい中学のお嬢じよう様さま、御み坂さか美み琴ことは駅のベンチに座っていた。その手で操作している携帯端たん末まつは無線ＬＡＮを利用してネットワークと接続状態にある。

　彼女は学園都市でも七人しかいない超能力者だ。

　超電磁砲レールガン。

　この街全体で第三位、電子制御能力で言えば最高クラスの能力を持つ少女である。

　画面を直接人差し指で触れて色々と操作している美琴だが、どう考えてもその指の動きよりも大量、高速のやり取りが画面の中で展開されている。もはや目で追い掛けるのも難しいほど素早くスクロールしていく記号や文字列を、美琴はいちいち一つ一つ注目していない。頭の中で思い浮かべたものを機械の方へ移した結果、コンピュータの方が余波のような処理を勝手にやっているだけなのだ。

　美み琴ことがアクセスしようとしているのは、学園都市の『書庫バンク』だ。

　これまでも何度か侵入した事はあるのだが、今の所、美琴の上を行く人間から阻そ止しされるような事はなかった。向こうも向こうで『侵入されたかも？』ぐらいの懸け念ねんは抱いているようだが、いきなりネットワーク全体を切断、隔かく離りされるような事態には至っていない。

（……ま、向こうにとっても苦渋の決断だろうしね。『書庫バンク』のアクセスが止まるのって、電車が緊きん急きゆう停車するより時間ごとの損害が大きくなりそうだし）

　ピピピピピピピピピピピピピピ、と次々と現れては消えていくウィンドウを眺めながら、美琴はそっと息を吐はく。

　フルパワーを出してさっさと終わらせたい所だが、自分で自分のマシンを壊こわしてしまうような事もしたくない。







（……ふうん）

　初うい春はるは『書庫バンク』へ直接アクセスしようとしているデータを目で追い掛けながら、食べかけのクッキーを皿に戻した。

（前にもありましたよね、こういうの。まぁ、今回はもうちょっと高度みたいですけど）

　彼女は画面を見ながら息を吐く。

　目の前に広がるのは、一般的なコンピュータの操作では、絶対に起こせないであろう現象。

　つまり、相手は能力を使ったハッカーだ。

　学園都市は超能力者達たちの街だ。当然、そういった事のできる能力者もゴロゴロいる。ユーザーの心を読んでパスワードを得る者、電子を操ってコンピュータを掌しよう握あくする者、挙げ句の果てには『情報』そのものをダイレクトに制御している者まで。

　そういった連中は、普通にコンピュータを操作するだけで撃げき退たいする事は難しい。一般的なユーザーとハッカーの違いは、システムの表を利用するか裏まで読み取るかの違い程度でしかないが、この『能力を使っている連中』というのは、さらにもう一つ裏をめくっているようなものなのだ。

　ただし、

　ここは能力者がウジャウジャいる街、学園都市。

（この程度で怯ひるんでいるようでは、治安なんて守れやしませんっ!!）

　決意を新たにする初春は、データの流れをもう一度確認。あらかじめ初春が設定しておいた『最短ルート』を通らないという事は、初春自身の思考を読み取っている訳ではない。防壁そのものを無視してデータがすり抜けるような事はないので、情報を直接操られている訳でもなさそうだ。

（となると……）

　おそらく相手は電子を操るタイプの能力者。しかし『電子』系の能力者はポピュラーであるため、この情報だけで相手を特定するのはほぼ不可能。

「……、」

　初うい春はるは眉み間けんに皺しわを寄せ、データの移動パターンを目で追い掛けていく。

　そのわずかな情報を接点に、彼女はシステムという『花』を思い浮かべる。

　今、初春が眺めているのは根の先せん端たん。そこから茎や葉、水や栄養の流れ、そういったものを想像で補ほ塡てんしていき、やがては花という大きな全体像を頭の中で仮組みしていく。『とある機構を様々な角度から想像する』この計算式こそが、初春をハッカーとして活かつ躍やくさせているものの正体だ。

　もしも初春飾かざ利りに特別な才能があれば、恐るべき『自分だけの現実パーソナルリアリテイ』を組み立てて、強大な力を発揮していたかもしれない。

　しかし、

（……っ、……）

　初春はわずかに唇くちびるを嚙かむ。

　根の先端から始めた想像が、茎の辺りまで進んだ所で唐突に弾はじけた。相手はよほど高度な計算式を利用しているのか、『目の前の現象』から『それを引き起こしている「自分だけの現実パーソナルリアリテイ」』までの道筋が読めない。

　そして、相手の手が分からなければ、対策を練る事もできない。

（どうする……？）

　初春はキーボードの前で、わずかに指をさまよわせる。

　迷い箸ばしにも似た仕草が、彼女の苦悩を象徴する。







「よしよし、こんなトコか」

　美み琴ことは高速展開する画面を眺めて呟つぶやいた。

　今現在、彼女がやっているのは典型的なパスワード解除だ。

　電気を操る能力者だからといって、その力だけでどんなセキュリティでも突破できる訳ではない。むしろ多数の能力者を有する学園都市では、そういったイレギュラーな攻こう撃げきに対する特殊な防壁の開発も進んでいる。

　しかし、どう理屈をつけた所で、能力を持っている者と持っていない者では、持っている者の方が有利だ。

　もちろん、能力だけで一点突破、などという事はしない。

　そこにこだわる必要はないからだ。

　通常のコンピュータでは解除の難しいセキュリティは電気を操る能力で乗り越え、対能力用の特殊なセキュリティは普通のコンピュータで対応する。お互いを効率良く使用する事によって、美み琴ことは様々な『標的』へと侵入していく。

　作業は無事に完了。

　美琴はいくつかキーを叩たたくと、最後のセキュリティを突破する。

（さて、と。例のデータはどの辺にあるかなぁー……っと？）

　そこで、ピタリと美琴の動きが止まった。

　画面を見る彼女の眉まゆだけが、ピクリと動く。

　そこに表示されていたのは、




　圧倒的な速度で暗号化されていく、『書庫バンク』内のデータ群だ。




（うそ……）

　ランダムに記号や数字の羅ら列れつに切り替わる文字列の特徴から鑑かんがみるに、おそらくは『オメガシークレット』。学園都市のネット上で展開される、ちょっとした絶対暗号コンクールで最優秀の評価を得た極めて特異な乱数暗号だ。

（うそ、うそ、うそ!?）

　この絶対暗号コンクール、人間とコンピュータがチェスの頂上決戦を行うぐらい実益のない大会だが、その分、際立って尖とがった成果を上げる事でも有名だ。ここで生み出された『オメガシークレット』はとにかく解けない事で有名で、何しろランダムに暗号化されるデータはプログラマ自身でも解読不能、学園都市のスーパーコンピュータを利用しても二〇〇年はかかると言われるほど実用性のない高難易度最優先のゲテモノである。

（どこの馬ば鹿かよ!?　こんなもんを持って来たヤツは!!）

『オメガシークレット』の厄やつ介かいな所は、一度暗号化してしまうと、どんな小さなファイルもどんな大きなファイルも、等しく解読に二〇〇年かかるという点だ。ファイル一つ一つに異なる乱数処理が施ほどこされるため、『解読パターンが分かったから全部に当てはめよう』とはいかない。一つのファイルを解読したら、次のファイルのためにまた二〇〇年かける必要がある。

『書庫バンク』全体が暗号化されていくので、目的のデータが巨大な『書庫バンク』内のどこにあるかも分からない。確実にデータを得る唯一の方法は、何らかのデータを選んで盗むのではなく、『書庫バンク』の保管サーバと同じ、超大容量データバンクを丸ごと用意して、あれだけの馬鹿でかいデータを全すべて移してしまう事だけだが……。

　確かに、これなら手は出せない。

　そんなに巨大なサーバを用意したら、それだけで足がつく。仮にサーバを用意できたとしても、『書庫バンク』の膨ぼう大だいなデータを移すだけでどれだけの時間がかかるか。いくら何でも、これだけのデータがやり取りされているのをスルーするほど、監視側も甘くはないだろう。

　ただし、

（……正気じゃない。『書庫バンク』のサーバの管理やメンテ用のゴミファイルまで片っ端ぱしから暗号化させてやがる!!　これじゃ大容量サーバ自体が使い物にならなくなるじゃない!?）

『書庫バンク』に使われている機材の値段は、歴戦のお嬢じよう様さまでもゾッと青ざめるクラスのものだ。それを、こいつはためらいなく切り捨てた。これならサーバの蓋ふたを開けて水でもぶっかけた方が損害は少なかったんじゃないか、と疑いたくなるような方法で。

（こんな無む茶ちやなやり方で反はん撃げきしてきたって事は、おそらく『書庫バンク』のデータ自体は、事前にどっか別の場所でバックアップを取っているはず。そっちを攻めれば、例のデータが手に入るかもしれないけど……）

　美み琴ことは改めて、画面の中の大だい災さい厄やくに目をやった。

　何となく、この相手は、際限がない気がする。たとえ崖がけっぷちのバックアップデータ群であっても、美琴を撃退するために手加減なく利用するような気がして仕方がない。

（ハッカーは、発見されない内が華）

　しばらく判断に迷っていた美琴は、やがて諦あきらめたように片手で髪をクシャクシャといじった。

（……ここはセオリー通り、一度撤てつ退たいするか。こんな大おお馬ば鹿か野郎と一いつ緒しよに破滅するまでしのぎを削るなんてゾッとするわ）







「ま、今日の所はこんな感じですか」

　画面を眺めていた初うい春はる飾かざ利りはポツリと言った。

　もう少し侵入者が粘ってくれれば逆探知などもできたかもしれないが、この辺りが妥当な戦果だろう。今は深追いせず、侵入者が使っていた攻撃のパターンを解析し、防壁に応用するべきだ。

　電気を直接操るハッカーにそんな『普通の手段』で効果はあるのかと思うかもしれないが、もちろんある。相手はあくまで『能力というシステムの裏』を突いているに過ぎず、その例外部分を自由に行き来しているからこそ、『何でもできる』ように見えているだけなのだ。

　侵入者が具体的に実行しているのは『何らかの電気情報を送受信している事』に過ぎない以上、その『例外』となっている場所を探し出し、穴を埋めてしまう事で『普通の手段』でも能力者の侵入を十分防ぐ事ができる。

（さて、と。何事も勉強です。そこそこの手際でしたし、私にとってもプラスになると良いんですけど）

　と、そんな事を考えながら初春が皿に乗ったクッキーへ手を伸ばした時だった。

「……初春」

　ボソッとした呟つぶやきに、彼女が振り返ると、部屋の入り口に『風紀委員ジヤツジメント』の同どう僚りようの白しら井い黒くろ子こが立っていた。俯うつむいている白しら井いに、初うい春はるが『？』と小首を傾かしげていると、ツインテールの同どう僚りようは親指でドアの方をくいっと示し、さらにボソボソした声でこう言った。

　やりすぎ。よって説教ですわよ馬ば鹿か野郎。







　第一五章　芸術は天才と変人を分ける　一〇月、第一金曜日







　ロンドンの女子寮りようにはイギリス清教の戦せん闘とうメンバーが数多く集つどっている。長い黒髪をポニーテールにした女性、神かん裂ざき火か織おりもその中の一員だ。

　普ふ段だんは二メートルを超える長大な日本刀『七しち天てん七しち刀とう』を腰に下げている神裂だが、




『鞘さやは刀を彩いろどる素す敵てきなお洒落しやれ着ぎ。貴方あなたの愛刀も、より美しく着飾ってみませんか？』




　と書かれたチラシを両手で摑つかんだまま、一人食堂でわなわなと震ふるえていた。

　四色カラーの綺き麗れいなチラシには、小さな四角で囲まれたサンプル写真が色々掲載されていて、お弁当の重箱の表面にあるような、黒地に朱色の楓かえでや金きん箔ぱくを細く丁てい寧ねいに切り取って表現された動物などが紙面を躍おどっている。

　ごくり、という音が聞こえた。

　神裂はそれを、自分が唾つばを吞のみ込む音だとは気づかなかった。

（……む、むうう……ッ!!　こ、これは!?　確かにそっけない黒鞘では物足りないと感じていた今日この頃ごろ。こちらの『紅べに楓かえで』や『黄き鶴づる』などを施ほどこしていただけるなら……いっ、いやいや!!　天あま草くさ式しき十じゆう字じ凄せい教きようの真しん髄ずいは、身近にある物品から魔ま術じゆつ的てき記号を抽出、応用する事にあるはず！　安易に鞘の記号を組み替えてしまう事は……で、でも……この『夜桜よざくら』なら記号的にも問題はないかも……？）

　常に冷静沈着なる大和やまと撫子なでしこ、神裂火織はうーんうーんと唸うなり続けている。そこへさらに追い打ちをかけるように、別のチラシがひらりと神裂の手から滑すべり、食堂のテーブルに舞い降りる。

　そこにはこう書いてあった。

『甲かつ冑ちゆうは貴方の背中をお守りする、最高のパートナー。どんな窮きゆう地ちの中であっても絶対に貴方の身に寄り添い続ける、素晴らしい相棒の息吹を感じていただきたい』

「むっ、むぅぅぅううううううううううううううううううううううううううううううう!!」

　まるで五月人形みたいな広告写真を穴が空くほど凝ぎよう視ししながら、流石さすがに甲冑一式を揃そろえるのは、いや腕や足、胸当てだけを普段着の中に盛り込むという方向は、いやいや!!　とあれこれ悩みまくっている神裂火織。

　と、そこで彼女は我に返った。

　ハッ!!　と顔を上げた彼女は、小さく咳せき払ばらいをしてから、おもむろにチラシを脇わきにどける。今はこんな罠わなのように置かれたチラシに心を奪われている場合ではないのだ。

　神かん裂ざきは食堂から台所のスペースへ移る。

　大勢の食事を用意するため、そこはかなり広い空間が確保されていた。業務用オーブンに業務用冷蔵庫に業務用流し台と、なんでもかんでも業務用だらけな台所に入った神裂は、銀色のでっかい冷蔵庫をガパリと開けると、奥の方に置いてあった小さな保存容器を取り出した。

　鯛たいのアラである。

　本日の食事当番だった神裂が、料理の合間に鯛の骨をキープ。包丁を使って太い骨にくっついたわずかな身をゴリゴリ削り落として手に入れた鯛のアラなのだ。

　いつも通りこっそり摘つまみ食いにやってきた小柄なシスター、アンジェレネから『わー。そんなに食い意地張ってるんですか？』とか何とか言われてややヘコみ気味だった神裂だが、今なら言える。そうとも、その通りだ。神裂火織には、とある一つの大好物があるのだ。

　神裂は学校の給食でも作るような巨大炊飯器の中からわずかに残ったご飯を茶ちや碗わんによそい、その中央に鯛のアラを一摘み投入。さらに鯛の骨とお頭かしらをグツグツ煮込んで取り出したダシ汁を一度急須に入れてから、茶碗の上からドバーッと注いでいく。

　ゆっくりとした動作で急須を置くと、神裂は音の鳴らないように手と手の間隔を短くした上で、顔の前で小さく拍手しながら、

「ふふ。ふふふ。……鯛茶漬けー☆」

　わーぱちぱちぱち、と一人でこっそりテンションを上げる神裂。実はお茶じゃなくてダシ汁じゃん、とか何とかツッコミが入りそうだが、良いのだ。神裂火か織おりは純粋なダシ汁の方が好きなのだ。誰だれに文句を言われようがこの一杯だけはやめられないのだ。

　そんなこんなで神裂は茶碗を食堂の方へ持っていくのももどかしく、戸棚にあったお箸はしを手に取ると、もう藍あい染ぞめの浴衣ゆかたに包まれた尻しりを軽く振ってリズムを取りかねないほどの笑顔で、

「さて、と。いただきま」




「誰だーっ!?　こんな夜中に大層美う味まそうなのを食ってるヤツーっ!?」

「良い匂においすぎます!!　お腹なかが減ってちっとも眠れないじゃないですかーっ!!」




　唐突に天てん井じようの方から炸さく裂れつした複数の女性の大声と、ドタバタという音を聞いて慌てる神裂。そうこうしている間にも慌ただしい足音は加速度的に増幅、そして徐々にこちらへ近づいてきている。

　鯛茶漬けは一つしかない。

　彼女達たちに嗅かぎつけられた所で、リクエストに応こたえてやる事はできない。

　となると、道は一つ。

（……このままでは、奪い合いが始まる……ッ!?）

　神裂火織は決心すると、まだ熱々の湯気が立ち上っている茶碗をガッと摑つかむと、そのまま茶ちや碗わんの縁へ唇くちびるをつけ、ザザザゾゾーッ!!　と音速で箸はしを動かした。思わず目元に涙が浮かぶがそれどころではない。無用な争いを止めるためにはこれしかないのだ。断じて目の前の鯛たい茶漬けを他人に奪われる事が恐ろしいのではない。

　そして神かん裂ざきは空っぽになった茶碗とお箸を水の張った洗い桶おけに放り込み、急須やお鍋なべに残っていたわずかなダシ汁を廃はい棄き。トドメとばかりに消臭スプレーを周囲へブシャブシャーッ!!　と撒まき散らした。

　この間わずか三〇秒。

　神裂が消臭スプレーの缶を所定の位置へ戻して背筋をピンと伸ばしたその時、ドバーン!!　という凄すさまじい音が鳴って、空腹に襲おそわれたシスター達たちがドタドタと台所へ踏ふみ込んできた。

　先陣を切っているのは、やはり背の低い金髪三つ編みシスター、アンジェレネだ。彼女は小さな鼻をふんふんと動かしながら、

「かっ、神裂さん！　何かここに、ものすごく美お味いしそうな料理を持った怪人がうろついていませんでしたか!?」

「い、いえ。そんなラーメンの出前のおじさんみたいな怪人は見かけませんでしたけど」

「……おかしい。確かに匂においはこの辺りから漂ってきているはずなのに……」

　ふんふんふんふんと音を鳴らしながら、獲物を見失った軍用犬のように台所を徘はい徊かいするアンジェレネ。その後ろには複数のシスター達がいる。神裂はアンジェレネ達からゆっくりと目を逸そらし、何気なく窓へ目をやり、そこに映る自分の口元にご飯粒がくっついているのに気づき、慌てて指で取って口の中へ放り込む。

　と、そうこうしている間に、いつもアンジェレネと一いつ緒しよに行動している背の高い猫目シスターのルチアが、物音に気づいてやってきたのか、何やらアンジェレネと一緒に話し込んでいる。

「シスター・アンジェレネ。……それは一体どういうつもりなんですか？」

「今は芸術の秋！　という訳で、私の気持ちをぶつけてみました」

　？　と神裂がそっちに目をやると、アンジェレネの手元にはチョココロネが一つあって、そのパンの左右両側に三本ずつ、計六本の銀色フォークがブスブス突き刺してある。それを見たルチアの目が、食べ物を粗末にしやがって、後で尻しりを一〇〇発叩たたいてやる、と雄弁に語っている。

　何やら翼つばさライクに無数のフォークを展開させる菓子パンを手にしたアンジェレネは、

「これは私の中に渦巻く怒りを表現しているんですよ」

「はぁ」

「心は怒りの感情をもって私の胸から飛び立とうとしているんですけど、でも飛び立つためにもエネルギーが必要なんです。そのエネルギーのやり取りが意味する所は他人に向けた怒りはやがて自分に帰る訳であって、つまり何が言いたいのかというと、怒りすぎて余計にお腹なかが減ったという事なんですよッ!!!!!!」

「……、」

　さて、アンジェレネ先生の作品解説オーデイオコメンタリーが終わった所で尻しりを一〇〇発だな、とルチアが重たいため息をついた時、少々遅れてライオンのような金髪に小麦色の肌をしたゴスロリ魔ま術じゆつ師しシェリー＝クロムウェルが台所へやってきた。

　王立芸術院の魔術的な管理者でもあるシェリーは、台所へ入ってくるなり、神かん裂ざきや鯛たい茶漬けの事など一切気に留めず、尻をバンバンやられているアンジェレネの両手にある菓子パンフォーク（題名・人の怒りは自らを焼く）に目をやると、




「芸術アートだ……ッ!?」




「わっ、分かりづらいボケはやめなさい!!　ほら、貴女あなたが奇妙な事を言うからシスター・アンジェレネがホワァァァァとか叫びながら謎なぞの開かい眼がんをしているではないですか!!」

　実は変な開眼っぽく見えるのは、シェリーに嚙かみつくために力を込めた結果、いつもの八割増しの威力でアンジェレネの尻をぶっ叩たたいてしまったルチアによるものなのだが、彼女はその事実に気づかない。

　一方、シェリーはシェリーで、人間の感情を率直に表現した謎の菓子パンフォークに敬意を表しているのか、何やら骨こつ董とう品ひんでも取り扱うような薄うすい手袋を両手にはめながら、

「おい！　そこの大小シスターコンビ!!」

「「おトイレのレバーみたいな呼び方しないでくださいっ!!」」

「……そ、その菓子パン、さ、触ってみても……？　いや!!　分かっているわ！　無ぶ粋すいな申し出をしている事ぐらい百も承知だ!!　だが、立体となると……どうしてもいろんな角度から眺めてみたくなるのよ……ッ!!」




[image: ]




　褐色の彫刻家は何やら苦悩しているようだが、ルチアとしてはちゃんと食べてもらえるなら構わない。しかしあっさり手渡されると今度は、『このフォークの向き……この翼つばさの形……。そうか、これは空腹の怒りによってさらに空腹になるという事を意味していたのか……ッ!!』と唸うなりまくっている。

　はぁーまったく芸術家ってのは分かんねーなーもう、と呟つぶやきながらゾロゾロと台所から出ていく大量のシスター達たち。それに混じってため息をつきながら廊下を歩く浴衣ゆかたの神かん裂ざきは、そこで『ん？』と首を傾かしげた。

　あれ？

　私達、何で芸術の話でまとまったんだっけ？







　第一六章　母に見えないのには訳がある　一〇月、第一金曜日







　神奈川県の一番ホットな場所からやや外れた所にある、会員制のスポーツジム。

　壁も天てん井じようも全部ガラス張りになった室内プールは、学校にある典型的な長方形のプールを、もっと豪華で精密にしたようなものだった。客層は結構バラバラで、本格的に〇・一秒のタイムを縮めようとしているアスリートから、インストラクターのお姉さんに泳ぎ方を教わっている主婦層、さらには健康法だのダイエットだので利用している人までいる。

　御み坂さか美み鈴すずが泳いでいるのは、そんなプールの一番外側のレーンだ。

　見た目は二〇代そこそこ、しかし実質一四歳の娘を持つ母親である美鈴は、大学の講義が終わると毎日このプールで泳いでいる。努力を怠おこたるとすぐに体に跳ね返ってくる……というかなり微妙な理由で『とりあえず運動している』彼女だが、その速度は恐ろしく高速。隣となりのレーンで勝手なライバル心を燃やすアスリートの女性が必死で追いすがろうとするものの、魚雷のような勢いで水中を突き進む美鈴には手も足も出ない。

　ところが、肝心の美鈴はと言うと、

（……まずいなぁ）

　プールの縁に手を突き、ザバァッ!!　と顔を上げた美鈴は、最速タイムを前に絶句しているインストラクターなどお構いなしに、ややうんざりした調子でため息をつく。

（この水着、高性能すぎて意味がないなぁ。せっかく抵抗力のある水の中で運動してるのに、これじゃ結構台無しかも……）

　美鈴がまとっているのは、水着というよりサーファーが好む黒のウェットスーツのようなものだ。手足の部分がそれぞれ肘ひじと膝ひざの辺りでスッパリ切れていて、ボディラインを強調するような、ワンピース型の水着のようなラインの引いてあるものだ。

　とにかく速く泳げる水着という広告を見て、何となく通販で買ってしまったのだが、どうにも水流を効率良く調整しすぎてしまう。ガチで競技大会に出場するなら大成功なのだが、なんというか、美鈴は本来想定されていたお客様層ではなかったらしい。

　と、

「あらあら。大学の方はもう終わったんですか？」

「おや上かみ条じようさん。こんちはー」

　プールサイドからかけられた声に、美鈴はコースロープに体を預けたまま、水の中から手を振って答える。

　上条さんと言うのは上条詩しい菜なという女性の事だ。最近こっちへ引っ越してきたらしく、原動機付きパラグライダーを趣しゆ味みにしているせいか、『空飛ぶお嬢じよう様さま』として近きん隣りんではちょっとした有名人になっていた。

　ちなみに、お嬢様と冠がついているものの、詩しい菜なは高校生の子供を持つ立派な母親。おそらく実年齢は自分より上だろう、と美み鈴すずは予想しているのだが、肌の張りだの水の弾はじきっぷりなどが半はん端ぱではない。今も楚そ々そとした（ように見えて要所要所は意外に攻こう撃げき的てきな）白いワンピース水着から伸びる手足は、どう見ても一〇代辺りである。

「上かみ条じようさんは、またいつものあれですか？」

「ええ。趣味の方で、意外に肺活量を鍛きたえる必要がありますから」

　さりげない会話の中で二の腕とか太ふと股ももとかをチェックしていた美鈴は、割と非の打ちどころのない感じの詩菜ボディにぐぬぬと心の中だけで唸うなる。

（……くっ、悔しい。一体どんなストレッチをすりゃあんなに瑞みず々みずしくなるんだ……？）

　かくいう美鈴だって十分以上に美人である。その辺の学生達たちと混じって大学の講義を聞いていたって、全く違和感のない若々しさである。しかし、彼女は知っているのだ。美人とか若々しいとか大学生に見えるとかという言葉の端はし々ばしに、『美人（だけど実はねぇ）』『（子持ちにしては）若々しい』『（おばさんなのに）大学生に見える』などなど、余計なワードが見え隠れしている事を。老いというモンスターは巨大な口を開け、今まさに猛ダッシュする美鈴を丸まる吞のみしようとしている事を!!

　そんな美鈴からすれば、目の前の詩菜が羨うらやましくて仕方がない。

　そういう努力をしている美鈴だからこそ、分かる。上条詩菜という女性は、自分よりも年上のくせに、その手の努力を全くしていない。しかも余裕で瑞々しい。

　今も、

「せーのっ」

　とか何とか言いながら、両手でビート板を摑つかんだまま、顔を水に浸つけて、そのまま水死体のようにいずこかへとぷかぷか漂っていくだけだ。

（……いっそ学園都市にいる美み琴ことちゃんに、トンデモ健康マシンでも紹介してもらおうかしら。いやいや、単純にダイエットしているだけだと、皮ひ膚ふの艶つやを作ってる脂肪とかも減ってパサパサになったりすんのよね……）

　いつまでも水面でブツブツ呟つぶやいていた美鈴は、一通り水死体モードを満喫した詩菜を連れて、一いつ緒しよにプールサイドへ。

「いやー、意外に主婦の一人暮らしっていうのも気楽で楽しいもんですよねー。まぁ、定期的に帰ってくるって分かってるからこそ言える台詞せりふなんでしょうけど」

「あらあら。御み坂さかさんの旦だん那な様は単身赴任なんですか？」

「単身赴任っつーか、あれは何なんだろうな？　もう今どこで何やってんのか分かんないような状態ですよ」

「ウチは単身赴任ではないですけど、とにかく海外出張が多くて多くて。しかも毎回毎回変なお土産みやげを買ってくるものですから、実は世界に残るトンデモ秘境の奥にでも潜もぐっているんじゃないかと疑いたくなる時もあるんですけど」

　あははあはあはと笑い合う美み鈴すずと詩しい菜な。

　……実は、件くだんの旦だん那なさん達たち（新入社員の田た中なか君や旅先で出会った人達含む）が世界各地で本当にトラブルに見舞われて走り回っている事を、彼女達は知らない。

　長いタオルで水気を拭ぬぐいながら、ふと詩菜はこんな事を言った。

「そういえば、ウチの子の学校は、中間試験がなくなったとかいう話がありましたけど」

「んー？　あ、そういやウチの美み琴ことちゃんトコもそうだった。確か、期末テスト一発で二学期の成績が決まるとか何とか。まぁ、あの子はその手のプレッシャーは感じないだろうから、いつも通りって事で済まされんだろうけど」

「ウチの当とう麻まさんは、いつも通りだろうといつも通りじゃなかろうと、結局赤点で補習だと思いますけどね」

　くすくすけらけらと笑う二人だったが、そこで美鈴はふと気づいたように、

「……こういう所は母親らしい会話になるんですよね……」

「あらあら。というか、思いっきり主婦ですもの」

　近くを通りかかった学生らしき女の子が『？』と首を傾かしげたが、まぁそういう事なのだ。

　美鈴は『うーん……』とちょっと考えてから、

「前から、ちょっとだけ気になっていた事があるんですけど」

「何でしょう？」

「私達の子供って、学園都市で勉強している訳じゃないですか。で、その街で最さい先せん端たん科学の技術を借りて、超能力者としての力の方も開発している訳ですよね」

「ええ、まぁ」

　ウチの当麻さんはちょっと微妙ですけど……と詩菜は唇くちびるだけを動かして付け加える。

「超能力の素質って、何で決まるものなんでしょうね」

「あらあら。流石さすがに私、そっちの話は良く分かりませんけど……やっぱり、その、遺伝子とか、ＤＮＡとか、そういうものでしょうか？」

　ですよねー、と美鈴は頷うなずいてから、

「でも、そうなると」

「？」

「いや。美琴ちゃんが学園都市第三位の超レ能ベ力ル者５になれたっていう事は、私もおんなじような時間割りカリキユラムを受ければ、前髪からビリビリ電気が出たりするのかなぁって思いまして」

　まぁ、とお上品に驚おどろく詩菜。

　同じ学園都市に子供を預けた身だからなのか、美鈴はさらに自分の考えをスラスラと言う。

「……もしかしたら、世の中にはそういう人達たちがいっぱいいるのかもしれないなぁ、とか考えると、ちょっと不思議な気分になるんですよね。ウチの美み琴ことちゃんは第三位なんて地位にいるけど、本当は、もっとすごい才能が誰だれにも気づかれないまま、その辺にゴロゴロ転がっているのかなぁ、とか」

　最後の方は、ほとんど独り言にも近かった。

　世の中には、自分の才能に自分で気づかないまま、一生平凡な主婦のまま終わっていく人もいるのかもしれない。あるいは自分は普通の人間だと思い込んだまま、実は本人も気づかないまま不思議な力を使ってしまっている人もいるかもしれない。

　それは手から火が出たり、前髪から雷が出たりといった、見た目にも分かりやすい能力という訳ではないのかもしれない。日ひ頃ごろのちょっとした現象───例えば少し勘が優れているとか、常人より字が綺き麗れいに書けるとか、外見が実年齢よりちょっと若く見えるとか、そういうどうでも良い、くだらない『ふしぎ』にも、そういう理論とか法則みたいなものがあって、人々は人々なりに自分や個性とくしゆのうりよくといったものを抱えて生きているのだろうか。

「あらあら。何なら、学園都市内の大学へ編入してみてはいかがですか？」

「うーん。それも面おも白しろそうなんですけど、私の歳としだと能力開発用の時間割りカリキユラムには参加できないんですよねえ」

　あははと笑って美み鈴すずはこう言った。

「結局、真相は分かりません。でも、そっちの方が夢があるような気がするんですけどね」
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　とある事情でスキルアウトを辞めた浜はま面づら仕し上あげは、学園都市暗部に存在する『アイテム』という小さな組織の下働きをしていた。『アイテム』の構成員はわずか四人だけだが、それなりに力はあるようで、どこから集めてきたか分からない予算をいっぱいもらっていたりする。

　そんな謎なぞ組織の一員である一二歳ぐらいの少女、絹きぬ旗はた最さい愛あいの一言によって物語は始まる。

「浜面、浜面。超特急で身分証を用意できますか？」

「一時的とはいえ一〇〇人以上のスキルアウトを束ねていたこの俺おれが、何でそんな雑用を……」

「超ぐだぐだ言っていないで、身分証ですよ身分証」

「ちくしょう。そりゃ『作れ』って事か。要求レベルによるなぁ。ＩＣカードぐらいならすぐ済むけど、パスポートとかだと時間かかるぞ」

　できないとは言わない辺りが何ともアウトローな浜面。

　絹旗は小さな手をパタパタ振って、

「ええと、そんな超精巧なのじゃなくて良いです。単に年齢詐称したいだけで、どっかの高校の学生証とかで超構いませんから」

「？？？　そんなん用意してどんな仕事する訳？」

　浜面が素朴な質問を放つと、絹旗は『極めて超大事なミッションです』と前置きした上で、

「───今週超公開のＲ15指定映画を観みるためです!!」

　こうして、浜面第二の人生初仕事が決定した。







　絹旗最愛の趣しゆ味みは映画観賞だ。

　一口に映画と言っても色々なジャンルやランクが存在すると思うが、彼女の場合はタイトルを並べても『聞いた事ないなぁ』どころか、『……それ……なに……？』とドン引きされる事必須な作品ばかりに目が向くタイプの映画観賞マニアである。

「……っつーか、こんな所に映画館なんてあったのか……」

「今回はまだまだＢですからね。Ｂならば超ここです。Ｃ級まで超いっちゃうと、さらに潜もぐる必要がありますけど」

「うえ……」

　浜面の呻うめき声が聞こえる。

　表通りから裏道に入って、さらに枝分かれした小道に入って、さらに入って入って入って最終的に何だか隙すき間まみたいな所を潜くぐり抜けた先に、ほとんど雑居ビルを上から押し潰つぶしたみたいな建物がある。

　人工衛星でも確認が難しそうな建物密集地帯に埋もれたこの映画館は、どうやら絹きぬ旗はた最さい愛あいのシークレットポイントらしい。当然の如ごとく単館上映専門の映画館で、つまり『ここを逃すと他ほかでは観みられない』レベルのマイナー作品ばかりが襲おそいかかるという、素人しろうとさんはおネムです的恐怖施設だった。

　絹旗は腰に両手を当て、気合を入れるように鼻息を吐はくと、

「一応身分証は用意してもらいましたが、私の外観を補強する要素がもう一つ欲しいんです。同じ身分証を二人で提示すればチケット売り場の姉ちゃんの目を超ごまかせるでしょう」

　そんなこんなで、インテリ系図書館の司書さん風味な売り子さんの警戒視線を何とかクリアして映画館内部へ侵入する二人。ほとんどホラーゲームの洋館ばりの汚い廊下を進んで両開きの扉を開けると、その先にあるのが上映室だ。

　元々建物も小さかったのだが、この上映室はさらに小さい。その辺の学校にある視し聴ちよう覚かく室しつを大きくした程度で、段差状の観覧席も、何だかテレビに出てくる大学の講義室のように見える。

　しかしそれ以上に気になるのが、

「……おい。確か本日公開でここ以外じゃ日本のどこでも観られないんだよな。それが上映一五分前で客足ゼロってのはどういう事だ？」

「ああん☆」

　質問に対して変な喘あえぎ声が聞こえ、浜はま面づらはギョッとした顔をそっちに向ける。見れば、絹旗最愛は今にも卒倒しそうに膝ひざを笑わせながら、両手を組んでほっぺたの辺りに押しつけつつ、

「単館上映で公開初日の客は私だけ。それはつまり、この作品の素晴らしさを超分かっているのは私だけ!!　ええ分かっていますとも、錯さつ覚かくなのは分かっていますとも。それでも今この瞬しゆん間かんだけは監督サマの伝えたい事超一人占めェェえええええええええ!!」

　馬ば鹿かが変な方向にセルフトリップしているようなので、浜面は放っておいてポップコーンを買いに行く。上映室真ん中の座席に戻ってくると、絹旗がポップコーンを見て鼻で笑う。

「ふっ。キャラメル味のポップコーンは上映中に超喉のどが渇くから邪道だと言うのに。まったく超分かっていない男ですね浜面は」

「じゃあ横から手を伸ばして俺おれ以上にモリモリ食ってんじゃねえよ。ほら飲み物も」

「おやおや。それで対策になるとでも？　よりにもよって炭酸のＬサイズを選んでくるなんて、上映中にトイレに行きたくなったらどうするんですか。やはり浜面は所しよ詮せん超浜面といった所ですね」

「その炭酸飲料を受け取りながら座席の下で足をパタパタ振ってる女には何も言われたくねえよ」

　そうこうしている内に上映室の明かりが落ちた。びー、というおざなりな電子ブザーと共にスクリーンに光が当てられる。普通なら始まって一〇分ぐらいは配給会社の予告編がダラダラ流れそうなものだが、ここでは一発で本編が始まった。なんか、他ほかに紹介する作品を用意できないぐらい色々と余裕がないらしい。

　ＣＧ全盛の昨今、ハサミで切り取ってフィルムへ直に張り付けたよと言わんばかりのタイトルテロップに目をやりながら、浜はま面づらは素朴な質問をした。

「なぁ」

「何ですか浜面この人生超最高期に」

「……開始三〇秒で顔を青く塗っただけの血気盛んなゾンビが満載なんだが、俺おれはどうしたら良い？」

「Ｂ級の楽しみ方が超分かっていない人ですね」

　本来は上映中のおしゃべりは厳禁なのですが、と絹きぬ旗はたは前置きしつつ、浜面が買ってきたポップコーンを勝手にバクバク食べながら言う。

「よいですか。Ｂ級の見た目がショボいのは当たり前です。ぶっちゃけ金も人員もない連中が超必死になって作ったものなんて、よほどの事がない限り見栄え良くとはいきませんからね」

「じゃあ何でわざわざこんな小さな映画館のエコノミー席みてーな椅い子すにスッポリ収まってる訳？　表通りにあるデカい映画館でハリウッド超大作でも観みてた方が良いじゃん」

「そうですか？　公開されるたびに大ヒット記録を塗り替えたり塗り替えられたりするものよりも、案外Ｂ級とかＣ級とか呼ばれているものの方が宝玉みたいに輝かがやいて見えたり心に残ったりするもんです。まったく超おバカなんだからー、とか何とか文句を言いながらも、気がついたら超しっかり楽しんでいるものなんですよ」

「はぁー。良く分からん」

　やっぱりハナから楽しんでいるヤツにどこが面おも白しろいかを尋ねても無む駄だか、と浜面は呆あきれる。興味のないバンドの魅み力りよく的てきな点を延々と解説されているような気分になる。

（下手な超大作より、案外Ｂ級とかＣ級とか呼ばれている方が輝いて見える、ねぇ）

　自分達たちも似たようなものかもしれないと思う。

　世の中にはいろんな才能を持った人間がいる。しかしその才能を発揮できる場をきちんと与えられている人間はどれほどいるだろうか。莫ばく大だいな予算も優秀な人材も、それらを活かつ躍やくさせる設備や施設もないまま、本人すら気づかぬままに埋もれていく『不出の才能キヤラクター』というのは、世界にどれだけいるのだろうか。

　例えば浜面仕し上あげは無能力レベル０判定を受けているが、それは教師側の『才能の育て方』に問題があったのかもしれない。例えば絹旗最さい愛あいはもっと陽ひのあたる場所へ行けば、健全にその能力を発揮できるかもしれない。学園都市にはたった七人の超レ能ベ力ル者５がいるが、本当にそれだけか。学園都市の外に広がる大きな世界には、その才能を自他ともに知らないだけで、八人目、九人目となる資質を持った人間が、案外その辺の道みち端ばたで花でも売っているかもしれない。

　そう考えると、このちっぽけな映画館のスクリーンに映る青色ゾンビをバンバン葬ほうむるマグナム刑事は、この不平等な世界に対する挑戦なのだろうか。自分の才能を最大限に発揮できる場所や運命から弾はじかれていながら、それでも俺おれはこの地球で一番人生を楽しんでいるんだとしらしめるための。

「……、」

　浜はま面づらの中で、スクリーンの情報が情景に変わる。

　確かにそういう想おもいが頭に入っていると、作品に対する見方が変わってくるような気がした。じめじめした同情心とも違う、何だか妙な理解感。今あるものが完かん璧ぺきに面おも白しろいとは思わないが、これから面白くなりそうだと期待できる。それは信しん頼らいとも高揚とも取れない、不可思議な感覚だった。この監督の作品を追いたいと思えるような、継続的な感覚だ。

　これが、絹きぬ旗はたが惹ひかれるものの正体だろうか。

　その横顔へさりげなく目をやる。スクリーンから照り返す光を受けた彼女は浜面の視線に気づかない。ある種真しん摯しとも表現できる顔で、ひたすらにスクリーンへ意識を集中させている。

　そんな絹旗が、ふと口を開いた。




「だぁー。超つまんねー」




　その瞬しゆん間かん、ズダーン!!　と浜面仕し上あげは座席からひっくり返ってキャラメル味のポップコーンを辺り一面にぶち撒まけた。

「うォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおうい!!　身分証作って人を付き合わせてまでこんなマイナー映画を観みに来てんだろ!!　せめて一番先頭で映画好きの旗をぶんぶん振ってた張本人ぐらいは楽しそうな顔をしろォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

「おかしいですね。確かにパンフ読んだ時は超面おも白しろそうだと思ったんですけど。始まって一〇分ぐらいで心が離はなれてしまいました。やっぱり映画は実際に目を通さないと分からないって事ですか。奥が深い奥が深い……」

「ちょっと待ってくれ。じゃあついさっき俺おれの中に芽生えたＢ級への理解感とか変な一体感とかは何だったんだ!?」

「何ですかそれ？　こんな超駄だ作さくを観たところで一体何を理解したというんですか。少なくとも、今この場面ではＢ級の楽しみ方なんて絶対に分かる訳ないと思いますけど」

「……ッ!?」

　変な肩透かしを食らって一気に映画に対する心の扉が閉まってしまう浜面仕上。そんな彼に追い打ちをかけるように、絹旗はあくびをしながらこう言った。

「ふぁああ……。まぁ二〇分後ぐらいにヒロインが超死にますね。なんかさっきから、スタッフ一同さっさとこのヒロイン殺したいですサインがびんびん伝わってきますし」

「もはや完全に感情移入する気がゼロ!?　い、いいや死なないね!!　このヒロインはゾンビ地獄を抜け出して主人公と一いつ緒しよに朝日を見るに決まってるね!!」

「じゃあ超賭かけましょう。私は死ぬにガム一個」

「死なないの!!　何な故ぜならこの口数少なくて健気けなげなヒロイン俺のツボに入ってるから!!」

　言ってる側そばから、スクリーンの中の紅一点がガブリとやられた。即死ではないものの、いかにも花が散りそうな表情で肌がどんどん真っ青になっていく。

　浜はま面づら仕し上あげが頭を抱え、『ガム超げっとー』という絹きぬ旗はた最さい愛あいのやる気のない声が上映室に響ひびいた。

　映画館には、途中で投げない人と一緒に行こう。
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「やっと見つけました。半はん蔵ぞう様」

　全身に鎖くさりを巻いた忍びの少女は、静かな声でそう言った。

　ここは第二二学区の地上部分だ。他ほかの学区と異なり、都市としての機能をほぼ一〇〇％地下市街でまかなっているこの第二二学区は、地上部分が全すべて風力発電用の施設になっていた。ジャングルジムのように縦横へ張り巡らされた鉄骨が地上三〇階分ぐらい積み上げられ、その随ずい所しよへ立体的に発電用プロペラが並べられている。

　プロペラだらけの奇怪な風景の中に立つのは、頭にバンダナを巻いた一人の少年。

　半蔵と呼ばれた男は、柱のように立った鉄骨に背中を預けたまま、へその所だけ透明な黄色いミニ浴衣ゆかたの少女……郭くるわの顔を見据える。

「まったく、わざわざ身分を偽いつわってこんな街に潜もぐり込んで、半年近くも人を追いかけ回しやがって。何がそこまでお前を駆り立ててるんだ」

「再興を。高潔なる服部はつとりの家と、さらには伊い賀がの台頭を」

　淀よどみなく答えた郭。

　しかしそれを聞いた半蔵は、呆あきれたように息を吐はいた。

「忍びってものを勘違いしているだろう、お前」

「……、」

「忍者ってのは、元はと言えばどっかの偉い武将さんが、そこらの山賊を金で雇った所から始まる。高潔な家なんて程遠い。のちに家を与えられた者もいるにはいるが、その発祥を辿たどれば辿るほど、俺おれ達たちの本質は『どこにでもいる誰だれか』になるんだよ」

　半蔵はズボンのポケットに両手を入れる。

　そうしながら、彼はさらに続ける。

「良いか、郭。忍びのあるべき形は、雑草であり、害虫であり、脇わき役やくだ。……高潔なる家、なんて事を言ってる時点で、お前はこの世界じゃ生き残れない。理由は分かるか？　闇やみに紛まぎれて生きる俺達がそんなに光を放っちまったら、瞬またたく間に集中攻こう撃げきを受けて皆殺しにされるからだ」

「それは、我ら忍びが有力者にすら畏い怖ふされる存在である証左。しかし、ここから先はもっと効率的に立ち回る時代が来たのです」

　そうまでして自分の居場所が欲しいか、と半蔵は首を横に振る。

　本当に残念なのは、馬ば鹿かなヤツだと思いつつも心境を理解する事はできるという所か。

「お前のために言っておく。雑草に学べ、害虫を参考にしろ、そして脇役を敬え。雑草はどこにでもある。害虫はなくならない。そして脇わき役やくは風景に溶け込む。それら全すべてを兼ね備え、凝ぎよう縮しゆくすることこそが……我ら忍びの本質だよ」

「分かり合えませんか」

「分かろうと思う努力をしない相手とはな」

「ならば」

　チャキ、という音が、郭くるわの右みぎ袖そでの中から聞こえた。肩まで露ろ出しゆつしている左腕と違って、片方だけ伸びている袖の中から。彼女がわずかに動くと、体に巻いている鎖くさりも音を立てる。

「もはや説得はいたしません。力によって我が軍門に下り、これより私の手により服部はつとり再興の部品となっていただきます」

「過激なプロポーズだな。子供でも作ってほしいのか」

「それもまた、必要ならば。たとえ力づくでも」

　真顔で答えた郭に、半はん蔵ぞうは思わずため息をつく。

「拳けん銃じゆうでも取り出す気か？」

「あ、あれはやめました。……忍びらしくないと言われましたので……」

「？」

「そ、それに、銃器は仕組みが複雑である反面、その動作が不安定になる事も、それを意図的に誘ゆう発はつする方法もあります」

　首を傾かしげる半蔵に、郭は努めて平静に口を動かす。

「ものによっては、マガジンが一ミリ歪ゆがんだだけで動作不良を起こす機種もあるほどですし。半蔵様が相手では、かえってシンプルな得え物もので立ち向かった方がよいでしょう」

　ジャガッ!!　という金属音が炸さく裂れつした。

　郭の袖の中から飛び出したのは、三〇センチ程度の鎌かま。郭は体に巻いていた鎖を取り外し、その先せん端たんに鎌を取り付ける。鎖のもう片方の端はしにあるのは、彼女の足首にはめられていた金属製の足あし枷かせだ。

「鎖鎌か」

　ズボンのポケットに手を突っこんだまま、半蔵は目を細めた。

「忍びの道具じゃねえな。……奇抜な暗器だが、目立ちすぎる」

「……、」

　郭は会話に応じなかった。

　言葉を交わす事すら許さず、無言のまま叩たたき潰つぶそうとしている訳ではない。




　キュガッ!!　と。

　半蔵の体が、一気に郭の懐ふところへ飛び込んだからだ。




　郭くるわが息を吞のんで後ろへ下がろうとした時には、すでに半はん蔵ぞうは正面から最後の一歩を踏ふみ込んでいた。ズボンに突っ込んでいた右手が、いつの間にか抜かれている。その手は拳こぶしを振るうように後ろへ引かれている。

　ただし、袖そでの中にキラリと光る物があった。

　それが鋭い切っ先であると認識した瞬しゆん間かん、半蔵の五指が勢い良く郭の顔面へ飛んだ。

「ッ!?」

　あまりにも素早くて、もはや体全体は追い着けない。郭は首だけを振って、かろうじて迫る一いち撃げきを回避する。

「打ち根……ッ!!」

「これが忍びの得え物ものだよ」

　半蔵の手にあるのは、全長一五センチ程度の極めて短い矢。ただし投とう擲てき用ではなく、刺突用の矢だ。その用途から、世界最小の短たん槍そうとも呼ばれる暗殺用の刃物である。

　続けて迫る半蔵の突きに、郭は手に太い鎖くさりを巻き、それを使って防御するしかない。鎖くさり鎌がまの本来の用法は、遠心力を使って錘おもりのついた鎖を投擲し、相手の武器を搦からめ捕った上で、鎌の先せん端たんで敵を討つ事だ。しかし、こうも密着されて連打を受けてしまえば、いちいち鎖を振り回して遠心力を借りるだけの暇がなくなってしまう。

　防戦に追いこまれながら、郭は歯は嚙がみする。

　半蔵は本気を出していない。

　本来の忍びの技なら、最初の一撃で確実に殺す。それに失敗したら、速すみやかに逃走する。にも拘かかわらず、そのセオリーに反しているのは、郭を封じて穏おん便びんに済ませるつもりか。

「甘く、見てくれたものだ……ッ!!」

　目上に対する敬語すらかなぐり捨て、郭は両手で鎖をピンと張ったまま、余った鎖をそのまま振る。遠心力も何もないジャブのような一撃だったが、半蔵はそれを避けるために首を後ろへ振る。

　その隙すきに、郭は大きく後ろへ下がった。

　遮しや蔽へい物ぶつを間に挟むつもりか、風力発電用の鉄柱の裏側へ飛び込む。

「───ッ!!」

　半蔵は即座に前へ。

　郭に形勢を整える時間を与えず、そのまま柱を回り込む勢いすら利用して、グルリと横に回すような一撃を放つ。ひらりと揺れる黄色い布を裂くように、そのまま打ち根の鏃やじりを一気に突き込む。

　しかし半蔵の顔が曇くもる。

　そこにあったのは、脱ぎ捨てられた浴衣ゆかただけだったのだ。




　ヒュン、という音が聞こえた。




　半はん蔵ぞうはそちらへ目をやった。半蔵が柱を回るのと合わせるように、逆側へ回り込んだ郭くるわがいた。下着だけの格好になった彼女はわずかな時間を得て、鎖くさりを回している。半径一メートル程度の円。二回、三回と回転し、速度と威力を増す錘おもりを見て、半蔵の全身が危機感を訴える。

（来るか!!）

　投とう擲てきした鎖で武器を絡からめ、動きを封じた所で襲おそいかかる鎌かまの切っ先。

　不幸中の幸いなのは、鎖鎌はタイミングを計るのが簡単だ、という事だ。ヒュンヒュンと回転させながら力を蓄えている以上、その動きに合わせて適切な角度やタイミングで手を離はなさなければ、錘のついた先せん端たんはあらぬ方向へ飛んでしまう。

　回転する錘と、空気を裂く音。

　意識を集中させる半蔵の耳に、一ひと際きわ大きな、ヒュン!!　という音が聞こえ、

（避け、───ッ!?）

　とっさに横へ跳ぼうと重心を動かした半蔵は、そこで気づいた。

　郭は、まだ鎖を放っていない。

　ヒュン、という音は、郭が唇くちびるを動かして鳴らした口くち真ま似ねに過ぎなかったのだ。

「しま……」

　半蔵は気づいたが、一度傾けてしまった重心は即座に修正する事はできない。半はん端ぱにためらったが故ゆえに、結果としてほとんど硬直してしまった半蔵の元へ、今度こそ本命の鎖が勢い良く飛んでくる。







　錘のついた鎖を放ちながら、郭は勝利の確信を得た。

　半蔵はこの一いち撃げきを避けられない。太い鎖は半蔵の右腕へ巻き付き、その動きを封じられる。後は郭が鎖を強く引っ張り、相手のバランスを崩した所で、草刈り鎌でトドメを刺せば終わりだ。

　決定的な優勢を感じながら、しかし郭はどこかで寂しさに似た感情を抱いていた。

　結局、半蔵とは、服部はつとりの家の力とは、この程度のものだったのか。

　歯は軋ぎしりしながらも、郭の鎖は正確に半蔵の腕を捕らえる。

　脇わきと肘ひじの間に飛び込んだ鎖は、そのまま蛇のように半蔵の腕へ服ごと巻き付き、




　ボヒュッ!!　と。

　半蔵の腕をすり抜け、そのままあらぬ方向へと飛んでいった。




「な……？」

　郭くるわは予想外の方向へ進む鎖くさりの力に押されるように、やや前のめりになる。

　半はん蔵ぞうの腕に巻きつくはずだった鎖が、まるで和紙に武器を当てたように、あっさりと突き抜けてしまった。その事実に対し、郭は一いつ瞬しゆん遅れて事態に気づく。

　半蔵の右腕が、ひらひらと揺れていた。

　長なが袖そでの服から腕を抜いていたのだ。郭は布だけになった袖に向かって鎖を放ってしまったのだ。

　半蔵の右腕は現在、上着の胴体の所に収まっているのだろう。

　その状態で打ち根を放つ事はできない。

　ただし、

　打ち根を持っているのは、右手だけとは限らない。

　キュパッ!!　と半蔵は勢い良く前へ出た。郭はとっさに鎖で防御しようとするものの、外した鎖の勢いに体を引っ張られたせいで、思うように動けない。

　タイムロスはわずか一瞬。

　しかしその間に、半蔵は決定的な距きよ離りまで踏ふみ込んでくる。

「さ……」

　その瞬間、郭は何な故ぜか笑っていた。

　眼前に迫る一いち撃げきを見て、服部はつとり家けの再興を望んだ少女は微笑ほほえんでいた。

「流石さすがです、半蔵様!!」

　半蔵の左手に、キラリと光るものがあった。







　半蔵は崩れ落ちた郭の顔を、静かに見下ろしていた。

　下着だけの格好で倒れている少女には、目立った出血はない。最後の瞬間、半蔵は手の中にあった打ち根を引っ込め、拳こぶしで郭を叩たたきのめしたのだ。

「……ったく、幸せそうな顔でぶっ倒れやがって」

　半蔵は舌打ちした。

　彼女の生き様は、忍びの極ごく意いとは違う。とある一つの目的のために死をも厭いとわぬ精神は、本来この国の治安を守ってきた武士道の専売特許だったはずだ。

　彼にはできない。

　雑草であり、害虫であり、脇わき役やくである忍び。結局彼は、駒こま場ばという友を亡なくしても、浜はま面づらという友を失っても、たった一人でいつも通りの日々を過ごしていた。

　忍者なんて、別に強くも偉くもない。

　先ほどの戦いを見れば分かる通り、ちょっとした工夫で戦せん闘とうのリズムをこちらへ傾け、その隙すきに死角から攻こう撃げきを加えるのが忍術の極ごく意い。

　故ゆえに、『特別な人間』でない半はん蔵ぞうは、最初の一撃で確実に敵を殺せる戦せん闘とう以外は一切参加しない。そうである事が、密偵として生きる者の基本である事は理解していたのだが、

（胸むな糞くそ悪りぃな……）

　半蔵は首を横に振って、郭くるわが脱ぎ捨てたミニ浴衣ゆかたを拾い上げた。そういう術を学んだくノ一とはいえ、無造作にポンと半裸があるのはしのびない。気を失った郭の上へ、シートのようにミニ浴衣を被かぶせようとした半蔵だったが、

「……、」

　そこで、カサッとした紙の感触があった。

　ミニ浴衣の袖そでの中を軽く漁あさると、その中から出てきたのは、ちょっとしたレポートだった。

（『原石』の、リスト……？）

　学園都市の中でもわずかにウワサに上っていた、天然モノの能力者。郭は、彼らを仲間に引き入れて新たな忍術集団でも作るつもりだったのだろうか。

　確かに、厳密に言えば、忍びは科学的なものだ。そして郭は半蔵と違い、派手で豪ごう奢しやで高潔な忍術集団を目指していた。そういう点からすれば、『原石』だけで構成された部隊を有する、というだけでも、かなりのアピールポイントになるだろう。

　しかし、半蔵が眉まゆをひそめたのはそこではない。

　彼は『原石』のリストを手にしたまま、静かに思う。

（……何な故ぜ、こんな学園都市の機密文書を郭が手にしている？）

　郭は忍びの末まつ裔えいだが、半蔵を捕捉するのに半年近くもかけてしまった人間だ。風景に溶け込む、集団の中に潜もぐり込む事は得意であっても、広域から情報を入手する術には長たけていないはずなのだ。

（このリストを用意した誰だれかが、郭を利用して何かをしようとしていた。ただ、そいつは誰だ？　そして、一体何が目的だったんだ）

　しばらく考えていたが、結論は出ない。

（……この街で、一体何が起きていやがる）

　半蔵の手の中で、レポートがぐしゃりと音を立てた。







　第一九章　輝く原石と血みどろの利権　一〇月、第二金曜日







　学園都市統括理事会のメンバーというのは、どいつもこいつも金持ちばかりで頭にくる。

　貝かい積づみ継つぐ敏としが個人的に用意したホームシアターをぐるりと見回し、天才少女・雲くも川かわ芹せり亜あは思わずこめかみに指を当てた。

　個人の邸宅には不釣り合いなドーム状の室内は、ホームシアターと名付けられているものの、音おん響きように重きを置いた空間だった。三六〇度ぐるりと取り囲むスピーカーの群れは、あらゆる壁の隙すき間ますらピッチリと埋め尽くし、扉の裏側にまでも設置されているという入念さだ。

「知り合いにプロの指揮者がいてな」

　これまたアンティークな装置が似合いそうな礼服の老人がそんな事を言う。

「生演奏マニアを唸うならせてやろうとあれこれつまらん事をしている内に、気がつけばこんな物が出来上がってしまっていた。妻と娘にも呆あきれられているよ」

「面倒臭くさそうな話だけど。これだけ大量のスピーカーを使用するとなると、専用の音楽メディアを用意する必要があるんだろうけど」

「まぁな。音質は素晴らしいのだが、一曲辺り二〇〇〇万ほど消費するので苦労する」

「滅んでしまえ」

　雲川は吐はき捨てながら、シアターの巨大なモニタへ目をやる。チャチなプロジェクタではない。三〇〇インチは軽く超える、超高密度ディスプレイだ。これ一台で映画館が土地ごと買える代しろ物ものである。

　映し出されているのは、公開一年ほどで忘れ去られる大ヒット作品ではない。

　つまらん男の顔だった。

　雲川はそのまま永眠できそうなほどふかふかな革張りの椅い子すに座り、サイドテーブルにあった飲み物を手にしつつ、画面の方へ目をやった。

「成金趣しゆ味みは気に食わんけど、内ない緒しよ話ばなしができる程度には防音を施ほどこされている。……そろそろ聞いておこうか。貴様の泣き言をな」

『い、言い訳をするような事は、何もしていない』

　画面に表示された巨大な顔が、そんな事を言った。

『説明するのも億おつ劫くうだが、今回の件に我々は関与していない。調べてみれば分かる。一連の行動は全すべて、我々の与あずかり知らぬ所で自然発生しただけだ』

「なるほどな」

　言ったのは、雲川の座る椅子の背もたれに手をやった、貝積だ。

「すると、フランス、インド、オーストリア、タイ、アルゼンチン、その他、世界各地で一斉に『原石』達たちが研究サンプルとして狙ねらわれ始めている事に、貴様は関与していないと言うのだな？」

『そうだ』

　画面の男は頷うなずく。

『我々は過去にスターゲート計画などを立案・実行し、本気で能力者の軍事利用を考えた事はある。しかし、今回は違う。各おの々おのの組織の成り立ちを調べて行けば分かる。彼らの間に繫つながりはない。我々の「出資」で生み出された組織でもない』

「確かに」

　雲くも川かわはストローでピンク色の液体を一口含みつつ、サイドテーブルに置かれた書類に目をやる。付け合わせのフルーツのように用意されているのは、『原石』達へちょっかいを出している組織に対する調査報告書だ。

「学術機関、科学思想団体、スポーツ工学系集団、果てはちょっと変わった人身売買組織まであるな。確かにこれらがネットワークを形成している証拠はないし、貴様達の後ろ盾があるようにも思えんけど」

『当たり前だ。いくらＣＩＡが有名だからと言って、世界中の陰いん謀ぼうを全すべて我々のせいにされては困る』

「だろうな。ところで、貴様にちょっとした質問があるんだけど」

　雲川はバサリと資料をその辺へ投げ捨て、

「これら学術機関、科学思想団体、スポーツ工学系集団、ちょっと変わった人身売買組織……いずれの機関にも、ご自じ慢まんのＣＩＡのスパイが二名ずつ潜もぐり込んでいるんだけど、どういう事だ？」

『ッ!?』

「気づかんとでも思っていたのか。各々独立した組織の間で、こうして当人にも気づかせんままネットワークを形成していた訳だ。……けど、どうした？　貴様の国の首脳陣とて、こういう方法は望んでいないだろうけど」

　画面の男は何かをまくし立てたが、雲川は聞かずに通信を切った。

　貝かい積づみは雲川の頭頂部を見下ろした。

「どう思う？」

「そうだな」

　グラスを揺らし、中にあった氷を軽く回しながら、雲川は答える。

「各々の機関については心配ないけど。彼らが『原石』をどういじり回そうが、実用レベルの能力開発技術なんぞ手に入れられる訳がない。勝手に失敗するのなら放っておけば良い」

「……、」

「ただし、スターゲート側は各おの々おのの失敗データを入手し、統合しようとするだろう。失敗は成功のもと、という訳だな。無数の失敗データを参考に外堀を埋める事で、成功データを手に入れようとしているのかもしれんな」

「具体的なリスクは？」

　質問に対し、そうだな、と雲くも川かわは気だるい返事をして、




「〇％だ。心配はないけど」




　そっけない答えに、貝かい積づみは思わず息を吐はいた。

　安あん堵どではない。それは呆あきれに近い。おそらく予想していたのだろう。

　雲川は続けて言う。

「そこまでやっても、彼らは失敗するだろう。かき集めたデータの使い道も分からず、勝手に頓とん挫ざするだろう。しかしその失敗に気づかん限り、彼らは『原石』達たちを消費し続けるのだろうけど」

「そうか。瑣さ末まつな懸け念ねんはこれで去ったな」

　貝積継つぐ敏としは短く言った。

　その上で、彼はさらにこう切り出した。

「さて本題に入ろうか。……これから、どうする？」

「ふん。相変わらず、甘い男だ」

「各々の組織、勢力が勝手に失敗するのは分かった。だが、そのために『原石』が消費されるのは気に食わん。……いいや、『原石』などという言葉で表現するのはやめよう。今、命を脅おびやかされているのは、ちょっとした才能を持っているだけの、ただの子供達だ」

　もう捕獲作戦は始まっているかもしれない。『原石』と呼ばれる子供達を無傷で保護したいのなら、各々の組織が本格的な『研究』を始める前に決着をつけなくてはならない。何しろ、自称『研究機関』であるものの、実質的に能力開発関連の知識・技術はゼロに近い連中ばかり。思い込みや先入観に偏った彼らは、下手をすると捕らえた端はしから解剖してホルマリン漬けにすらしかねない。

「私は以前、その質問には答えたはずだけど」

　雲川はくだらなさそうな声で、

「『原石』の総数はわずか五〇前後。対して、それを狙ねらう変人科学者どもは数知れず。それなら、『原石』の方を対処した方が手っ取り早いけど、とな」

「……、」

「招けよ、学園都市に。保護してしまうのが最も効率的だけど。それをお前は、あの子達にもあの子達の生活があるとか何とか言って、結局何もしなかった。後手に回ったのはお前の優しさが原因だけど」

「非は認めよう」

　貝かい積づみは硬い声で言った。

「その上で、ブレインである君に無理な注文をする。具体的に、どう動く？　我々とは違うルートでＣＩＡが用意した『原石』のリストに従い、じきにヤツらはそれぞれ、手近な所にいる子供達たちに対して『採掘』を始めてしまう。今から学園都市の人間を派遣しても、世界各地で同時に始まる『採掘』には間に合わん。これを阻そ止しする手立てはあるか？」

「日本にある学園都市から派遣するだけでは、確かに間に合わん。超音速旅客機を使っても、地理的な限界というものがあるけど」

　ただし、と雲くも川かわは端たん的てきに付け加えて、

「世界各地にある、学園都市協力機関を利用すれば事情は変わるけど。彼らが世界中で同時に事を起こそうとするならば、こちらも世界中で同時に動いてしまえば問題ないけど」

「簡単に言うがな」

　貝積は難色を示した。

「協力機関と言っても、そんなに大層なものではない。ようは、我々とビジネス的な取り引きを行っている企業や、資源などを提供してくれる団体などが大半だ。こういった荒事を任せられるような、軍事的な側面を持つ協力機関など、指で数える程度しか存在しない。彼らだけで五〇人前後の『原石』を即座に保護するのは不可能だ」

　学園都市は科学に頼たよる現代社会のほぼ全すべてを間接的に制御できるが、間接的だからこそ命令は緩ゆるやかに実行され、即応性は低い。『今すぐ世界中の軍隊を動かす』という便利なカードはないのだ。

「まぁ、表向きはそうなるけど」

「？」

「あまり借りを作るのは好ましくないけど、ここは素直に、あのカエルに頭を下げる事にしよう」

「先ほどから、何を言っている？」

「なぁに」

　雲川はストローを使ってグラスの中身を飲み干し、それから笑った。

「ちょっと、同じ顔をした女の子達に戦ってもらおうってだけだけど」







　第二〇章　複数同時悲劇への対応とは　一〇月、第二金曜日







　定時報告の時間です。

『イギリス、ガラシールズ・高次コンタクト協会にて、第四、第八、第一三ドームの制圧を確認しました、とミサカ一七〇〇〇号は報告します』

『スイス、ローザンヌ・世界知的俱ク楽ラ部ブにて、武装警備員を排除しました、とミサカ一八〇二二号は確認作業を行います』

『メキシコ、グアダラハラ・第六の感覚本社にて、研究棟の正面扉を爆破しました、とミサカ一四三三三号はさらに奥へ踏ふみ込みます』

『アルゼンチン、デセアド・人体スポーツ解析センターにて、セキュリティの電子ロックの掌しよう握あく完了しました、とミサカ一五一一〇号は機密エリアへのルートを開きます』

『フィリピン、ダヴァオ・人類の英知総本山にて、脱出艇ていを確認、逃走前に片をつけます、とミサカ一〇〇九〇号は攻こう撃げきに入ります』

　ザザ……。

　……ザザザ、ザザ……。

　ザザザ……ザザ。

『インド、アーメドナガル・神々の設計図本部にて、Ａ、Ｄ、Ｌブロックの破は壊かい完了、とミサカ一二〇五三号は作業を続行します』

『中国、ペキン・人類進化委員会にて、攻撃ヘリが出てきました、とミサカ一九〇〇九号は適当なため息をつきます』

『ベネズエラ、ラ・パラグア・特殊エネルギー研究所にて、研究設備の八割の破壊に成功しました、とミサカ一一八九九号は引き続き作業に追われます』

『カナダ、ムースニー・心の宇宙調査室にて、非常発電装置含む全電源の切断を完了しました、とミサカ一六八三六号は暗くら闇やみの中で報告します』

『オーストリア、ザルツブルク・国際優良遺伝子バンクにて、白い猫ちゃんを発見しましたが今はそれどころではありません、とミサカ一〇五〇一号は後ろ髪を引かれながら戦せん闘とうに復帰します』

　ドタッ!!

　ガガガガッ！　ダダン!!　バン!!

　ズッパァァァン!!

『南極・地球外カオス観測所にて、反撃が来ました、とミサカ一九九〇〇号は応戦します』

『タイ、チェンマイ・オーパーツ歴史資料館にて、この程度ならミサカ一人でも何とかなるでしょう、とミサカ一二〇八三号は評価します』

『ポーランド、スタロガルト・抗電波救済委員会にて、どうやらこれが最後の抵抗のようです、とミサカ一〇八五五号は淡々と報告してみます』

『イタリア、ファエンツァ・未来への翼つばさ中心核にて、こちらは戦車がいっぱいで面倒です、とミサカ一七二〇三号はげんなりします』

『スペイン、ログローニョ・精密ミクロ信仰会にて、なんか軍人崩れの暗殺者が出てきました、とミサカ一九四八八号は速攻で叩たたき潰つぶします』

　ジャキッ!!

　ドッパァ!!　ズダダダダダダダ!!

　ヒィィィィィィィィィン!!

『韓国、クンサン・先せん端たん科学研究所にて、主要研究員を全すべて拘束しました、とミサカ一五三二七号は報告します』

『フランス、アングレーム・国立夢占い解析所にて、いつか後悔させてやるとのコメントをいただきましたが、ミサカ一三〇七二号は構わずぶっ飛ばします』

『ブラジル、コダジャス・全世界覚かく醒せい連合にて、拘束した首しゆ謀ぼう者しや達たちの処理は後続に任せ、ミサカは先を急ぎます、とミサカ一七四〇三号は最深部へ足を踏ふみ入れます』

『グアテマラ、サカパ・脳分布解明センターにて、抵抗勢力ゼロ、ミサカは「原石」の保護に入ります、とミサカ一〇〇五〇号は第七研究棟へ向かいます』

『ドイツ、ザルツギッター・超常紹介事典にて、隠し扉を発見しました、とミサカ一〇八四〇号は奥を覗のぞき込みます』

　じり……。

　……カツン……コツン……。

　きゅっ、きゅっ。

『スロベニア、ツェリエ・新エネルギー採掘機関にて、「原石」を発見しました、とミサカ一二四八一号は報告します』

『ノルウェー、ベルゲン・霊れい長ちようの証あかしにて、ミサカも「原石」を発見しました、とミサカ一八〇七二号も報告します』

『フィンランド、ロヴァニエミ・黄道アクセスライン普及委員会にて、「原石」の保護を開始します、とミサカ一九三四八号は手を差し伸べます』

『オーストラリア、シドニー・ＵＭＡ生態解明俱ク楽ラ部ブにて、逃走ルートを確認、「原石」と共に施設を出ます、とミサカ一七〇〇九号は移動します』

『ポルトガル、ブラガンサ・第七世代兵器研究所にて、脱出に成功、「原石」の身の安全を確保しました、とミサカ一五一一三号は一息つきます』

　いいえ。

　安心するのは早いです、とミサカ一〇〇三二号は緊きん急きゆう報告します!!

『？　一〇〇三二号がいるのは学園都市のはずでは？　とミサカ一四〇一四号は質問します』

『そこから緊急報告が来るというのはどういう意味ですか、とミサカ一八八二九号は説明を求めます』

　侵入者です。数は一人。

　学園都市最大の『原石』、第七位の超レ能ベ力ル者５が狙ねらいのようです、とミサカ一〇〇三二号は追加報告します!!

　ざざ。

　ザザ……ザザ……ザ。

　ざざざザザザざざざざざザザザザざざざざざざ!!







　第二一章　正体など判断できない者達　一〇月、第二金曜日







　異様な光景と言えた。

　第一一学区のコンテナ集合地帯。鉄でできた巨大な箱ばかりが並ぶ一角に、九人ほどの少女達たちが倒れている。服装から髪型、身長、体格、果ては顔の作りまで全すべて同一の少女達。とある超レ能ベ力ル者５の体細胞を利用して生み出された妹達シスターズだ。

　転がるライフル、散乱する薬やつ莢きよう、そしてぐったりと意識を失った少女達。それらの中心点に、一人の男だけがポツンと立っている。

　無傷。

　魔ま神じんになるはずだった男、オッレルスは夜風を受け、わずかに目を細める。

　その力の大きさ故ゆえに、魔ま術じゆつサイド全体に追われる身でありながらも、それら追っ手を全て撃げき破はしてきた男は、科学サイドの総本山、学園都市の中であっても敗北しなかった。

「すげぇな、こりゃ。すげぇ事になってる」

　そんな声が、不意に飛んできた。

　崩れ落ちた少女達の包囲網もうからわずかに離はなれた所に、もう一人、別の少年が立っていた。ナンバーセブン、削そぎ板いた軍ぐん覇は。学園都市第七位の超レ能ベ力ル者５にして、愛と根性のヲトコだ。

　彼は目の前の光景に対して、嫌いやそうな顔をする。

　しかしそれは、同じ顔の少女達が九人も存在している事についてではない。

　削板は、そんな些さ細さいな事など気に留めない。

「……こんなに華きや奢しやな九つ子、……で良いのか？　まぁともかく、女の子達を容よう赦しやなくボッコボコにしてご満悦か。すげぇな、お前。こんなにすげぇ根性無しは初めて見た」

「それなりに、理由というものがあってな」

　オッレルスはくすりと笑う。

　ゆっくりと、首を回してナンバーセブンを見る。

「学園都市が世界中にいる五〇人前後の『原石』達を回収してくれると言うのなら、それについては止めはしない。ただし、彼らがこの街で『原石』達を得え体たいの知れない研究の素体にしてしまうリスクは拭ぬぐえない」

　イレギュラーな手法で招かれた上、『原石』達は学園都市の研究者にとっても稀き少しような存在だと位置づけられるだろう。どこかの変態科学者にでも目をつけられて、暗い研究所へ押し込められてしまう可能性もゼロではない。

「そこで、ちょいと釘を刺しておく事にした訳だ。牽けん制せい……というほど曖あい昧まいではないか。武力を使った交渉といった所かな。学園都市第七位にして、世界最高の『原石』である君を軽くひねっておけば十分だろう。それでヤツに、学園都市が預かる事になった『原石』を使い潰つぶせばどうなるか、俺の意図は正確に伝わるはずだ」

「へぇ」

　ナンバーセブンはわずかに笑う。

「良いな、お前。そいつは根性のある台詞せりふだ。たかだが五〇人程度の子供達たちのために学園都市の最暗部にケンカを売って直接交渉、か。そのために、超レ能ベ力ル者５の一人と物理的に対決する、か。結構結構、そりゃあ大変根性のある心意気ってヤツだ」

　だがなぁ、と削そぎ板いたは一度言葉を切ってから、

「この子達がどこの誰だれかは知らねえ。だが、それこそ根性出して、死ぬほど頑張って戦った。もしかしたら、赤の他人の第七位、話をした事もないこのオレを守るためかもしれないな」

「……、」

「別に命を懸かけるほどの義理がある訳じゃねえが、ここはちょっと根性出す。まぁ、そんな訳だから……本気で潰すぞ」

　直後、ナンバーセブンが取った行動はシンプルだった。

　オッレルスの元へカツッと踏ふみ込み、その顔を摑つかみ、手近なコンテナの壁へと叩たたきつける。
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　ただし、

　それら一連の行動を、音速の二倍の速度で行うとどうなるか。




　キュガッ!!　という凄すさまじい轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

　鋼鉄のコンテナがあっさりと潰つぶれ、削そぎ板いたの手からすっぽ抜けたオッレルスの体がコンテナの山を突き崩しながら数十メートルも直進した。トランプのピラミッドが崩れるようにコンテナ群は倒とう壊かいし、削板や倒れた少女達たちの上にも降り注ごうとしたが、彼が両手を頭上に掲げると、空中のコンテナは火山のように吹き飛ばされていく。

　もうもうと立ち込める粉ふん塵じん。

　ガラガラという不気味な金属音だけが、いつまでも不規則に続く。

　そして、ナンバーセブンは目を細めた。

「チッ。性根は腐っているくせに、ねじ曲がった根性だけは見せやがる」

「いいや、俺おれはやっぱり根性無しだよ」

　粉塵の中から、声が聞こえた。

　音源はシルエットとなり、オッレルスはゆっくりとこちらへ歩いてくる。

　彼は少しも変化していない。一本たりとも髪が乱れた様子がない。

「ただまぁ、理由ならある。君と違って、戦う理由ぐらいはな」

「───、」

　ナンバーセブンはまともに応じなかった。

　目の前の根性無しに根性を叩たたき込むべく、削板はオッレルスへ接近を試みる。

　そこへ、




　今度は、オッレルスの力が真価を見せる。




　それは、一言で言えば『説明のできない現象』だった。

　その攻こう撃げきを直に受けた削板ですら、自分の身に何が起こったのか全く理解のできない攻撃だった。

　ただ、気がついた時にはナンバーセブンの体は大きく吹き飛ばされていた。肉体の表面から芯しんまで、その全すべてに均等なダメージが襲おそう。どこかワンポイントの打点があって、そこから衝しよう撃げきが広がっているのではない。まるで布を水に浸したように、不自然なダメージが全体に浸透している。

「……、？」

　まともなクリーンヒットをもらって、足から力が抜け、そのまま地面に崩れ落ちたにも拘かかわらず、削板軍ぐん覇はの頭にあったのは、恐怖ではなく疑問だった。

　オッレルスの攻こう撃げきは、生命の危機を感じる事さえ許さなかった。

「この世で最も恐ろしい攻撃は、『説明のできない力』だ」

　魔ま神じんになるはずだった男の唇くちびるが、動く。

「どんなに不可思議な力の源があったとしても、それが剣と同じように振り下ろしてくるなら、剣と同じように受け止めれば良い。銃と同じように撃うってくるなら、銃と同じように防げば良い。言われて分かる程度の『未知の攻撃』なんてのは、まぁ、その程度のものだ」

　ぐぐぐ、とナンバーセブンはうつ伏せになった体勢から、起き上がろうとする。

　オッレルスは動かなかった。

　説明や理解のできる動作など一切しなかった。

　ただ、何らかの現象が起き、削そぎ板いたの体がさらに後方へ吹き飛ばされる。

「ところが、『説明のできない力』には、そういう対処ができない」

　オッレルスの口調は静かでゆっくりだった。

「この世で最も恐ろしいのは、理解のできない所から、説明のできない力が働いて、対策も考えられない内に倒されている事だ。曖あい昧まいであるが故ゆえに条件の定義づけすらできず、どの方向に何万キロ移動すれば回避した事になるのかも不明なまま戦わせられる。それがどれだけ厄やつ介かいなものかは、身をもって知ったと思う」

　削板の方から、驚おどろきの声はない。

　不完全とはいえ、オッレルスの『北欧王座フリズスキヤルヴ』が二度も直撃したのだ。本来、伝承に登場する王座にそのような攻撃的な機能は存在しないが、だからこそ、それを強引に利用したオッレルスの術式はより一層『説明のできないもの』へと進化している。攻撃の範囲や威力の定義すら曖昧なまま放たれた『北欧王座フリズスキヤルヴ』を受けて、おそらくナンバーセブンは、すでに意識を断たれているはずだ。

「俺おれと君に大した差はない」

　力を抜いて、オッレルスは呟つぶやいた。

「ただ自覚的に『説明のできない力』を振るっているか、いないか。俺達たちの違いはそんな所だろう。学園都市の研究員にも手出しできなかった、繊せん細さいかつ複雑な第七位。……いや、そもそも本当に超レ能ベ力ル者５に分類されるべきかも確信を持てない特殊能力者。そいつを君自身が理解できれば、俺に勝てたかもしれないな」

　魔神になるはずだった男の目的は、第七位と戦い、圧倒的な力でねじ伏せる事。

　大量の『原石』をかき集めた学園都市に対する、ちょっとした牽けん制せい。

　ここまで派手にやれば十分だろう。オッレルスはそう思い、静かにきびすを返す。

「これでも一応、負けられない理由があるものでね。君には災難だっただろうが、ここは素直に倒れておけ。根性如ごときでどうにかなる問題じゃない」

　そこへ、




「……聞き捨てならねえ台詞せりふだな、オイ」




　むくりと起き上がる気配があった。

　オッレルスはゆっくりと振り返る。そこに、満まん身しん創そう痍いの少年が立っていた。正体不明の攻こう撃げきである『北欧王座フリズスキヤルヴ』を二発も喰くらって、確実に意識を落としたはずなのに、しかし立ち上がっていた。オッレルスの計算とは合わない結果。しかし、これこそがオッレルス達たちの生きる世界でもある。

「人が諦あきらめる前から勝手に根性無し扱いしてんじゃねえよ、クソッたれが」

　額から血が垂れる。

　呼吸が乱れる。

　しかし激痛を無視して、ナンバーセブンはオッレルスの顔を睨にらみつける。

「そう簡単にやられると思ってんじゃねえよ。偉そうにふんぞり返るだけが強さじゃねえって事を教えてやる……ッ！　根性ってのはな、優劣とかそんな程度で失われるようなもんじゃねえんだよ!!」

　ゴォ!!　と何らかの得え体たいの知れない力が削そぎ板いた軍ぐん覇はを包む。

「見せてやるよ、本物の根性ってヤツを!!　大それた理由なんかいらねえ。曲がらず腐らず正面を行く男は、赤の他人だろうが何だろうが、傷つけられた女の子のために立ち上がる事ができるんだ!!」

　ナンバーセブンは湧わき出る力の勢いに抗あらがわず、そのまま前へ走った。

『説明のできない力』を振るうオッレルスと違い、誰だれの目から見ても分かるほどシンプルに、ただ前へ。

　対して、オッレルスは笑った。

　笑ったまま、彼は説明や理解のできる動作など一切しなかった。

　三発目の『北欧王座フリズスキヤルヴ』と、第七位の超能力レベル５。

　表現不能、説明不能、理解不能の怪物達が激突する。

　そして、







　第二二章　個人にその結末は摑めない　一〇月、第二金曜日







　ジョージ＝キングダムの全身から脂汗が噴き出した。

　彼は冷戦当時、とある国家で行われた超能力開発プロジェクト、スターゲートの（書類上ではなく）実質的な指導者だ。その計画こそ失敗したものの、現在でも時折ウワサとしてささやかれるいくつかの事業を任されている実力者だ。ＣＩＡを自由に扱えるのも、そうした伝説の価値が高いからである。

　だが、

　そんな彼は、今まさに追い詰められていた。

　おかしい。ありとあらゆる不測の事態に備えていたはずなのに、現実というヤツはその隙すき間まを潜くぐり抜けるようにとんでもない結末を運んできた。全世界で同時に行われた『原石』の強奪作戦。出資も設立の経緯も全すべて異なる独立した五〇あまりの研究機関は、それらの成果を上げるよりも早く、何者かの手によって一斉に叩たたき潰つぶされ、計画そのものを粉砕されてしまった。

　保身、という言葉が脳裏をよぎる。

　独断で計画を実行した上、それらが一つの成果すら見せず、ただ莫ばく大だいな損失だけを生み出した。こうなれば、上院議会はジョージを許さないだろう。彼の行動のみならず、彼の生命そのものを許さないだろう。

　しかし、そういった恐怖以上に、ジョージの頭を占めるものがある。

（何が……）

　疑問。

　それは、一体何者が彼の計画を物理的に阻そ止ししたのか、という一点に尽きる。ただし、各機関を襲しゆう撃げきした人物が、全く見えなかったという訳ではない。各地に潜もぐらせていたスパイ達たちからの最後の報告は受けている。

（何が、起きた……？）

　その上での、疑問。

　作戦は極秘裏。故ゆえに、それらの情報を統合できたのはジョージ＝キングダムのみ。だからこそ、この疑問を抱いているのは、この作戦に関かかわった者の中でもジョージ一人だけだろう。

　何な故ぜ。

　全く同じ顔をした少女達が、世界各地を同時に襲撃したのだ？

　その時、ザザッという短いノイズがジョージの耳に入った。無線の周波数は側近にしか教えておらず、その側近は皆、先の襲撃で全滅したはずだった。

『そろそろ身辺整理は終わったか？　裁判のない結末は陰湿だ。一国を敵に回す事の意味ぐらいは、暗部にいたお前なら分かると思うけど』

「雲くも川かわ……」

　聞こえてきた統括理事会のブレインの声に、ジョージは呆ぼう然ぜんとする。

　怒りすら忘れて、ただ彼は質問する。

「あれは、まさか……貴様達たちは、そんな事を……量産化を……」

『そうそう、その事だけど』

　天才少女・雲川芹せり亜あは気軽な調子で同意した。

『一応、体細胞を使った人間の製造は国際条約で禁じられているし、何より、今回軍事的な行動を取らせてしまった「あの子達」に無用なリスクを負わせるのもしのびない。借りを作った者として、いっぱしのアフターケア程度はしてやろうと思っているんだけど』

「……、」

　ジョージ＝キングダムは、何となく知った。

　自分は、踏ふみ込んではいけない所へ踏み込んでしまった。彼が今佇たたずんでいるのは、シェルターとしても機能する特殊施設の中だが、そんな事は全く気休めにならない。古来から、触れてはならないものに触れてしまった愚か者の末路は一つと決まっている。

　カツン、という音が聞こえた。

　小さな足音だった。

「まったく……久しぶりに現場に超復帰できたと思ったら、こんな超勘違い野郎の脂オヤジの相手をさせられるとは。まぁ、仕事が終わったらどこかで映画でも超観みていきましょうかね。どうせなら、日本では公開されていないマイナー祭りでもしましょうか」

　少女の声が聞こえた。

　ジョージ＝キングダムは振り返れない。

　彼が首の筋肉に命令を送ろうとするより早く、すでに決着はついていた。







　ナンバーセブン、削そぎ板いた軍ぐん覇はは傷だらけの体をさらけ出したまま、路上にぶっ倒れていた。

　仰あお向むけに転がる彼の視界には、星空が広がっている。

　辺り一面は、激げき闘とうの爪つめ跡あとを見せつけるように、ムチャクチャな有様になっていた。コンテナの山は片っ端ぱしから崩れ、アスファルトはめくれ上がり、所々では地盤そのものが割れて、崖がけのように盛り上がっている。

　そこまでやっても、勝てなかった。

　戦いの中で、魔ま神じんになるはずだったと言ったあの男は、削板軍覇以上だった。

（すげぇな……）

　ポツリと、思う。

　圧倒的な力で叩たたきのめされたにも拘かかわらず、彼の瞳ひとみにはどこか純粋な光があった。それは希望だ。世の中はまだまだとんでもない化け物達たちで溢あふれていて、自分の知らない事もいっぱいある。広い。それがナンバーセブンの抱いた正直な感想だ。当たり前だが、世界は広い。

（世の中、すげぇヤツらばっかりだ）

　今回、ナンバーセブンは及ばなかった。おそらく、あの魔ま神じんになるはずだった男は手加減していただろう。遊ばれていた、という自覚がある。全力で立ち向かって、遊びで軽くあしらわれて、おまけに命も取らずに見逃された。

　圧倒的。

　その事実を正しく理解し、そして星空を見上げていた削そぎ板いた軍ぐん覇はは、やがてゆっくりとした動作でむくりと起き上がった。

　まるで、ちょっとした昼寝から目を覚ますような仕草。

　両手を上にあげ、ゆっくりと伸びをしたナンバーセブンは、唇くちびるを動かしてこう言った。

「さて、と。それじゃ───根性入れ替えて、鍛きたえ直しますか」







　アリゾナの砂漠には、ものすごく大おお雑ざつ把ぱな道がどこまでも一本だけ伸びている。

　その途中で停車しているオフロードカーのボンネットに腰をかけて、携帯電話を耳に当てている男がいた。

　御み坂さか旅たび掛がけ。

　世界に足りないものを提案する事で、暴力に頼たよらずに世界をより良い方向へ導いていく事を生業なりわいとする男だ。

「なーんか、色々と面倒な事があったみたいだな」

『いつも通りの荒事だ。君が出てくるような話ではない』

「だろうな。俺おれならこういう方法は使わない。今ざっと考えただけでも、もっと穏おん便びんなパターンが三つほど浮かぶし」

『コストの問題だよ。状況にもよるが、この場合は荒事でまとめた方が安上がりだ』

「つまらん台詞せりふだな」

　御坂は適当に息を吐はいて、ボンネットに乗ったコーヒーカップを手に取った。

「ま、こうして世界中に散らばっていたわずかな可能性は、全部まとめて学園都市へ回収されていく訳だ。ただでさえ糸口も摑つかめていないような連中だったが、これで超能力開発成功へのヒントはほぼ完かん璧ぺきに断ち切られた。まさに、お前だけが得する展開だ」

　苦い液体を一口含んで、御坂は笑う。

「ところで、その揉もめ事に関して、ちょっと確認しておきたい事があるんだが」

『何だ？』

「いや、相当現場も混乱していたようだし、証言の信用度は低いんだから『確認』なんだけどな。いやいや、学園都市は能力者の街だ。分身の術でも使えるヤツがいる可能性もあるし、何千キロ、何万キロと瞬しゆん間かん移動できる怪物がいるだけかもしれないが」

『……、』

「何だか、世界各地にあった五〇ヶ所近くの研究機関で、全く同じ顔をした女の子達たちが目もく撃げきされている、とかいう話があるんだよな」

　御み坂さか旅たび掛がけの口調が、変わる。

　感情の波が極きよく端たんに激変した訳ではない。しかし確実に、何かが変化した。

「さっきも言った通り、目撃証言は当てにならない。それに、学園都市は能力者の街だ。見た目で矛盾している現象があったとしても、実はそれを克服するだけの特殊な能力があるのだと言われれば、それまでなんだけどな」

『その辺は、想像に任せておこう。少なくとも、君が気を揉もむような問題ではないとだけ答えておこうか』

　そっか、と御坂は適当に相あい槌づちを打った。

　さらに、彼はこう尋ねた。

「……では、目撃されている少女達の特徴が、ウチの娘に酷こく似じしているかもしれないっていう情報も、気を揉むような問題ではないんだな？」

『……、ふむ』

「なぁアレイスター。お前がそう言うのなら、別に良いんだ。どうせ最初っから、お前の言葉は信用できないしな。ただし、一つだけ覚えておけ。もしも本当にお前が妻や娘に手を出していて、それが俺おれの耳にまで入った時、何が起こるか。くだらない父親を敵に回す事がどれほどの事を意味しているか、ちょっとだけでも考えておく事だ」

『どうやって？』

　アレイスターと呼ばれた声の主は、シンプルな質問をした。

『いっぱしのフリー一人の手で、学園都市の統括理事長にどう攻める？』

「確かに、今のこの世界には、お前を一発で倒せるようなものは何もないのかもしれないな」

　御坂旅掛は、それを認めた。

　認めた上で、彼は続けてこう言った。

「ただ、俺の仕事は世界に足りないものを示す事だ。それが『足りない』っていうなら、そいつは俺の領分だ。だから、こう忠告しておいたんだよ。一つだけ覚えておけ、とな」

　大人達の会話は終わる。

　不ふ穏おんなやり取りの後に、彼らは再び世界の暗部へ潜もぐり込む。







　シルビアはアパートメントの廊下で掃除機をかけていた。

　どっかの馬ば鹿かが連れてきた子供達たちの大半は教会に預けられ、新たな里親に引き取られて第二の人生を歩んでいるようだが、今でも数人の子供達がアパートメントに残っている。誰だれにも引き取られなかったのではなく、自らの意志でどっかの馬鹿の帰りを待っていたいらしい。

　彼女は息を吐はく。

　自分は何で、今でもこんな所にいるのだろうか。ボンヌドダームとしての腕を磨みがくための長期海外研修はもう終わり、イギリスからは再三にわたって帰国命令が出ている。そもそも特に給料をもらっている訳ではないし、古くからの伝統的な主従がある訳でもない。自分の生活費を自分で稼かせいで暮らしているのだから、別段このアパートメントに縛しばられる必要すらない。勝手に馬鹿が出て行った以上、こんな所にいても意味はない。さっさとイギリスに帰るか、あるいはもっと立地の良い場所へ引っ越してしまった方がベターな展開のはずだが、どうにもシルビアはこのアパートメントを出て行く気になれない。

　まぁ、理由はくだらないものだろう。

　言葉に出すのも馬鹿馬鹿しい。

　もう一度シルビアが息を吐いた時、窓の外に何かを発見した。シルビアはつまらなさそうに髪を搔かくと、掃除機を置いて玄関へ向かう。いつものようにドアを開けると、いつものようにシルビアはこう言った。

「ようお帰り、大馬鹿野郎」







　あとがき







　一冊ずつ読破していただいているあなたはお久しぶり。

　一気にまとめて読破してしまったあなたは初めまして。

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　ＳＳの２です!!　今回は『本編を読んでいなくてもある程度分かるものがいいよね』的な感じで話を書いてみたのですが、いかがでしたでしょうか。魔ま術じゆつサイド、科学サイド、おまけに普通の人サイドまで、結構いろんな角度からこの作品世界を表現できたかなと思うのですが。

　全体的なテーマは『長い月日』、キーワードは『原石』といった所でしょうか。

　なんとびっくり、この巻だけでほぼ一年経過していますよ。

　一応、ＳＳの２というか『原石』についてはこの一冊で完結していますが、おそらく最後まで読んで『おや？』と思った方もいるはず。本当に解決したのかな、とか、あっちのあの人は特に回収されていないけどどうなっているの？　とか。そういう引っ掛かりは正しくて、『原石』を軸にしたこのＳＳの２、実は他ほかにも『明言のされていない軸』が存在します。あれこれ想像してみるのも面おも白しろいかもしれません。




　そうそう、今回出てきた最強ランクの二人についてですが、ヤツらは基本的に、この手のバトルものでは反則とされるキャラクターです。何な故ぜって、まぁ、バトルの順序とか一切決められませんからね。あるいは、『説明のできない力』の総量を上回る力で正面から大だい撃げき破は、とかいう強引な方向でまとめる事もできるかもしれませんけど。




　珍めずらしい連中といえば忍者も二人ほど登場していますが、この世界ではそういう『切り口』や『角度』という事で。この作品の中の忍者は、侍と同じく職業ではなく精神論の話になっていて、その辺をどうしてくれようか、みたいなゴタゴタが今回の話となります。彼らの話を掘り下げてみても面白そうですが、『脇わき役やくに徹てつする事に意義がある』とかいう微妙な鉄則を持っているキャラクター達ですので、おそらくこの辺が無難でしょうね。ある意味、魔術師よりも水面下に潜もぐっている方々です。




　あと今回、最も強力だったのは御み坂さかパパだったんじゃないかなぁ、と個人的には思うのですが、いかがでしたでしょうか。これもまた、インデックス本編とは違う『切り口』の人間で、『殺し合い以外の方法で世界を変えていく』ようなヤツのお話です。ただし、彼は『戦わない』のではなく『戦い方が違う』というだけで、戦いそのものを否定する種類の善人ではありません。なまじ社会の基盤や土台のようなものにまで干渉するため、単に拳こぶしを握って殴なぐり合う子供達たちよりも危険なのかも？

　一応、御み坂さかパパに対抗できる人物が上かみ条じよう刀とう夜やとなります。ダンディ達にも彼らなりの戦いがあるのです。まぁ、片方は部下にも振り回される出世の遅い企業戦士だったり、もう片方は奥さんにお財布を管理されていたりと、ちょっと難なん儀ぎなダンディ達ですが。




　……というか、ＳＳの一冊目と二冊目だけを追い掛けてみると、この繫つながりのなさに愕がく然ぜんとしますな。かろうじてスキルアウト壊かい滅めつ辺りが繫がっている、という感じでしょうか。何がＳＳシリーズだ、と自分でツッコミを入れてしまう所ですが、もうそういった区切りや定義は敢あえて全部取っ払って、何でもありの舞台にしてしまった方が面おも白しろいよね、という訳で、多分三冊目が出るとしたら、さらにＳＳ間の繫がりはなくなると思います。




　イラストの灰はい村むらさんと編集の三み木きさんには感謝を。舞台がコロコロ変わって面倒な事になったり、章がいっぱいあって大変な事になっていますが、お付き合いいただきありがとうございます。

　そして読者の皆さんにも感謝を。今回、『短期間で一冊が終わるというセオリーを試しにちょっとぶっ壊こわしてみよう』というだけで始めたこのＳＳに、ここまでお付き合いいただきありがとうございます。




　それでは、今回はこの辺でページを閉じていただいて、

　次の本の表紙も開いていただける事を願いつつ、

　本日は、この辺で筆を置かせていただきます。




　おい、上条ちゃんの知らない所で色々起きてるぞ？


  鎌かま池ち和かず馬ま　
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鎌かま池ち和かず馬ま

今回は変則的に。『聖人崩し』の対極、整形式（霊装補助済み）聖人唯一の成功例・神裂キゴミの紋章です。国旗みたいな簡略図。ツリーは生命の樹と成長を、特に幹は魔術的な進化への道筋を示し、そこへ伸びる手は不完全な人工物で、彼女の強い渇望を表現しているとか、そんな感じです。整形式？　聖人の紋章？　神裂？　……最後まで世界は広がりっ放しです。
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灰はい村むらキヨタカ

この文を書いている時点ではまだですが、いよいよアニメが放映です。漫画でネタ扱いだった姫神もちゃんと登場してるみたいですよ！（←ここポイント







電撃文庫

とある魔ま術じゅつの禁書目録インデックスＳＳ②




鎌かま池ち和かず馬ま
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